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ルカ　1:1-4
　ルカの福音書は、前に読んだマタイと重なる部分がたくさんあるので、共観福音書と呼ばれている。けれど、ルカはルカの視点で書いているので、同じ出来事でも伝えようとしている側面が違うこともある。神がイエスの記録を一つだけでなく、いくつも重ねられたのは、物事の真実、幅の広さと奥の深さを大事に考えるならば当たり前のことでもある。新聞を何紙か取っている人とか、テレビのニュースでもいくつか見比べる人があることを思い浮かべたら分かりやすい。だから、これからルカを読み進む中で、共通して伝えられていることの重みと、そして、別の側面が語られていることの意味合いと、両方を意識していきたいと思っている。
 
ルカ　1:1-4
　この福音書は、テオピロという人物に宛てて書かれている。おそらくローマの高官だろうと言われているので、とすればこの福音書は異邦人が読むことを意識して書かれているはずだ。ルカ自身もギリシャ人であるので、その視点が従来とは大きく異なっていたとしても不思議ではない。時には、わかりやすさを優先して、あえてユダヤ的常識の部分を割愛する場合があってもおかしくはない。もっとも、実際にはユダヤの知識に相当詳しくないと書けない、読めないのではと思われるような部分もあり、異邦人だけを相手にしていたわけではないのだな、ともうなずくことができる。ルカの語り方はスムーズなので、イエスの姿を辿るにはやりやすい、と思う。
 
ルカ　1:5-7
　ザカリヤ夫妻の様子は、旧約に何度も出てくるものと類似しており、子どものいない年老いた夫婦の姿である。そして神のお告げによって子どもが生まれる。それは、かつて旧約時代になさっていたように、神が人々の世界に直接介入される時期が再び訪れた、ということを指し示すものだ。時はヘロデ大王の治世、紀元前10年くらい。当時の人々は紀元などという区分けは知らなかったのだけれども。ザカリヤたちの話は、前触れである。真打ち登場がまもなくに控えている。
 
ルカ　1:8-17
　天使に会うという経験は、滅多にあるものではない。ザカリヤが不安を感じ、恐怖すら覚えたことを非難するのは酷だろう。祭司なのだから、と期待したいところではあるけれども。存在以上に、天使の言葉は多くの驚きに満ちていた。この夫婦に子どもが生まれるということもそうだが、その子がイスラエルの中で活躍していくのだという言葉は、旧約に精通していた祭司であれば、約束のメシヤに関連する話であると気づいたことだろう。心ある人々は待ち望んでいた、でも、多くの人は忘れていて、何よりも、全く徴候が見えていなかったメシヤの到来が、まさか自分の息子の誕生をきっかけとして動き出すという知らせは、唖然とさせられるものでしかあるまい。しかし、ザカリヤの事情を横に置いて、世の中全体の者たちからすれば、この知らせは実にワクワクさせられる、闇に差し込んだ光のようなものとして感じられるものである。事は動き出した、いや、神は事を動かし始められたのである。
 
ルカ　1:18-23
　壮大な動きとは様子が違って、ザカリヤ本人としては戸惑いの方が強かった。せっかくの「喜びのおとずれ」も、彼にとっては厄介ごとに感じられたのだろうか。年齢ゆえの戸惑い、だけだったら、19節からのような天使の対応にはならなかったようにも思う。人に取って、神のなさることはあまりにも大きすぎてわかり得ないことは多い。だが、そういう戸惑いと、神がせっかく働き掛けてくださっているのに拒んでしまうこととは、大きく異なる。そこにあるのが大きな幸いであるのだとしたら、神ご自身がそれを確約してくださっているのだとしたら、さらに言えば、この出来事、ザカリヤにとって決してつらいことではなく、むしろ喜ばしいことである、そうなのだとしたら、戸惑いを乗り越えて、主の御業を受け止めていくことへと、心を向かわせたいものだ。
 
ルカ　1:24-25
　ザカリヤとエリサベツの間に生まれた子は、マリヤのような処女懐胎とは異なる。あくまでも一般的な夫婦の間に生まれる子どもと同じ経緯での妊娠、出産だ。ということは、天使の知らせをその場では信じられなかったザカリヤだけれど、どうせ無理だと諦めはしなかったということでもある。時に人は、神の呼び声に否を語り、そっぽを向くことがある。でも、もしその人がその後、神への期待を思い出してついていこうとするならば、それは十分に意義あることとなりえるのだ。むろん神はそこに豊かに働き掛けてくださって、不可能をも可能にしてくださるのだが。
 
ルカ　1:26-38
　聖書の中でも最も有名な箇所の一つ。誰もがよく知っている、今さらコメントの必要もない、かもしれないが、今一度、静かに読み直してみよう。天使は救い主の誕生を語っている。それは人類にとって必須の助けである。でも、マリヤは一貫して戸惑い続けている。この時点での子どもの誕生は彼女の人生に激変をもたらすもの、だからだ。しばしばこの世は、良きことの実現には個々人の犠牲は仕方がない、という態度を取る。実際、ここでマリヤに拒まれてしまってはとんでもないことになる。でも、彼女自身にとっては、人類の盛衰以上に、自分の今日、明日の歩みのほうが心を占める割合は大きいのが当然だ。天使はマリヤの反応を叱責したりしない。神に従えと命令もしていない。彼女自身がそれを受け止め、前を向いて歩き始めるまで答え続けている。必要性そのものを曖昧化することはできないが、当事者の思いは深く顧みておられるのが、神のなさり方であることを思う。人の世のやり方とはずいぶん違う。
 
ルカ　1:26-38
　処女降誕については、昔から疑義が語られることが多い。人間の理解できる事柄からすれば、それが今のところ全く解明し得ないことであるのは確かであるが、わからないことは存在を否定するという姿勢はまた何とも、それこそ非科学的とは思う。自然科学は、具体的には全く実証されていなくても、理論的にこうであるはず、という推測によって物事を説明し、その上で実証のために励むということをと繰り返してきたはずだ。神の御子である救い主が誕生するにあたり、処女降誕という特殊な方式が用いられた理由については、様々な推測、説明が提示されている。処女降誕であるほうがすっきりする、だけの論理はすでにある。その方法が解明されていないだけだ。そして聖書から言えば、ここに書いてあることは明らかに、妊娠に至る部類の可能性を全く自覚していないマリヤとの対話である。この箇所を最も素直に読むならば、メカニズムは全くわからないけれど、神は処女降誕という出来事を起こされたのだな、と言えるだろう。聖書はこちら側の都合ではなく、素直に読むのがちょうど良い。
 
ルカ　1:32-33
　マリヤに予告されたのは、ダビデの王位を受け継ぐ存在の誕生、である。むろんそれが決してユダヤ民族の政治的な復興を意味するものではないことは、旧約預言からも明らかだ。ただ、今日の私たちは宗教的な救い主と言うと、内面的、心情的な助けを思い浮かべやすいのだが、聖書が記すところからすれば、この方の意味合いはもっと全世界的なものであり、精神面も物質面も、あらゆることに関わる存在として提示されているのがわかる。罪とは単に個々人の罪悪感の話ではなく、この世界そのものを破壊している悪であることも忘れてはなるまい。そういう意味合いで、救い主はこの世に到来されるのだと告げられているのだ。
 
ルカ　1:35-38
　戸惑いを示していたマリヤは、なぜこの役割を受け止めたのか。それは使命の大切さではないし、自らに託されたことへの誇らしさでもない。それは要するに、神が事を動かしておられるのだ、という一事であると読める。ヨブ記のことを思い起こす。彼が直面した事態の理由を人々は問い続けていたけれど、神からの答えはただ一つ、ご自分がそこにいること、このことに関わっているのだということ、それだけだった。理由や仕組みの説明はなかった。でもそれでヨブは納得し、全面的に受け入れて行っていた。マリヤも同様である。やはり、このこと、神ご自身が私たちと共にいてくださるのだというそのことは、最も確かな礎であるのだとそう思わせられる。
 
ルカ　1:39-40
　マリヤがエリサベツを訪ねたのは、36節の天使の言葉が理由だ。同じ時期に、神の特別な扱いを受けた人がいると知れば、ぜひ、話をしたいと考えるのは自然なことだ。事態は、一般的には信じがたいようなものだ。だからこそ、こういう立場の者同士であれば、戸惑いも、あるいは希望も、共に語り合うことができる。むろん、どちらも神の導きを信頼してついて行っているという共通性が不可欠だが。聖書は信者同士が互いに語り合い、励まし合うようにと勧めている。そんなことは無用だと退ける人もあるけれど、それはとても大きな損失であることを思う。マリヤはガリラヤ地方からユダヤ地方へ、国を北から南へ旅してまでも、エリサベツと会うことを切望にしたのに、そんなことは必要ないと言えるのだろうか。
 
ルカ　1:41-45
　胎児自身が外からの影響に反応するのだとも言う。母親の声に馴染んだりとか。そういう意味合いもあるだろう。ただこの箇所の場合は、エリサベツ自身の喜びと感動が大きな要素であろうと思われる。彼女自身の言葉がそれを物語っている。エリサベツは我が身に起こったことに喜び、感謝していたのだが、もっと大きなことを神がなさっていること、自分もその取り組みに関わらせていただいているということを、心から喜んでいる。他の人が神に用いられている姿を見てやっかむ人もあるけれど、神の幸いは広がってこそなおいっそうその価値を発揮する。分かち合うほどに豊かになるのである。
 
ルカ　1:46-56
　有名なマリヤの賛歌である。先の戸惑いから一転して、自分が神の業のために用いられることを誇らしく胸を張っている様子が見える。その変化には驚くが、以降のマリヤが様々に困惑させられる事態にまっすぐ歩み続けている様子とつながるものを見るように思う。神が共におられること、神が確かに導いているのだと知り得たことが（そこにはエリサベツとの語り合いも含まれる）、彼女に豊かな力をもたらしている。聖書に何度か出てくるテーマだ。そして、名もない小さな者たちを用いて神が偉大なことをなさるというのもまた、聖書が繰り返し語っている大事なテーマである。マリヤを高く評価することが多いが、聖書の語りからすれば、むしろ、ごく普通の人であったマリヤがこうして力強く歩んでいることにこそ、大きな意義があるのだとも思う。
 
ルカ　1:57-66
　まずはヨハネが誕生する。人々は単純にこの老夫婦に跡継ぎができたことを喜んでいるのが、本人たちはこれが神の特別の意図によることをはっきり認めていた。後のことを考えれば、結局この男の子はザカリヤの家を継いでいく者とはなっていない。彼は殺されてしまい、家は断絶する。ふたりはそこまでのすべてを把握していたわけではないだろうが、でも、その子が特別な使命に召し出されることは悟っていただろう。だからこそ、その名は天使がつけたとおりにしている。神からいただいた子だからというのではなく、もともとからして神のもとにある子、神が自分たちを用いてその子をこの世に送り出したのだということを、深く意識してのことなのだと考えられる。ヨハネの誕生は周囲の人々にも驚きだったので、最初から注目されていたように見える。そのあたりはイエスご自身とは大きく違う。
 
ルカ　1:67-80
　ザカリヤの賛歌は、マリヤに比べて、ずっと重々しいものだ（マリヤのほうはもっと軽快に訳した方が良いのかもしれない）。預言して、と語られているように、その子が担うことになる使命と、神のご計画全体を意識した、世の中に対してこれからの神の御業を宣告する内容である。あるいはこれらの言葉は、ユダヤ民族の解放や再興を指し示しているようにも読めそうであるが、旧約以来の神のご計画、あるいは預言者たちが語り続けていたことを重ね合わせるならば、それが地上での繁栄だけではなく、神の元に迎え入れられることになる究極の救いと祝福を意図してのものであることを、きっと見出すことができるだろう。
 
ルカ　2:1-7
　アウグストはローマの初代皇帝。長く繁栄を続けてきたローマだが、新たな段階に踏み込んだ時期でもある。ルカはこの言及によって、神は御子をそのような時にこの世に送られたのだということを、はっきりと告げているのだろう。実に印象深い対比だ。と同時に、この段階では明らかに、ローマ皇帝の力が一切を圧倒している様子もわかる。人々に故郷に戻って登録せよと命令できるのは、支配者だからこそである。ヨセフもマリヤも、その通達に黙って従うほかはない。それが故に御子は預言通りにベツレヘムで誕生するのだから、これもまた不思議なことではある。この命令がなかったら、彼らはベツレヘムには行かなかっただろうから。皇帝が圧倒しているようでも、根本的には神の支配の中にあるのだということも、痛感させられる。
 
ルカ　2:6-7
　馬小屋という言葉は聖書には出てこない。飼い葉桶という言葉から、家畜のいる場所と推察されている。いずれにしても、宿屋の通常の部屋は確保できなかったのであり、片隅に押しやられていたのは間違いない。賛美歌にも出てくるように、神の御子は居場所を与えられなかった。むろんこれは誰も御子とは気づかずに、であるけれども、でも、後々に至るまでも、あるいは現代までも、人は多くの場合、この方が救い主であることを知らないままに無視し、拒み、敬遠し続けているのだと思う。だからこそ、伝えることは欠かせない。そう言えば、羊飼いたちだって天使に告げられなければ、こんな出来事は知りもしなかったのであるが。御子はこういう扱いに不満を漏らしているわけではない。だがそれは、迎える側である、人のほうにとって、甚大な損失であることを思いたい。
 
ルカ　2:8-14
　羊飼いはユダヤ人の祖先アブラハムの職業だが、この時代はさげすまれていたと言う。理由は仕事柄、様々な宗教的儀式、所作を守れなかったためだ。人々は神の前に熱心であろうとしたのだろうが（バビロン補囚の教訓性は強く残っていたようだ）、それが人々を虐げるものになるあたりは、人間の抱えている罪深さのゆえんとも思う。でも、そんな彼らのところに、救い主誕生の知らせは一番に届けられた。クリスマスの出来事には一貫して、世の中では低く見られていた人々が注目されるという特色が示されている。社会的な立場の上下が重要ということではない。最も偉大な方の到来だからこそ、それとは対極に見られていた人々に照明が当たっているのだ。クリスマスの幸いは、本当の意味で全ての人に届くものであるからこそ、である。
 
ルカ　2:10-12
　しるし、と告げられているが、このしるしは、羊飼いたちが出かけていって、探し当てないと、見ることのできないものだ。行くかどうか迷っている段階では意味をなさない。神は確かに大切な真実を、ちゃんと分かるように示してくださるのだが、ソファーに寝転んでいると目の前にドンと持ってきてくれる、ということではない。神の言葉を信頼して求めて行ってこそ、である。信仰は信頼とも言い換えることができるし、その相手との深き結びつきでもある。神は私たちのために全てをなしてくださるのだけれど、私たちが応答することを望んでおられることを思い起こしたい。
 
ルカ　2:13-14
　この歌声は聞いてみたいものだ。こういう場合、祈り願うような表現であるが、そこには必ず実現するという確信が込められている。神の栄光はもちろんだが、人々に「平和」が訪れることもまた、御子の誕生によって必ず成し遂げられるのだと、天使たちは宣言している。「御心にかなう人々に」という言い方は、決して、ちゃんと生きていて神が評価してくれる人、というような限定的な意味合いではない。もし、そういう評価を下そうとするなら、全ての人は失格であることは誰もが知っていることだろう。神の祝福は求める者には与えられる。神は与えたいと願っている。そのために御子をすら与えておられる。そのような御心を知り、応答していく者こそが、御心に適う者だ。でも、初めから諦めていたり、拒んでいたり、そっぽを向いていたりする人は少なくない。神にとっては何よりの嘆きである。
 
ルカ　2:15-20
　羊飼いたちは、天使に告げられた言葉を信じた。信じたからこそ行動を起こした。それによって彼らは、語られたことを幸いと思ったのだということをも表している。信仰は心の問題と言うけれど、信仰という言葉をその人の信念とでも言い換えみるならば、そこには当然に、行動に表れるものがあるはずだと気づくだろう。彼らは行動を起こしたからこそ、救い主に出会うことができて、大きな喜びをも得ることができている。もっとも、それは決して難しい事柄ではない。ベツレヘムは小さな村で、その家畜小屋にいる生まれたばかりの赤ん坊を捜すのは決して難行苦行ではない。ただし、それをしようと思うのか、それとも聞き流すのかは大違いである。羊飼いの話を聞いた人々は、聞きはしたけれど、何も行動はしなかったようで、決定的な違いが現れている。そう、この出来事は、全く話題にはならなかったのだ。
 
ルカ　2:19
　マリヤたちにとって、羊飼いの到来は驚きだったろうが、でも、一連の不思議からすれば必ずしも戸惑いではなかっただろう。むしろこれは、不安の中で進んでいた彼らにとって、大きな励ましとなり、喜びとなったのではないかと思われる。神の御心だと信じて歩んではいても、人には心の揺らぎはあるものだ。それだからこその激励は実にありがたい。神ご自身がしてくださるものもあるが、互いの間でもそうありたいものである。マリヤは、こういう事柄を覚えていて、それが後の彼女の言動につながっていくことを、ルカは示唆している。我が子であり、しかし神の御子であり、という、とても不思議なところに立たされていくマリヤである。
 
ルカ　2:21-24
　ここにある一連の行動は、当時のユダヤではごく一般的なものだ。御子は、ただの人として誕生し（由来や羊飼いのことなどは、とうてい「ただの」ではないけれど）、他の人々と同じようにして生涯を始めて行かれている。人々と同じになられた、と告げられているとおりである。ささげものに鳩が使われているのは、彼らが決して裕福な家ではなかったことを指し示している。ヨセフの職業からして食べるには困らなかっただろうが、いわゆる豊かさとは関わりのない、素朴な暮らしをされていくのである。なお、命名だけは天使の告げたとおりであり、これは人々が神の関与をしっかりと受け止めていく場合に、よく出てくる行動である。
 
ルカ　2:25-32
　この出会いはシメオン自身にとって大きな喜びであるけれど、これは彼を喜ばせることよりも、マリヤたちへの励ましという意味合いのほうが強い。彼のように神の御業を待ち望んでいた人の存在は、神殿でも話題になっていただろうから、そういう人からの励ましは豊かな力になったはずだ。彼の存在も、そして、語られた言葉も、である。これから２年後、正確には１年数ヶ月後には、彼らはエジプトへの逃避行を余儀なくされる。シメオンはむろんそれは知らないのだが、でも、こういった励ましの積み重ねは、様々な厳しさの中に入っていく彼らに、それでもなお神が共におられて導いてくださるのだ、ということを確信させる大切な力になっていったことだろう。
 
ルカ　2:29-32
　ルカはクリスマスに関連していくつかの歌を記しているが、それぞれにこの御業の奥の深さを語っている。シメオンはユダヤ人であり、その伝統の中に生きてきた人であるが、でも彼の口から、「異邦人を照らす啓示の光」という言葉が語られている。神の恵みはユダヤ人に留まらず、すべての民へと広がっていくものであることが意識されている。具体的にどうなっていくのかはわかっていなかっただろうが、神が旧約を通じて約束された救い主は、一つの民だけで終わるようなものではないことを、シメオンは悟っていたのだろう。確かに旧約の預言にあるメシヤの姿は、まさに全世界的なものである。
 
ルカ　2:33-35
　シメオンの言葉は、やがてマリヤにとって現実となる。クライマックスは30年も後であるが、エジプト行きなども含めて、戸惑いを覚え続ける日々であったはずだ。そうであるからこそ、こうやってシメオンなどを通して語られる言葉は、あの受胎告知のこととも重なり合いつつ、マリヤを励まし、勇気づけるものとなっていったに違いない。信仰は、神ご自身を信頼してついていくことであるが、そのためにこそ、多くの励ましや慰め、力備えは必要であるのだ。
 
ルカ　2:26-38
　この出来事が神の御手の内にあることを示す人物がもう一人、語られている。それほど、イエスの誕生はマリヤにとって大きな重荷であったということか。イエス自身が活動を始めるのは30年後だから、それまではマリヤが一切を受け止めて対応することになる（ヨセフは早世したようだ）。仕事のこと、あるいは当時のユダヤ人としては結婚問題なども出てきたはずで、それらをキリストとしての歩みにふさわしく対処して行くには、マリヤが相当苦労したに違いない。それだけに、こうして何人もの人々によって、一切は神の御手の内にあり、ということが保証されていく。アンナの言葉にもかかわらず、イエスの誕生はエルサレムで全く噂にならなかったのだから、やはりこれらのことは、マリヤのため、が一番の理由だろう。
 
ルカ　2:39-40
　ルカはエジプト行きの話を割愛している。誕生に関わる記録はもう十分と考えたのだろう。福音書はイエスのすべてを書き記しているわけではなくて、人々にこの救い主を紹介するために必要なことを載せているだけだ。マタイの記述からすると、ナザレに向かったのはエジプト逃避行の後、である。そこではようやく、落ち着いた日々が与えられたのだということが、しっかり書き記されている。神の御子であるけれど、幼児期を別として、少年期の大半は、落ち着いた日々が与えられたようである。神の御子は人としてこの世に生きることを経て行かれたのだから、これは当然に必要なことであったのでもある。
 
ルカ　2:41-51
　ルカが書き留めているのは12年後の出来事だ。当時としては仕事を始めてもおかしくはない年齢だが、43節に「少年」と書かれているように、微妙な年代ではあって、それは今も昔も同じだろう。そういう年齢だからこそ、イエスが自らの存在をどのように見ておられたのかを示す、最も早い記録としてここには載せられている。あまりにも幼すぎると、年端もいかない子どもの戯れ言、で終わってしまうだろうから。もっともそれは、12歳以前は神の子としての自覚がなかったという意味ではない。人々の前でそのことを示されたのはこの時、としか聖書には書いていない。聖書の示す程度にしっかりと、そしてまたおおらかに受け止める必要がある。
 
ルカ　2:43-48
　この様子を見ると、マリヤたちはイエスの特別性を意識していないようである。とは言え、決してクリスマスの出来事を忘れてしまったのではなく、長い年月を、ごく普通の子どもと変わりない日々を歩んでいく姿を見てきたからこそ、特別性が縁遠くなってしまったためと言える。でも、そういうふうに平凡な日々があったことは、マリヤたちにとっては神からの何よりの贈り物であるし（最初と最後の激動は大変）、イエスご自身にとっても、人々が平凡な日常の中で体験することを歩んで行かれるのは必要なこと、でもあろう（ヘブル2:17-18）。激動の日々は、後の3年間で十分である。
 
ルカ　2:46-49
　イエスはこの時、何を考えておられたのだろうか、と思う。こういう行動を取ればマリヤたちが驚き慌てることはわかっていたはずだ。それでもなお、神殿に留まった。可能性の一つは、サムエルの場合のように、特別な使命を帯びて生まれてくる子たちは、祭司のもとで養育されるという旧約の前例を意識して、このまま留まってもいい、というつもりでいたかもしれない。マリヤたちとの日常も意義あるものだが、そこに埋没しすぎるのもどうか、と考えられたのだろうか。もっとも、マリヤの反応を見て、今はまだナザレで時を過ごす必要があると認められたのだと言えそうである。この時期、おそらくバプテスマのヨハネはそろそろ荒野に出ようとしているあたりだろう。でも、ヨハネのように布教することが最大の使命である人とは違い、イエスは神の子としてこの世に生き、そして贖いをなすことを最重要課題として抱えておられるのだから、歩み方は違っていて当然だ。ちなみに、イエスがエッセネ派で学んだと言う人があるけれど、この箇所の様子からすると、それはあり得ないだろう。
 
ルカ　2:50-51
　マリヤたちはイエスの言葉を理解していない。理解できるほうが不思議、だろうが。当時の社会では、子は親に尽くすものとされていたので、御子もまた同じ歩みを経て行かれる。もちろん、嫌々ながらではなくて、そういう生き方を喜びとしつつ、である。偉大な使命があるからと言って、他の生き方をすべて否定する必要性はない。妨げになるならば排除するだろうが、そうでなければ、大いに歓迎しても良いのだ。人はどうも、大切なことを考えると、他のことについては禁欲的であるべきと考えがちだが、神の豊かさは、そんな狭さを越えて多くの祝福をもたらしてくれる。
 
ルカ　2:52
　神と人とに愛された、という言葉は、子どもたちの成長を考える時、いや、人間という存在を思う時に、切望する状態ではないかと思う。神に愛していただけるのなら、それは何よりの幸いであるし、人々に愛してもらえるのなら、その存在と歩みは、実に幸いなものとなるだろう。いや、具体的な益がもたらされるかどうかだけでなく、そうやって愛されて日々を歩むことができるのは、大いなる喜び、楽しみであろうとも思う。裏返せば、そういう状態が、人の現実においては、どれほど縁遠いものになってしまっているか、を痛感させられることでもあるのだが。自分について、そしてまた他の人について、「神と人とに愛されるもの」でありえるようにと、切に祈り願いたいと思う。
 
ルカ　3:1-6
　キリストを紹介する福音書であるが、まず、バプテスマのヨハネに言及している。それは彼がイザヤの預言にあるように、「主の道を用意」する者であるからだ。とは言っても、イエスのために準備をするのではなく、人々がキリストの呼びかけに応答することができるように、人々の心や社会の状況を整える、のが彼の役割だ。彼が説いたことは、人々が自らの罪を自覚し、問題解決の必要があることに心を傾けることである。ヨハネは救い主ではないから、救いそのものを約束することはできない。だから彼の言葉はとても厳しいものになるのだが、そうやって世の中の心を掘り起こすことが、真打ち登場への大事な備えとなっている。いわば、集団検診のようなもの、と考えてみても良さそうだ。
 
ルカ　3:7-14
　ヨハネの呼びかけは簡潔明瞭だ。つまり、人々には罪があること、ユダの民だからということに安住しているのは間違いだということ、だから、神の前に自らの罪深さを認め、そういう自覚を抱いた者としての歩みをすべき、ということだ。呼びかけている内容は人々が身近に知りうる事柄になっている。これは、それを実行すれば神に認められるとか、罪が帳消しにされるということではなく、自らの罪の自覚、助けの必要性を知った者としての、その思いを表す行動、である。だからこそ、一つ、二つの身近なところにある事柄が挙げられている。救いの約束には至らないのであれば、こういう呼びかけはとても意義がある。まさに心の掘り起こしである。
 
ルカ　3:15-17
　人々はヨハネの真っ直ぐな呼びかけを聞いて、彼が新たな道を用意してくれる神の人、キリストではないかと考えているが、その感覚は分からないでもない。当時のユダヤ人は（あるいは人類全体としても）、神の祝福は人がしっかり生きる者となってこそ与えられるのだと思っていたから、ヨハネの呼びかけはすんなり受け止められるものだった。ただし、現実には立派に生きることでは解決できないのが罪であり、ヨハネ自身はそのことを分かっていたからこそ、自分ではなく、この後に真の救い主が来るのだと告げてもいる。この段階では、彼はまだイエスこそがキリストであるとは知らなかったのだが、その特別性については、よくよく理解していたようだ。
 
ルカ　3:16-17
　ヨハネは人々に悔い改めを求める人だったが、真の救い主は罪の課題を解決し、人々を全面的に変革する方、である。だから彼は「水のバプテスマ」つまり、人自身の意識の取り扱いであり、キリストは「聖霊と火とのバプテスマ」つまり、神ご自身による変革をもたらすのだと告げられている。17節は、つまりは麦野収穫という農作業を最後まで実行するという内容だから、さばきを意味する言葉ではなく、最終的な決着をつけて、神の祝福を確立することを指すものだ。ヨハネがしていることは、農作業に当てはめるならば、途中段階での雑草取り、あるいは畑での作業を妨げる邪魔な石とか、そういうものを排除するようなところと言えるだろう。
 
ルカ　3:18-20
　国主ヘロデがヨハネを殺害したことについては、マタイ14章に出てくる。ルカが9章で軽くふれているだけで詳細を扱っていない理由は不明だが、ヨハネが自らに与えられた使命を全うしたことを高く評価している様子は見てとれる。それはイエスご自身が示された評価であるのだが。彼の死は、人類の救いという点では深刻な打撃にはならないが、ユダヤの民にとっては大いなる損失だったと言えるだろう。ヨハネの死は民全体の責任とは言えないけれど、結局この民は（いや、人類全ては）神が呼びかけてくれている大事な声を排除し続けてきているのだと聖書は語っている。（排除されたから本物、という意味ではないことは気をつけておきたいが。）
 
ルカ　3:21-22
　イエスがバプテスマを受けた場面について、ルカはあっさりと記している。ルカが書いている相手が、ユダヤに一般的だったバプテスマの習慣には馴染みがなく、バプテスマと聞けばキリスト教のものを強く意識する懸念があったためだろうか。ユダヤのバプテスマは、何らかの節目となる信仰的な決断をした際に行っていたもので、生涯に一度というわけでもないし、ましてキリストへの信仰を告白するものでもない。ただし、神の前になされるものであったし、神と共にということは意識されていたようだ。イエスにとっては、公の活動に入ることはこの意味での転換期であるから、バプテスマはとても似つかわしいものだった。ヨハネのバプテスマは罪の告白と悔い改めを重視するものだったので、イエスには似つかわしくないとも言えるのだが、その本来の意味からすれば妥当な行動である。後にイエスが、ご自身への信仰告白にバプテスマを定められたのは、ヨハネのそれでもなく、本来の趣旨からの発展形として分かりやすいもので、だからこそ人々はすぐさま応じたのでもある。
 
ルカ　3:22
　簡潔な語りの中で、御父と御子と聖霊の臨在は語られている。三位一体という言葉はまだ用いられていないけれど、この関係が重要な意義を持っていることは、福音書が書き記されている時期からすでに、強く意識されていたということでもある。実際的には、この三位一体という実態があってこそ、この救いの御業は成り立つのでもあるし、神の教えの一切が確かなところに位置づけられていくのでもある。神の御業とその教えを掘り下げていくならば、三位一体の状態なしでは成り立ち得ないことを、きっと痛感することになるだろう。ここに示されている姿は、じつに美しいものだと、そう思う。
 
ルカ　3:23-38
　ここに乗っている系図は、有名な王たちが次々と登場するマタイのそれとは大きく異なっている。31節を見るとその理由がわかるが、ダビデの次がナタンとなっていて、第二サムエル5:14の人物だと理解されるが、あのソロモンではないからだ。預言的には問題はない。救い主はダビデの子孫として生まれると告げられているのであって、ソロモンの子孫と語られている箇所はない。一つの可能性は、マタイはヨセフの系図、ルカはマリヤの系図という理解で、それで両方を載せたという可能性はある。ルカが記したクリスマスの出来事はおそらくマリヤから聞き取ったものが多いと推測できるから、その点でもこう考えるのは理に適っている。もっとも、血筋というのは1000年も経てば様々に入り組むわけで、確かにダビデは祖先だけれど、さかのぼる形で言えば彼らの祖先である人は膨大な数になる。どこかのルートをあがっていけばモーセがご先祖、あるいはギデオンがご先祖ということだってあり得ない話ではない。こういう系図が表しているのは、神が遠大な年月を経て計画を進めておられることと、約束されたことを必ず成就なさること、そして、こういう先祖を示すことで伝えようとしている理念的なもの、として受け止めるのが妥当だ。ルカのこの系図は、ダビデの子孫という点と、それからマタイとの比較からも、単に王家の継承ではなく、マリヤの賛歌にもあるように、名もなき人々もまた神は用いられていくのだということが指し示されているように受け止めたい。
 
ルカ　4:1-12
　ルカは、マタイと同じような記録が多々あるので、その相違点を考えていくことも大事な視点であるが、ルカを先に読んでいる人もいるわけで、それ自体として受け止めていくべきことも必要だ。この連載ではその両面を意識しつつのコメントをと考えている。荒野での出来事では、マタイと比べると順番が異なっている。この出来事は、悪魔の誘惑と言われているように、イエスの身体が実際に引っ張り回されたというよりは、荒野にいながらにして幻想的な感覚の中で様々な格闘をなさっているのだと考えるのが妥当だ。とすれば、夢がそうであるように、どちらが先とか後とか、そういう区別なしに同時に体験しているような感覚になるのは良くあることで、マタイとルカと、どちらかが間違えたというような話ではない。イエスご自身が話された時によって順番を変えられたのかもしれないし、マタイ、ルカ、それぞれの意図に沿って並べていると考えて良いだろう。詳しくは、明日、改めて読み直していただくことにする。
 
ルカ　4:2-4
　人にとってパン（食料）は必要である。なければ生きてはいけない。日用の糧を与えてください、との祈りは必須である。ただし、それは自分の力で手に入るものではない。神によってこそ与えられるものである。たとえ、日用の糧のためにその人自身がどれほど必死に働いていたとしても、である。物事の真のあり方を悟っている人は、自分ではなく神によってこそ、と気づいているだろう。悪魔は自分の力で何とかすればいい、と呼びかけたが、一切は神によってこそ、とイエスは答えられたのである。4節はこの短縮形ではなく申命記8:3を思い出せば、物質と精神というような話ではないことがすぐにわかる。このことはマタイ6章の「何を食べようかと思い煩うな」という教えにもつながる。
 
ルカ　4:5-8
　悪の手法を使った方が手っ取り早く理想を実現できる、ように思いたくなる場合は多々ある。真剣に人々の状況を憂え、この世界を何とかしたいと願う人ほどに、なおさらである。でも、もしそれが神の力、神の御業としてなされるのでないとしたら、そこには何の意義も生み出されはしないのだと、主は強く語られている。この誘惑は、良き志を抱く人ほど圧迫的だろうと思うのだが、そこで踏みとどまる必要性に、必死でしがみついているべきであるのだ。事をなしてくださるのは神だから、神から離れたところには最善は実現しないのだと、聖書は語る。
 
ルカ　4:9-12
　マタイと順番が違っている。事態の大きさからするとマタイの順番がすっきりしており壮大な世界観が見えてくるが、ルカは、神に頼れ、神にこそ頼れ、でも本当に信頼できるのか、しているのか、という話の流れであり、これもまた心に響く思いがある。ルカの三番目は、神を信頼するのだと告げるイエスに対して、それなら神が本当に助けてくれるかどうか試してみれば良いと混乱させるものだ。神を試し、そしてまた、神を信じているという自分の信仰が本物かどうかも試す、という話である。でも、信頼とは試す場面を造り出すものではなく、危機的なことに直面した時にすがるようにしてこそ培われていくものだ。お試し、を繰り返しても、それは信頼形成には決してつながらない。
 
ルカ　4:13
　しばらくの間、という言葉が、事態の厳しさを思わせる。そう、悪魔は諦めたりはしない。現実には、神に対して決して勝てるはずもなく、その圧倒性を人間たちよりもよく分かっているはずなのだが、それでもなお、悪魔は引っ込んだりはしない。自暴自棄という言葉があるが、あるいは、自分自身をごまかして、真実から目をそらせているという場合もあるが、なおさら、その攻撃は過激なものともなる。私たちにできることは、神は間違いなく勝利されるのだということをしっかり覚えていて、だからこそ決してごまかされず、動揺せずに、主に期待し続けることである。悪魔の攻撃は止まないだろうが、神が負けたりしくじったりすることはない、のだ。
 
ルカ　4:14-20
　イエスが活動を始められて、その評判はすぐさまガリラヤ一円に広がったようだ。ナザレの会堂で話をなさったのは、これが初めてなのか、それともいつものことなのか。久しぶりに帰ってきたのか、それとも、もともと活動の拠点にしていたのか、そのあたりは書かれていることだけではよく分からない。ただ、故郷の人々が強い関心を抱いて、その安息日に集まってきていた様子ははっきり見えている。自分のよく知っている人が世の中で話題になれば、それは誰でも心が躍るし、他の町の人々とは違ったふうに見るだろう。そのこと自体はそれでもいい。ただし、ちゃんと目の前にいる相手を見て、その言葉にきちんと耳を傾けるのであれば。それをないがしろにして、本当の姿や言葉を見ようともしないで、ただ自分たちの思惑だけで扱おうとすると、事態は悲惨なものになってしまう。
 
ルカ　4:16-22
　イエスが語られた、イザヤ書に出てくる救い主に関する預言は、それ自体としては当時のユダヤ人はよく知っているもので、その箇所自体はさほど物珍しいわけではないはずだ。注目すべきは21節の言及で、その預言が今こそ実現しているのだという宣言が、大きな意味を持っていると言える。預言には三つの受け止め方がある。いつかそうなったらいいね、という期待感が一つ。その預言が実現することを前提にして生き方を合わせていこうとするのが二つ目。そして、預言の成就を明はっきりと確認するというものが三つ目。預言は知っているが迷い戸惑っている、という人々にとっては、この三つ目のことが指し示されていくことが大きな励ましとなるはずで、だからこそ聞いていた人々もイエスを称賛しているのだろう。ちなみに、イエスはここではまだ、その預言を成就するのが自分自身であるというところまでは語っていない。
 
ルカ　4:18-19
　イエスが救い主（メシヤ）の預言としてイザヤ書のこの言葉を挙げたのは、大事な意味合いを持っている。当時のユダヤ人は、メシヤとは民を率いて敵を倒す勇ましい王のイメージを抱いていた。後に人々はイエスを王として祭り上げようとしている。だがここに語られている姿は、弱っている人、苦悩している人に助けの手を差し伸べるものである。ユダヤの人々はそれを偉大さの象徴として見ていたのかもしれないが、イエスのその後の言動は、これが真実な姿であることを明らかにしている。「愛」が語られること自体が、人が抱く幸いの大転換を求めるものと言えるだろう。
 
ルカ　4:22-23
　人々はイエスの指摘に目を覚まされる思いをして喜んだのだが、はたしてその宣言は真実だろうか、ということが気になってしまったようだ。理由は、イエスが自分たちの中で育った人で、何かの権威的なものを有してはいなかったからだ。実質的には、2:41-の出来事にもあるように都の学者たちをも圧倒するものを持っておられたのだが、人は目に見える権威性に頼る傾向が強い。もっとも、それなら神としての栄光のままで姿を現せば納得するのかと言えば、いやいや、旧約の例にも見られるように、人は決してそれなら受け止めるというふうにはならない。人はそうやって、自らせっかくの良き知らせに心を閉ざしてしまっているのだ。
 
ルカ　4:23-27
　イエスの言葉は鋭い。24節は一般論としても語られていた格言のようだが、イエスが告げようとしているのはむしろ、せっかく神が語りかけておられても、人はいっこうに耳を傾けようとはしないという現実である。23節はつまり、権威の証拠を見せてみろ、ということであるのだが、奇跡を行っても従う気はないのが、預言者たちに対する人々の姿であり続けているのだ。だから、神に対して熱心そうな態度を取りながらも実際には耳を傾けようとしない人々と、異邦人ではあっても神の言葉に聞き従おうとする人々との対比が指し示されている。ユダヤ人にとってはつらい言葉だろうが、それを聞いて、心を改めていかねばならないのだ。ユダヤ人と異邦人とのこういう対比は、聖書のあちこちに何度も出て来る。
 
ルカ　4:28-30
　彼らは先祖の姿を指摘されて腹を立てているけれど、ここで腹を立てるということは、彼らもまた同様であるのだということ明らかにしてしまっている。22節で称賛していたはずなのに、自分たちの気に入るようなあり方でないと排除しようとする。結局それは神の言葉に対してもし続けてきた態度で、提示されたものが良いかどうかよりも、自分たちの気に入るものかどうか、そこが全ての鍵というふうである。けれど、もしそういうふうに生きるのであれば、人は決して自らの限界と過ちを越えることはできない。
 
ルカ　4:29-30
　この様子は、イエスが明らかに圧倒的な力を持っておられることを示している。後にゲツセマネで捕縛される時も、十字架につけられる時も、イエスにはそこから逃れる力はいくらでもあった。でも、それが必要であるからこそ、主は向かって行かれているのである。イエスには確かな力があって、決して負けたのではないことが、最初から指し示されている。
 
ルカ　4:31-37
　この人物は嘘偽りを語っているわけではないし、イエスを攻撃しているわけでもない。だが、こういう状態の人から認定されることは、周囲からは疑念を目で見られる可能性が高くなるわけで、真実ではあってもむしろ邪魔になる。もともと、その人自身の思いから出たものではなく悪霊に操られている、とてもかわいそうな状況でもある。だからこそ、イエスは一気に追い出して、その人を解放してあげたのだ。イエスご自身としては必要性からの行動だったと言えるが、周囲はそれを偉大な権威の存在を示す出来事として受け止めている。イエスは一般に、うわさだけで広まっていくことは望まなかったが、こういう流布を押しとどめるのは容易ではない。ただ、イエスご自身は直接の関わりをこそ求めておられたことは知っておきたい。私たちが目指すべきものもそこにあるのだから。
 
ルカ　4:38-39
　出来事自体は些細な事柄で、イエスが何度もなさっていることに過ぎない。それがペテロの姑であったということだけが特別である。これは決してペテロを重視するための記録ではない。それよりもイエスが弟子たちのことを心から喜んでおられたことを示すものと言うべきだろう。イエスは彼らを便利な存在として利用するのではなく、彼らと共に生きることを極上の幸いとして思っておられるのだ。だからこそ、彼らにとって大事な人々のことを顧みておられる。私たちもまた、自分らの大切な人々のことを神が顧みてくださると期待して、待ち望んで良いはずだ。
 
ルカ　4:40-41
　イエスは公生涯において時間的に言えば何に最も多く関わっておられたのか。それは病気の人を癒すこと、である。考えようによっては、崇高な目的を抱えておられる方にとって、これは些細なことだ。人は病が癒されても、またかかるだろう。人はいずれは死ぬのでもある。だが、救い主はそのわずかな安堵のために、彼らと関わり続けておられる。そこに私たちは神の心を見る。主は彼らをどこまでも大切に思ってくださって、小さな幸いでも何でも、しっかり届けてくださる方なのだ。
 
ルカ　4:42-44
　イエスが早朝に寂しいところに行ったのは、祈りの時間を取るためである。昼間は人々が詰めかけてくるから、祈り時間すらとれない。いや、何が何でも取ろうと思えばできる。だがイエスは、そういうご自分にとって大切な時間を確保することよりも、その時間は人々のためにと提供し、自分自身の祈りのためには睡眠時間を削って朝にという姿勢を示している。多くの場合、人は結局のところ自分自身のことを優先的に考えるのだけれど、イエスはそうではなかったのだ。再び詰めかけてきた人々は、イエスのそのような心を知ろうともせずに、ただ自分たちの必要、自分たちの満足だけを考えている。だがイエスは、他の人々のためにもということを語りつつ、旅路を進めて行かれる。
 
ルカ　5:1-11
　ペテロたちがイエスの弟子として、本格的な活動を始めた場面だ。彼らはすでにイエスに会い、その教えには傾倒していたのだが、この時からは、それまでの仕事を離れて、イエスと共に旅をする日々へと入っていった。彼らがそのように動かされた理由は10節にあるように、イエスから呼び出されたことにある。他の弟子たちも同様だが、どれほど心惹かれていたとしても、それは通常の信仰生活をもたらすもので、その人がこの特殊な活動に入ることがあるとしたら、それは呼び出されるならば、である。ちなみに、通常の信仰生活は十分に素晴らしいもので、それ以上のものはない。ここで彼らが弟子として歩み始めたのは、そういう信仰と祝福とは別の事柄、一定の使命を与えられていくという部類のものであって、決してこっちの方が尊いなどというものではないことを、心に留めておきたい。いわゆる使徒が存在自体において高度の権威を持っているような扱いを受けるようになったのも後の話で、初代教会での扱いはだいぶ違う。
 
ルカ　5:1-11
　もう少し詳しくこの出来事を見てみよう。最も有名なものの一つであるから。始まりは、イエスがペテロの舟を借りて、湖上から岸辺の群集に語られたことにある。この段階で、すでに彼らはイエスの働きの手伝いをするように導かれている。彼らとしては、自分自身も心酔している方の業に手を貸すことができたのを、大いに喜んでいたに違いない。だからこそ、その後に来るイエスの突飛な指示に対しても、穏やかに従っていったのでもある。嫌々の状態だったら、こんな指示には応じずに終わっていたはずだ。彼らが果たしたのは、人々がイエスの教えを聞く機会を提供すること、である。つまり、人々の幸いのために労すること、である。何かの貢献をしたかどうか以前に、ここに喜びを覚えられることに、大きな幸いを思う。弟子たちには様々な欠けがあるけれど、でも彼らは確かにイエスご自身に倣うものとして、人々の幸いを願い、尽くすという姿勢を持ち続けている。主の前に生きる上での大きな価値である。
 
ルカ　5:4-7
　イエスがこういう指示を与えた理由は、明確には記されていない。ペテロたちにご自身の確かな力を示すことで弟子としての活動に招き入れようとした、という見方もありえるだろうが、それはちょっと作為的すぎるようにも思う。それよりは、彼らが夜通し働いていたのに収穫がゼロだったことをご存じだったので、彼らのために大漁を与えてくださったという、まさに彼らのことを思いやっての奇跡であると見るのが妥当だと思う。結婚式でも、新郎の評判を思いやってぶどう酒を与えたイエスである。この収穫は、確かに彼らの暮らしにとって良き支えになったはずで、だからこそ彼らも、漁獲をちゃんと岸まで持ってきている。弟子たちはこの出来事からイエスへの強い崇拝を覚えているが、イエスご自身としては単に彼らの生活のため、だったのだろう。イエスはそのようにして人を思いやってくださる方なのだ。
 
ルカ　5:8-10
　イエスご自身はごく自然な思いやりだったが、いやそれだからこそと言うべきか、弟子たちは自分の前にいる方の特別さを深く思い知っている。本当に偉大な方は、ご自分を示そうとしなくても、それこそ人への思いやりの行動ですら、人々を圧倒するものだ。そういう意味合いでの権威や力こそ、人を確かに祝福し、導いていくものにもなりえるのだろう。ペテロたちはまだまだイエスについての知識は十分ではないし、いわゆる神学的理解も浅いものだったとは思う。でも彼らの反応は、主なる神である方へのものとして、実に適切だった。こういう感性と言うか、神への自然な応答の中に、彼らが使徒として用いられていく大事な素地を見ることができる。彼らは人を思い、神を思う心の姿勢を抱いていた。それは知識や理解度よりも、あるいは様々な資質、能力よりも、ずっと幸いなものだと思う。
 
ルカ　5:8
　ペテロは直感的な人であるが、この言い分はなかなかである。離れてくださいと言っても、今は舟の上。離れるためにはイエスは湖に飛び込むことになる。でも、恐れながらも、ペテロのほうから逃げ出すことはしていないのもなかなかである。そして、偉大な存在を思うときに自らの罪深さを思い知らされているところも、その感覚のあり方は意義深い。もっとも、これがヨハネ21章ではイエスの偉大さを知ったとたんに御許に駆けつけていく（泳いでだが）というふうに変化していて、離れるのではなく側にと願うのが、救い主であるイエスを知るようになったゆえの大きな違いと言えるだろう。
 
ルカ　5:11
　この「何もかも捨てて」という言葉は、過度に意識されすぎていると思う。彼らの場合、果たしていく役割の性質上、従来の生活からは変化が必要であったのだけれど、何もかも捨てないと神に従うことはできない、というふうに考えてしまうと、それは誤解である。ペテロにしても、その後も家族との関わりはあるし、後には伝道旅行に妻を同伴もしている。「捨てて」はいない。聖書が語るのは世捨て人になることではなく、出家でもない。大事なことは、捨てることではなく、神にあって、それぞれに用意されている歩みを進めていくことである。ペテロたちの歩みについて言えば、この時点から高度なものになったような見方は、決してすべきではない。
 
ルカ　5:12-16
　ツァラアトのことは、本来的には病気の一つとしての扱いで良いのだ。ただ、人々の受け止め方が過度になっていたから、イエスもこの人々については特に思いやりを込めて対応なさっている。ちなみに、旧約律法に記されているツァラアトは、はたして何だったのかはっきりしない。様々な現象をひとくくりにしていたのかもしれない。でも、新約時代のツァラアトは、おそらく後の時代に言われるようになったハンセン病の類だったのだろうとは推測できる。この病気とツァラアトは本来区別されるべきなのだが、人々はすでに混同していたのだ。だからこそ新約では、イエスの扱いとしては、彼らを病人の一人という以上の、それこそ汚れとの関連性みたいな扱いは全くなさっていないことを覚えておきたい。ツァラアトのことは、人の思いが実に醜いものだということの、つらい証明の一つでもある。
 
ルカ　5:17-26
　この出来事のテーマは、安息日に病気の人をいやしたイエスは、ご自分の持っておられる権威を明確に主張し、それが真実であることを実践によって示されたということである。イエスは、ご自分の力を見せつけるようなことはしない方なのだが、どうにも反発するばかりで、大事なことを語り示しているのにいっこうに受け止めようとしない人々に対しては、こうやって明示するというやり方を取られる。それは、いわゆる業を煮やして、とかではなくて、彼らの心の目が開かれて、ちゃんと目の前に示されている真実と向き合ってくれることをと願うからこそ、である。イエスはパリサイ人らと対立していたとよく語られるのだが、対立ならば相手を打倒することが目指されていくのだと思うが、イエスの場合はそうではなく、人々が気づいてくれることを切に求めている姿であると思う。
 
ルカ　5:18-19
　この出来事の中から、いくつか、注目したいことを挙げる。まずは病人の仲間たちである。日本の家とは違って、容易に開けられる天井だったとは言え、それにしても無茶をする、ではある。だが、考えてみると、もしも友を何とかして助けたいと思うのであれば、このくらいのことはするだろう。深刻に被害を与えることはないのだし、遠慮などしていられないのだ。イエスはこの仲間たちの信仰を見て、病人への助けを宣言されている。病人本人ではなく、回りの人々の、である。助けを必要としている人の回りにいる者たちの役割、意義はとても重大なのだということを、よくよくかみしめておきたい。
 
ルカ 5:20
　病気を治してもらおうとして連れてこられた人に対して、イエスは「罪の赦し」を宣言された。パリサイ人たちはその権威について問題視しているが、それ以前に、話がずれているという印象を持つ人も少なくないのではないか。全ての病は人類の罪が原因とは言え、あくまでも人類の、であって、その人自身の罪と病を結びつけることはイエスご自身が否定されたのだから（ヨハネ9）。とすれば、これは20節の言葉の通り、「彼らの信仰」に対する応答、彼らが神様の恵みを切に慕い求めた、その信仰に対する応答としては、神との関係の回復、つまりは罪の赦しこそが最もふさわしいことであったから、だろう。人には様々な助けが必要だ。でも、もしも一つを挙げるのなら、罪赦された者として神の前に立てること、その幸いからこそ全てが始まっていくことを思う。
 
ルカ　5:21
　パリサイ人らの反発は、当時のユダヤにおいてはごく当然のことである。罪の赦し、つまり神との関係回復を実現できるのは神ご自身しかいない。人にはできないこと。彼らの言い分は、その点では正しく、よくぞ見極めている、とも言える。もっとも、そんな彼らが、救い主による助けではなく、自分たちの善行を追い求めていたのは残念なことだが。神にしかできないことなら、神に全面的に頼るしかないのだけれど、彼らはその神に認めてもらい、恩恵をもらうためには、神の前にちゃんと生きて見せる必要があると考えていたわけだ。ごくありがちな発想であるが、これではどうにもならない。それに彼らは、目の前にその救いを、恩恵をもたらし得る方がいることを認めようとしていなかったのであり、ここに最大の混迷がある。弟子たちは、パリサイ人らほどの知恵はなかったろうが、目の前にいる方を救い主として受け止めた、この違いは大きい。
 
ルカ　5:22-24
　このイエスの言葉は様々に受け止められているようだが、こう考えていただくのがすっきりする。罪の赦しも、病気のいやしも、どちらも神としての権威である。通常、イエスは病気をいやしながら、ご自分の権威と、人々に対する思いを示し続けておられた。人々はそれを積み重ねていく中で、イエスに対する信仰を培っていくことにもなる。ただ、この時は人々の信仰に応じようとなさってのことであるから、もっと直接に罪の赦しを語り、彼らの思いに応答することを選ばれた。何も回りにいた群集に見せつけるため、ではない。群集は、この人々の信仰と、それにたいする応答という両方を見て、そこに神が豊かに関わってくださっていることを知る必要がある。イエスの言葉だけを取り上げて批判するのは愚かなことだ。それに、もともとからして病気を癒す権威はあるが罪を赦す権威はだめ、というのは筋が通らない（パリサイ人の言い分だとそうなるが）。
 
ルカ 5:22-26
　聖書が明確に主張しているのは、イエスには罪を赦す権威があること、だ。病気もいやされたことで、回りにいた人々はこの方に権威があることを知って、だから驚いている。パリサイ人の言い分の前提は正しい。罪の赦しは神の御のもの。そして今、この方はその権威を示し、それを実行に移されている。イエスについては様々な意見、評判があるのだが、聖書は一貫して、この方には神ご自身としての権威があるのだと言い続けている。そのことをしっかり受け止めておきたい。
 
ルカ　5:27-28
　レビとはマタイのことである。マルコもだが、こういう呼び方をする。マタイのことを配慮してだという説明も見られるが、どうだろう、当時のクリスチャンたちの間で、マタイがもと取税人であることがマイナスに作用するとも考えにくいのだが。あだ名で呼ぶというのはよくあることなので、たまたま、手近な呼び方を用いただけかもしれない。ともかく取税人の仕事をしていたマタイを、イエスは呼び寄せられた。マタイ自身も以前からイエスのことは知っていたのだろう。その呼びかけを快く受け止めて、弟子としてついていくことに決意している。とても短い淡々と語られている出来事だが、神が呼びかけ、人が応じる、その基本が明確に現れている様子は、なんとも清々しい。
 
ルカ　5:28
　何もかも捨て、という言葉は信仰を語る際には好まれる傾向があるが、家族も財産も捨てて身一つになったという意味ではないはずだ。29節では宴会を開いている。彼には家も財産もある。ペテロにしても家族を捨ててはいない。この言葉は、持ち物の問題ではなく、その人の生き様、それまでの歩み方を捨てて、神と共に生きる道を歩み始めることを言う。具体的にどうなるのかは、人それぞれ、神の導き次第である。マルタとマリヤはベタニヤ村で、たぶん村の裕福な家の者として、家や財産を切り盛りしながら、イエスの一行を支え続けた。パウロのように旅から旅へと歩く人もある。それぞれが与えられている賜物に従って、である。ただ、人は救い主に出会い、それを幸いと思い、だからこそ、自分が自分の神という生き方をしていたものを、神と共に、神を信頼して生きる者へと踏み出していく。それは実は最も大事な点で、それまでの自分を捨てる、ことだろう。幸いと祝福があることを知ったからこそ、の変化である。
 
ルカ　5:29
　マタイ、つまりレビは、仲間たちを招いて宴会を開いている。それはイエスに出会ったことの喜びを表すものであり、他の人々にもその幸いを届けたいと思うからである。「私と共に祝ってくれ」という思いは、この信仰、そして神の祝福を手にするということでは、とても意義深いあり方だ。幸いを得たからこそ他の人にも。この動機、この切望が常に土台として息づいていることを、ぜひにと願いたいと思う。そのためにも、自分がどのような幸いを得たのかは、繰り返し確かめておきたい。
 
ルカ　5:30
　問題ある生き方をしている人とのつきあいを否定する理由は何か。自分がそっちに引っ張り込まれないようにという自衛の意味が一つ。確かにこれは大事な視点だ。次は、そういうことをしている人々を肯定しないようにという意図。現代、政治家などが暴力団関係者と関わってはだめだとされる理由はこの辺りだろう。当時のユダヤでは、汚れという感覚もあったはずだと思う。この感覚からすれば、自分自身は悪を行っていなくても、そういう人々と関わりを持つことだけですでに汚れた者となる、というふうに見なされる。悪に対しては断罪し、徹底的に排除し、滅ぼすことだけを考えるのであれば、こういう姿勢が提唱されるのも理解できる。ただ、その相手を助けたい、救い出したいと願うのだとすれば、縁を切るというわけにはいかない。イエスはもちろん、罪人を助けたい、取税人も助けたい、だとすれば、彼らと一緒に食事をするのは最もふさわしいあり方だ。パリサイ人らは、イエスの意図を、願いを知らずにいる。もっとも、断罪してしまえ、で終わりにするのだとしたら、自らもまた神の前に断罪され、滅ぼされて終わり、ということになってしまうのだが、大概、人は自分は別と思っている。
 
ルカ　5:31-32
　神の御子がこの世に来られた目的を語る、注目すべき言葉の一つだ。医者の話から、人々が容易に理解できる筋道で、自らの意図を語られている。そう、キリストは人を助けるために来られたのである。救い主なのだから当たり前でもあるのだが、しばしば人は、善悪に決着をつけていけば幸いはなると思い込んでいるようで、救い主の意味合いを取り違えてしまうことが少なくない。もし、御子の実現することの軸が世の人々が正義に生きるようにすることだとしたら、十字架の必要はなく、王として、統治者として君臨すれば済むことだ。でも、それはイエスの姿とは全く別のものであることは、福音書を読むならばすぐに分かるだろう。
 
ルカ　5:31-32
　この言葉は、正しいことを大事にして生きている人々を無視しているわけでも、私には関係ない人々だと捨てているわけでもない。一つには、救いを必要としないような正しい人など、この世にはいないということがあって、自分では立派にやっているつもりの人々の大いなる誤解を鋭くえぐる言葉にもなっていることがある。でも、もう一つとしては、ここは罪人らを排除しようとするパリサイ人らの発言への反論であるからこその言い方であることも考慮に入れる必要かある。正しさを求めて生きることは意義あることだ。人間のレベルに過ぎなくても、精一杯生きようとするのは価値あることで、そういうふうに歩みつつ、同時に、自分の足りなさを認め、あるいは、大過なく歩めているのは神の守りと導きのおかげであることを心から認めて、常に主の助けを求め続けるならば、それもまた、救い主が関わってくださる人々に該当する。悪を生きた方が神に顧みてもらえる、などというふうになりかねない論理には、ローマ6:1も断固反対している。
 
ルカ　5:33-35
　人々は、断食をしているかどうかに注目している。つまり、何かの苦行によって神への熱心さを表していることを評価している。イエスは断食という行為の価値ではなく、するにしても、しないにしても、何の理由でそうしているのかが大事だと指摘されている。誰かのために尽くす業で、それによって誰かが助かるのであれば、理由がどうあれ実行することも意義が出てくるが、断食は誰かの益ではなく、あくまでも自分自身のための行為だ。だからこそ、その理由、動機が問われていく。人はしばしば外に見える行為の軽重を語るが、神は心を見ているのだ。とすれば、同じ意義ある思いがあるのならば、断食をするのも、他の方法でその心を生きていくのも、どちらでも良いと言うことにもなるだろう。そのくらいの感覚を土台にして、それでなお断食をするのであれば、それもまた良いのだ。
 
ルカ　5:36-39
　このたとえ話を、趣旨を生かしつつ様々な場合に適用させていくのも良いとは思うが、ここではイエスが語られた際の意味合いに絞って考えてみる。話の軸は、新しいものと古いものをつぎはぎにしても役に立たない、ということだ。パリサイ人らは従来の慣習を楯にしてイエスの行動を批判していたが、そこに新しいものが生み出されているのならば、従来型にこだわってばかりでは何にもならない、ということだ。ただし、語られているのはあくまでもつぎはぎの問題で、もし、その新しいものが間違っているのならば、それこそ伝統的なものによって守りを固める必要も出てくるだろうことは、少なくともこの例えの中では排除されていない。人々も、イエスの教えに抵抗を覚えるのなら、外面的な行動内容ではなく、その本質部分に関しての論議をすればよかった。それなら、事の真実を見出す機会も得られただろうに。イエスは論議を拒んではいない。真摯に問いかけ、疑問を呈してくるのであれば、それに対して喜んで答えておられる。
 
ルカ　5:39
　この39節の趣旨をどう見るか。そのまま受け止めるならば、古いものの良さを知っている人は新しいものによそ見をしたりしない、ということになる。前の部分で、新しいものと古いもののつぎはぎは良くないと語られて、パリサイ人の古さを問題視したようにも見えるわけだが、この言葉を見ると、新しい、古いの区別ではなくて、やはりつぎはぎそのものの問題性を語ろうとされたたとえ話なのだと合点がいく。もともと、イエスの教えは旧約以来の神の言葉そのものであって、いわば最も古いもの、でもある。もっと皮肉的に、古いものに浸っている連中は新しいものがやってきてもその良さが分からない、と指摘しているというふうに読むこともできる。パリサイ人への批判という趣旨からはこの意味合いが好まれそうだが、まだ熟成の浅いぶどう酒よりもじっくりと育まれたぶどう酒のほうが良いと考えられているはずだから、その部分まで意味合いをひっくり返しての皮肉的な表現とは考えにくい。やはり、前者の理解かと思う。
 
ルカ　6:1-5
　パリサイ人も重箱の隅だが弟子たちも行儀が悪い、というふうに受け止められやすいかもしれない。だが、当時の社会では道行く人が麦の穂をつまんで良いというのは、ごく当たり前のことだった。食卓に座って三度三度の食事、などということが可能なのは歴史的にはむしろ例外的なわけで、人々はエネルギーを摂取できる時にはするのだ。それを否定したパリサイ人は、つまりは生きていくために欠かせない食物をとるということを否定したようなもの。これは病人を癒すことを批判するのとも同じことだ。安息日を大切にするということと、その日、その人が健やかに生きていけるようにすることとは、決してどちらかだけの話ではない。彼らは、人が神にあって生かされていることを無視している。
 
ルカ　6:3-4
　ダビデのあの時の行動は、彼自身の状態としては決して良いものだったとは言えない。切羽詰まって駆け込んだという感じで、供えのパンを彼が求めたわけでもない。律法的には、あのパンは祭司のものであり、ダビデに与えるのは疑問というのもまた道理ではある。だが、あの時の祭司は混乱しているダビデを励まし支えることを大事に思い、そのために自分たちのためのパンを提供した。その志し、その思いやりが、彼を助け、人々を助けるものとなった。悪はだめだ。してはいけないこともある。だが、一般的な是非を越えて差し出すことのできる温情もある。あの時の祭司らの行動と心は、大いに称賛されるべきものだった、ということである。パリサイ人らは律法には厳格だったが、そういう心をすっかり忘れ去っている。
 
ルカ 6:5
　短すぎて、その意味合いを受け止めるのはなかなか困難にも思える一言だ。イエスの権威を主張し、ご自身の取り組みこそ、安息日の様々な決まり事よりも優先するのは当然、と告げられたのか。内容的には間違っていないが、話の流れとしては、何だか、唐突にも思える。むしろ、私は安息日の真の趣旨に基づいて存在している、という趣旨で、つまりは、ご自分の教えていることは、まさに神の心そのものなのだというふうに告げられたのだと受け止めた方が良さそうだ。ここは、イエスの教えと、パリサイ人らの教えと、どちらが安息日に関する神の御心に合致するのか、という論議であるのだから。規定は様々あり得るのだが、それらを御心に基づいて受け止め、実行することは欠かせない。
 
ルカ　6:6-11
　趣旨は前の部分と同じである。そこに助けを必要としている人がいて、良き業によってそれが可能であり、それなのに安息日の決まり事に抵触するから待て、と言うべきか。決まり事は安息日を大切に過ごすためのものであり、それ自体が安息日の価値を形成しているわけではないし、また、ここでなされていくのは神ご自身の慈愛の心とは全く反していない行動なのだ。パリサイ人らは、神の教えに忠実であろうと考えてはいたのだろうが、御心に生きているとは全く言いがたい状態に陥っていた。そういう様子が、結局、御子による救いという大事な事柄についても、心を閉ざす始末になってしまったことと関連するはずだ。
 
ルカ　6:12-16
　十二弟子の選定である。彼らだけが弟子ではない。これ以外にも最初から共に歩んでいた弟子たちはいたわけで、だからこその選定でもある。使徒という呼び方は、イエスが用いられた表現ではあるにしても、十字架まではあまり多用されていたわけではないようだ。使徒とは高い地位を意味するわけではなく、キリストの業のために仕え、遣わされる役割の人を言う。その後の彼らを見ていても、何かの厚遇を期待して使徒になろうとするなどは愚かな話で、ひたすら苦労し、犠牲を払うことになる立場だ。イエスは彼らを、苦境へと引っ張り込んだということになる。それだからこそ、ご自分が選び、任じたのだともおっしゃり、そのすべての責任をも引き受けることを語られてもいるのだ（ヨハネ15:16）。弟子たちはこの先に待っているものを熟知していたわけではないが、でも、イエスと共に歩み、その御業に参加したいという思いは抱いていたはずだ。
 
ルカ　6:17-19
　任じられた弟子たちが最初に取り組むことになったのは、大勢の人々がイエスの元に押し寄せて、病気の癒やしなどの助けを願い求めることへの対応、である。イエスは生涯の中で、その特異な使命を強く意識させられるような場面を持っているのだが、その直後にあるのは、十字架の使命とはだいぶ別の部類の事柄、病気のこととか、空腹のこととか、もっと日常的な事柄への対応である。それを群衆の理解が至っていなかったため、と考えることもできるけれど、イエスご自身にとってはむしろ、何かが特別に高尚とかではなく、すべての課題は神の前にあり、人々の深刻な重荷であり、だからこそ助けを与えていく、ということであるようだ。主は人の魂を救い、そしてまた、人の身体をも助けてくださっている。それが主の業、である。主の弟子であるならば、その心を歩んでいきたいものだ。
 
ルカ　6:20-26
　マタイ5章からに出てくる山上の説教と同じような教えが語られている。17節からか、平地の説教と呼ばれることもある。マタイからのコピーではない。様々な場所で同じような話をするというのは、現代でもよくあることで、マタイ、ルカ、それぞれにある日の説教を記録に留めたということである。もっとも、あえてこのように別々に書いているのだから、類似・相違にばかり捕らわれずに、それぞれに新鮮な思いで向き合いたいものと思う。テーマや個々の内容は共通していても、その時々で語られる趣旨・様相に違いが生ずるのは当然。その当たりが、教科書とか百科事典とは違う聖書の成り立ちでもある。
 
ルカ　6:20-21
　ここに並べてあるのは、つらい状況に置かれている人々ばかりである。マタイでは大事なことに取り組む人々も含まれていたが、ルカの場合は、今は苦しんでいる人に対して、でも神がきっと助けを与え、道を開いて、祝福へと至らせてくださるのだと約束し励ます言葉として語られている。こういう約束は大切である。決して間違った道を歩んではいないはずだと確信していたとしても、状況がつらいものであり続けると、人の心はやはり崩れ落ちてしまいそうになる。過ちを正して叱責する言葉も必要だが、まっすぐに歩もうとしている人に対する慰めと励ましの言葉は、それ以上に価値あるものと言えそうだ。
 
ルカ　6:24-26
　幸いな状況にいることを否定しているわけではない。神が与えてくださる祝福には、平安も繁栄もある。貧しくあれと命じているのではない。ただ、今現在、幸いにも平穏でいられるのならば、そのことを決して当たり前と思わず、神の格別の恵みとしてしっかり受け止め、安穏としているのではなくて、その幸いを他の人のためにも用いていく志を抱いていくことは重要だ。それでこそ、幸いを真に幸いなものとすることができ、また、苦難を乗り越えていくための力を手にすることもできる。神によってこその歩みであることを、しかと覚えておきたいものだ。
 
ルカ　6:27-38
　敵を愛する、という有名な言葉が出てくるが、この箇所としては、敵対する相手とどう向き合うか、という感情論ではなく、むしろ、見返りを求めずに相手に与える、という趣旨が中心に据えられている。敵のことも、相手はきっと自分を愛してはくれないだろう、でも、その相手を愛するのだという話である。相手との仲直りではなく、憎まれ続けている相手であることを変えられなくても、愛するのである。なぜか。それは神ご自身の姿がそこにあるからだ。私たちは神によって、神に似せて造られたもの、神のこのような心の故に救われ得た者。それだからこそ、である。もしそこで、見返りなしに尽くすなどあり得ないと言い切ってしまったら、それは自分たちの救いそのものを否定するような羽目になってしまう。個々人の取り組みというだけでなく、この世界全体の有り様として、見返りがなくても相手のために尽くす、という姿勢が整えられていったら、完全ではなくても、そのような方向性が願い求められ始めて行ったら、そうしたら、この世界は大きな転機を迎えるだろう。これを夢物語、にはしたくない。
 
ルカ　6:37-38
　この箇所の趣旨は、見返りを期待せずに与え、尽くしていくこと、だ。さばくな、という言葉も、その趣旨で受け止める必要がある。悪を行っている者に対して、それは間違っている、と言うことは神の前には当然のことであって、何も言わずに見ないことにする、等はとうてい神の御心に合致するはずもない。だが、聖書が言い続けているのは、厳しい言葉が発されるとしても、それはあくまでもその人自身のため、その守りと助けのため、である。決して我が身の正しさを示すためではないし、悪を断罪することで住みやすい世の中を造るため、でもない。そういう行動だから、その相手から理解されるとは限らず、良き反応が得られるかどうかもわからない。でも、案ずるには及ばない。神は決して、じっと我慢しろと言うのではなく、神ご自身が赦しを与え、救いを与え、恵みを揺すり入れてくださるのだと、そう語られている。神がおられるからこそ、人はこのような生き方ができるのだ。
 
ルカ　6:39-42
　他の人に要求する心は、しばしば他の人を審査、判別しては処置するという姿勢になりがちだ。でも、相手のために仕える姿勢を考えると、他者のことをどうこう言うよりも、まずは自分自身を見定めることが重要、ということに気づかせられる。人のことには関心を持たずに自分のことだけに集中という、自己中心的なものではない。他者と大切に関わるためにこそまずは自らを整える、という感覚である。自分は悪くない、回りが間違っているのだ、という姿勢を持ち続けていると、この世界は壊れてしまう。他者に問題があるとしても、それが改善されることを望むのであればなおさらのこと、自らのあり方を変えていくことによってしか、事は動かないのだ。愛することはその最たる例でもある。愛せと要求しても、脅しても、何も変わりはしない。できることは、自分がその人を愛して、答えがなくても愛して、そして、忍耐強く待ち続けるこしでしかない。見るべきは自分、であるのだ。
 
ルカ　6:43-45
　我が身をこそ省みるべきなのは、良いものが生み出されるには、そこに良き心が存在する必要があるからだ。様々な技量を磨くのも必要ではある。だが、結局のところ、その人の心に何があるかによって、一切は左右されていく。たとえば、もてなしたいという心があってこそ客は居心地良い時を過ごし得るのであり、居心地良くいて欲しいと願えば技量も磨くだろう。でも、自己の技量を高めるため経験の機会という感覚でいるとしたら、どれほど修行を重ねても、客は居心地良く過ごすことはないだろう。むろん、人のことなど関係ない、好きなように生きるだけ、と思っていたら、自らの心を良くしようとは思わないのかもしれない。でも、人が人であるということは、自分だけではなく、他の人々と共に生きることであるのだが。
 
ルカ　6:46-49
　この箇所は、キリストという土台の上に人生を建てる、という趣旨で語られることが多い。一般論としてはそれも大事なことだが、語られている内容からすると、キリストの語られたことを実行すること、が土台という話である。つまり、聞いて喜んでいても、そのまま放置しているのだとしたら、砂の上、である。４つの種の岩地の場合によく似ている。同じ方の話だから似ていて当たり前だが。キリストの言葉を生きるのは容易なことではなく、失敗や不足が多々あると思うのだが、それは岩を掘って土台を据える苦労にも重なるだろう。そういう奮闘も含めて、キリストにあって生きることが問われている。この方は趣味ではないし、心を豊かにしてくれる素敵な存在、でもなく、私たちを生きさせてくれる方、なのだから。
 
ルカ　7:1
　耳を傾けている民衆に、とある。言葉というものは、相手が聞こうが聞くまいが、一方的に発することは可能だ。でも、その人に聞く気がなければ、その心には届かないし、応答も期待できない。神は全能であるが、でも、人の心に刷り込ませるというやり方はなさっていない。その理由の一つは、人との関係に愛を求めておられるからで、単なる服従、いや、操作通りに動くというようなことではないからだ。神はどこまでも忍耐強く語ってくださる。理解できないと思うならば、求め続けてもいい。でも、そういう思いを投げ捨ててそっぽを向いてしまうなら、神の呼びかけを受け取ることはできないのだ。
 
ルカ　7:2-10
　百人隊長の信仰について、その注目点は神の権威をわかっていたことにある。神が真にこの世界を支配する権威を持っているなら、わざわざ来てくれなくても、指示するだけで、あるいは、意図するだけで、物事は間違いなく動く。むろん、実際には神はその場に来てくださるのだし、それが人にとっての励ましになることもわかっていてくださる。ただ、論理的に言えば、確かに、来る、来ないにかかわらず、である。通常、私たちは神に、来てください、と願って良いのだ。でも、気をつけた方がいい。私たちが納得するような形で神がなさらないと承伏しなかったり、信じられないと言い張ったりすることのないように。神は権威ある方であって、決して、人の家来ではないのだから。
 
ルカ　7:6
01/20/2017 01:01:00
　権威に関する百人隊長の言葉が強い印象を与えてくれているので、つい忘れがちかもしれないが、彼の言動には、イエスが神としての権威を持っているのだ、という点についての疑問のかけらもない確信が伴っていることも注目しておきたい。当時、イエスの権威が様々に論議されていた。イエスご自身は明確に示されていたけれど、人々はそれを認めたり、反発したりしていた。ユダヤ人が、である。それなのに異邦人であるこの百人隊長は、最も単純に、素直に、その権威を受け止めている。ここは難解な理屈は必要がない。イエスのなさっていること、語られていることを見ていれば、この方が明確に神としての権威を示されていることは分かる。それを信じて受け入れるか、それとも、一切は嘘偽りのまやかしだと言うのか。道は二つに一つなのである。
 
ルカ　7:11-17
01/21/2017 01:01:00
　引き続き、癒やしの業が報告されている。今回は、死んでしまった若者を生き返らせる業である。イエスの生涯でも、この類の業は決して多くはない。イエスがこの類のことはあまりなさらないのは、人の生死が人類にとっては決定的な意味を持っているので、それを覆す必要性は滅多にない、ということかもしれない。それに、生き返っても、人はいずれは死ぬのでもある。その決定的な定めについては、イエスはこういう形では介入していない。その代わり、救いに伴う永遠のいのちという、もっと大きなことでの変革を与えてくださっているのだが。そういった大枠を、でも、あえて覆すことを望まれたときに、この奇跡はなされている。13節の言葉は、奇跡の大きさ以上に、とても大事な記録である。主は、その一人の母のことを、かわいそうに思われた、のである。人類の救いという重大事と同様に、主は目の前の一人の人を思ってくださっている。
 
ルカ　7:18-19
01/22/2017 01:01:00
　バプテスマのヨハネが使者を送ったのは、ルカの記録からすると、こういった奇跡がなされている時である。ヨハネ自身もその知らせを聞き、その上での問いかけである。彼としては、メシヤである方はもっと大きな事柄に取り組んで行かれるのではという思いがあったのだろう。それは当時のユダヤ人全体の意識でもある。ヨハネの場合、むろんそれが単に政治的なことではなく、人々の心そのものを取り扱い、新たにしていくものであることは承知していたはずだ。でも、彼が想起していたのは、もっと大々的な事柄だったのではないか。人々に寄り添っていくような姿に、戸惑いを覚えたのかもしれない。もっとも、イエスの御業としては、やがて十字架というものがあるからこそ、そこへの道筋においては必ずしも革命的に世の中を揺り動かす必要性はなく、むしろ十字架のことを受け止められる状況を整えることのほうが大きいと考えておられたのだろうが。幸いなことに、ヨハネは一人で悩んで混乱に陥るのではなく、イエスに直接問いかけている。これが意義深い。
 
ルカ　7:18-23
01/23/2017 01:01:00
　イエスの答えは明確で、また、ヨハネを初め、神の御業に心を寄せようとしている全ての人にとっても、はっきりとした答えになっている。まずは旧約の預言である。ユダヤ人であればそれは基本的な理解のレベルである。そして、イエスのなさっていることである。人々のイメージしているメシヤ像とはずれがあるかもしれない。でも、預言の言葉とは合致している。それがはっきりと示されていけば、それで自分たちの理解を修正して、神の心がどこにあるのかを的確に受け止めていこうとする。そうであるはずだという期待を込めて、イエスはこのような答えを与えている。とても心楽しくなるやりとりである。
 
ルカ　7:24-35
01/24/2017 01:01:00
　民衆は、もちろんであるが、ヨハネのことを預言者として認めていた。旧約時代の人々は、しばしば預言者の言葉を無視し、あるいは預言者自身を殺したけれど、この時代のユダヤ人は、自分たちがその時代に生きていたとしたら、けっしてそんなことはしない、と自負していた。だとすれば、当然に、ヨハネの言葉に耳を傾け、告げられた神の言葉に従うはず、である。だが、現実は違っていた。一部の人々は聞き従ったが、多くの人々はそっぽを向き、聞き流しておしまいにしていた。31節からの言葉は痛切な皮肉である。そういう自分たちの実態に気づかないで、我々は神を求め、預言者を尊敬しているぞ、と言い続けているなら、道は決して開かれ得ないのだ。この箇所はヨハネに関する語りではあるが、世の人々に対するイエスの血を吐くような嘆き、うめきでもある。
 
ルカ　7:25
01/25/2017 01:01:00
　ヨハネについて語るために、身分の高い人々のことを対比として持ち出した意味合いを考えてみる。預言者とは正反対の生き方をしている人々、ではあるが、それだけでは当たり前すぎて、わざわざ引き合いに出すほどの意味が感じられない。でも、考えてみると、そういう身分の高い人に対して、民衆はその言葉に聞き従い、それぞれの暮らしの中に適用させている。つまり、この世の高い地位の人については聞き従うのに、自分たちが尊敬すると言っている預言者、あるいは崇拝しているはずの神の言葉については、適当にあしらい、そっぽを向き、聞かなかったことにしている。偉い人に対してはそんなことは決してしないのに、神に対してはこの態度。あなたがたは神よりも世の人々のことをはるかに高く重視している、ということか。うーむ、と現代の私たちもうならざるを得まい。
 
ルカ　7:27-28
01/26/2017 01:01:00
　ヨハネのことを、イエスは最大限に評価している。もっともそれはヨハネの人物像から来るものではない。神の言葉を人々に伝え、キリスト到来への道備えをする人、であるからこそだ。ローマ10:15の言葉も参照したい。だから、他の人にもできる。ただし現実には、そんなふうに生きている人は滅多にいない。ヨハネは誰よりも偉くなりたかったわけではなく、ただひたすら、神の言葉を届けることに必死で取り組んできていた。それ故、まさに偉大な人、である。そしてだからこそ、神の言葉に心を傾け、受け止め、また伝えていこうとする人、つまり神の国の人は、ヨハネ同様、いや、それ以上に意義ある存在、となっている。目の前の相手を高く評価するのはよくあることだが、せっかくの神の祝福、その一人からのものより、もっと豊かなものがあることを、ちゃんと知っておきたいと思う。
 
ルカ　7:30
01/27/2017 01:01:00
　こういう箇所で、パリサイ人たちが批判されているのを見て、それ見たことか、と批判しているのだとしたら、それはほとんど意味をなさない。イエスはもともと、パリサイ派という仕組みを改善しようとしていたわけではなくて、彼らも含めて、人々が皆、真に神を慕い求める者となっていくことを願われている。だから、こういう箇所を読むときには、それが自分たちの中にもあることを思い出し、助け導いてくださいと神に祈り願うことが、最もふさわしい応じ方、である。
 
ルカ　7:31-35
01/28/2017 01:01:00
　イエスが言おうとしているのは、こういうことだ。そこに集まっている人々は、人生について、救いについて、あるいは神について、大いに関心を示しているのであって、どうでもいいとか、そんなふうには全く思っていないのだと表明しているのだ。それなのに彼らは、せっかく神からの呼びかけが語られても、真剣にそれと向き合おうとしない。ヨハネについては変人扱いし、イエスについては小馬鹿にするばかり。疑問があるなら問いかければいいし、間違っていると思うなら堂々と反対すればいい。それなら、こっちも覚悟を決めて向き合うことができるのに、神に対して情熱的ですと言いながら、そっぽを向いているだけの人々。子どもの世界だって、せっかく遊びに誘っているのにそっぽを向き、それでいて暇だの、つまらないだのと言い張っているのでは、仲間から愛想を尽かされてしまう。いったい何をしているのかというイエスの問いかけは、落胆であり、また、悲しみでもある。
 
ルカ　7:36-38
01/29/2017 01:01:00
　この出来事は勘違いされていることが多いのだが、彼女の名前は決して、マグダラのマリヤではない。そういう記述は聖書には全く出てこない。でも、よくそういうふうに見られているようだ。なぜそういう誤解が広く流布してしまったのかは説明できる。まず、ヨハネ12章に油注ぎの出来事が出てくる。冷静に読むとかなり様子が違うけれど、イエスに油を注いだという点だけは、確かに似ている。そして、ヨハネ12章はマリヤという人の行動である。それで、そうか、罪深い女の名前はマリヤなのか、と考えてしまう。聖書にはマリヤが幾人も登場するが、印象に残るマリヤで、罪深いという定義をつけられそうなのは、これは消去法でもあるのだが、マグダラのマリヤのことだろうという推測が働いてしまう。まさか、母マリヤではあるまいし、ベタニヤ村のマリヤも罪深いという呼び方はあり得ない、と考えるからだ。マグダラのマリヤはイエスの葬られた所でも泣いていたし、罪深い者が受けされてもらっていたのならばわかるぞ、と、これまた想像の世界である。現実は、この罪深い女の名前をマリヤとは聖書は待ったく告げていない。ヨハネ12章はベタニヤ村のマリヤであり、全くの別人である。そして、マグダラのマリヤは７つの霊を追い出してもらっただけで、罪深いと呼ばれている箇所は一つもない。その霊が悪霊だとしても、悪霊がついていた人を罪深いと呼んでいる箇所はなく、深刻度の差はあるとしても、あくまでも病気にかかっている人の扱いと同様である。マグダラのマリヤとこの女性とは全く関係がない。
 
ルカ　7:36-40
01/30/2017 01:01:00
　この女性が、これよりも前にイエスと出会っていて、そこで罪赦され、助けられたという経験があったのでこういう行動に出たのか、それとも、イエスの噂を聞きつけて、すがるような思いでこうしたのかは、記録されている限りではどちらともわからない。だが、彼女が自らの罪を深く思い知り、神の助けを願い、それをイエスに願っていることは明らかで、つまりはイエスならば救ってくれるという期待と懇願が伴っての行動である。当然にイエスはそのような思いを大切に受け止めるのであり、その人が神の元に立ち直っていくことを心から喜んでいかれる。それはそうであろう。それなのに家の主人であるパリサイ人は、そんな女性と関わると自分が汚れるということしか考えていない。ルカ15章に出てくるが、勝手にさまよい出た羊を、自業自得だと投げ捨てるのか、それとも必死に探しに行くのかの違いでもある。イエスがそのパリサイ人に対して、強く、厳しく語られたのは当然でもある。
 
ルカ　7:38
01/31/2017 01:01:00
　この女性がしたことと、ヨハネ12章でベタニヤ村のマリヤがしたこととで、大きな違いがある。使用した油の金額に注目が集まっているのはマリヤのほうで、ルカ7章の女性には見られないことだが、もう一つ、マリヤはイエスの頭に注ぎ、この女性は足に注いでいることだ（ヨハネは足と書いているが、他の福音書からすると、足もそうだが、まずは頭である。ヨハネは13章の洗足とのつながりを想起したのかもしれない）。当時の風習として、大切な客を迎える際には頭に香ばしい油を注ぐということがなされていたそうで、マリヤの行為は喜びと感謝、歓迎の思いの表れであることがはっきりしている。こちらの女性は、そんな大々的なことなどできはしない。一般に、客の足を洗う水が用意されるのだが、その代わりに、つまりは泥だらけの足をぬぐうという程度までが、彼女にできる最大限であった。マリヤの行為はそれでいのだが、この女性の謙虚な姿、それはまさに、罪の赦しと救いを願う思いに、ちょうどよく重なり合うものだ。イエスはそんな姿もご覧になっていて、彼女の真剣な心を見ておられたのだろう。
 
ルカ　7:39-50
02/01/2017 01:01:00
　この話はじっくり見てみたいが、まずは全体像。このパリサイ人が考えたことは、一面的には常識かもしれない。朱に交われば赤くなるのごとく、間違ったことをしている人々からは身を離しておけというのは、よく語られる忠告でもある。汚れは移るという感覚も昔からあるもので、だとすれば、「罪深い女」と関わるのは避けたいと考えるのはありがちなことで、イエスを特別な存在と考えていればなおさら、そういう思いを抱くことだろう。でも、ここに決定的な食い違いがある。イエスは救い主である。我が身を立派に成り立たせるのが目的ではなく、問題を抱えている人を助けるためにそこにいる。だから、こういう人々との関わりは、イエスにとっては必然なのだ。こんな例はどうか。スポーツ選手は我が身を最高の状態に整えて試合に臨もうとするから、風邪を引いている人の近くにはいくまい。だが医師は、その人々の治療を意図しているから、大いに関わっていく。パリサイ人の思い違いは他にもあるが、まずはイエスの意味を間違えている。今でもそういう間違いが多いのかもしれない。
 
ルカ　7:40-43
02/02/2017 01:01:00
　このパリサイ人は、罪深い女など、と唾棄しているのだが（取税人や罪人に対しても同様だが）、当時のユダヤ社会は、罪には赦しがあり得ることが神の教えであることを認めている。律法にはそのための儀式が書き記されており、人々はそれを行っていた。もし、罪を犯した者は二度と受け入れない、としてしまったら、それは儀式も、律法も、赦しを定められた神をも否定することになってしまう。この女性は、赦されたことに対する感謝からこういう行動に出ているのだから、それを拒んだり、やめさせたりするとしたら、それは赦しを否定し、あるいは拒絶することになる。パリサイ人は、罪の部分だけを見て拒否反応を示しているが、もし神の前に立つつもりならば、赦しがあるという観点を決して忘れてはいけないのだ。これは現代にも言えることで、罪について厳格に考えようとするからこそ、赦しの存在を決して忘れてはいけないのだが、それが抜け落ちているからこそ、この世は暗黒へと転げ落ちているのだ。
 
ルカ　7:44-47
02/03/2017 01:01:00
　この部分は、女性に対して批判的な態度を取っているパリサイ人への皮肉的な戒めの言葉として受け止めるのがふさわしい。決して、たくさん神のために尽くせばたくさん赦されるということを教えているわけではない。人々の行為の中には、その人が赦されていることについてどれだけ自覚しているのかが現れていくということで、その点では、このパリサイ人は、女性に対する態度でも、それから、イエスへのもてなしの部分でも、自分が神から受けている幸いの豊かさ、赦されていることへの喜びが全く見出されない、ということだ。彼らに赦されているという自覚が欠落していることについて、イエスは他の箇所でも鋭く指摘している（ルカ18:9-）。彼らは律法を大事だと言い、規定通りのいけにえも捧げていたのに、赦されることの必要性を考えてもいなかったということか。それは神の前に立つ際には、深刻なことである。
 
ルカ　7:48-50
02/04/2017 01:01:00
　赦しをこの女性に告げるイエスの言葉は、すでに与えられているものを確認する意味は、今ここで赦しを与えるという意味か、それはこの出来事以前の女性の推移が示されていないので、確定的なことは言えない。ただ、いずれにしても、彼女はイエスの宣告によって前を向いて歩んでいけるようになったのであるし、回りの人々は、イエスが確かに罪の赦しに関わる権威を示していることを目の当たりにしたのではある。人々はそれを神に限定される権限だと考えていたので（儀式に基づいて祭司が追認的に宣告することはあったはずだが）、イエスのこういう言動は人々に驚きと覚醒と、そして戸惑いをもたらしていた。イエスは声高にご自分の神としての権威を主張したわけではない。だが、その姿には繰り返し、神としての業が表されていく。弟子たちが神の子としての告白をしていくようになるのは、こういうことの積み重ねが要因としてあるはずだ。今も私たちは、聖書に記されているキリストの姿を見ていく時に、ここに人となられた神がおられることを確信していくことができる。
 
ルカ　8:1-3
02/05/2017 01:01:00
　イエスは弟子たちを伴って各地を巡り歩いておられたのだが、そこには女性たちの姿もあったことが書き記されている。信仰的な事柄に関わる女性が多いことは古今東西に知られているが、あるいはそれは、女性ならではの性格的なことだけではなく、仕事や社会に縛られることの多い男性よりも動きやすかったという面もあるのかもしれない。一方で、そういう女性たちの存在に光が当てられることが少ないのが世間一般の通例であるが、聖書ではこのように繰り返し彼女たちの存在と活躍が記録されており、神ご自身の目が確かに彼女たちに注がれていることを読む者たちに思い出させてくれる。「男子も女子もない」というガラテヤ3:28を思い出す。
 
ルカ　8:4-8
02/06/2017 01:01:00
　この話は9節以降のイエスご自身による解説と共に読む方が良いのだが、もともとイエスは解説を加えないで例えだけで話されたのだから、そのつもりで読んでみる。話は分かりやすく、映像としても浮かんでくるものだし、種が何か大事なものを指し示していることにはすぐ気づくだろう。しかし、その大事なもの、あるいは価値のあるものが同じように提供されたのにもかかわらず、受け手の側の状態によって、その意義・効果は全く違ったものになる、というのだ。イエスの話だから、それが神の関わることだとはすぐに理解したはずで、神が偉大な力をもって事を行われても、それが功を奏する場合と、ならない場合とがある、いや、せっかく与えられているのにそれによって祝される場合と、無駄にしてしまう場合があるのだ、ということになる。せっかく神が与えてくださったのに、それを無駄にするなどということはあってはならないことのはずで、語られたことの深刻さを弟子たちは強く意識したのではないか。牧歌的な絵物語にも見えるけれど、いやいや、かなり驚愕的な話であるのだ。
 
ルカ　8:9-10
02/07/2017 01:01:00
　イエスのこの言葉を、わざと世間一般からは真意を隠しているのだ、というふうに受け止める見方があるが、イエスの言動全体からすると、その理解には無理があるようにも思う。隠したのではなく、人々がその真意をしっかり受け止めるためにワンクッション置いた、ということではないか。むしろ、こうやって解説をすることによって弟子たちには早期に理解をさせて、彼らが他の人々に伝えることを意図されている。すぐに答えを示すのと、時間をかけて受け止めていくようにするのと、はたしてどちらが幸いかな、とも思うのは、マタイ19:30の言葉もあるからだ。ともかく、こうやって知らされた弟子たちには、他の人々が知ることへの手助けをする責務が伴う。
 
ルカ　8:11-12
02/08/2017 01:01:00
　せっかくだから、一つずつ、考えてみよう。道ばたは、もともと種が育ち得る環境ではない。全く期待されていない、望まれてもいない、そのようなところに神の言葉が提示されても、人々は見ることもなく忘れ去ってしまうだろう。福音を届ける際にも、このことはよく覚えておきたい。もちろん、人には相手の心の内はわからないので、ともかく届けるというのも必要ではある。もしかすると良い畑かもしれない。でも、できることなら、土地を耕すことから始めた方が良い。私たちの願いは、ともかく届けることではなく、それが芽吹き、生長することであるのだから。耕す方法については、よよくく考えてみるべきなのだが。この場合、悪魔は奪い取っていく存在ではない。人々はすでに捨てている。悪魔のせいにすることはできない。
 
ルカ　8:13
02/09/2017 01:01:00
　現代に限らないかもしれないが、このタイプは特に留意すべきものだと思う。つまり、福音に触れて感動はするし、喜んで受け入れもするのだが、その思いをしっかり根付かせていないために、あっけなく衰退してしまうのだと言う。この場合、いっんたは受け入れたのだから救いはありえるのでは、というような議論は別の話である。神の願いは、人々がこの救いに生きて、ぜひとも、その祝福をいっぱいに楽しみ、喜んで欲しいのである。天国に行けるかどうかだけでなく、今の世においても、である。それには、手にした感動を根付かせていかねば。難しいことではない。御言葉に親しみ（申命記6）、神の前に祈り、礼拝などにおいて他の人々と共に歩むこと、である。それがこの信仰の基軸であるのだから。
 
ルカ　8:14
02/10/2017 01:01:00
　この課題は、対応が最も難しい。農作業で言えば、いばらを取り除いてしまうのが策だろうが、信仰生活にそのまま当てはめると、俗世間を離れて一人修行の道を、ということになってしまい、これは神が意図されている信仰生活ではない。この世において生き、かつ、この世とは違う者として生きる、のがふさわしい立ち位置だ。だから難しい。人の努力や心がけでどうにかなるものではなく、常に神の助けを受け、御心を常に確かめ続けることが、いばらを突破できる鍵になる。なお、ここには迫害の類は言及されていない。各自の気持ち次第で選択可能なもの、とのぶつかりが問われている。
 
ルカ　8:15
02/11/2017 01:01:00
　御言葉が届いても、受け手の状態に問題があると十分な祝福には至り得ないことが語られてきたが、最後は良好な成長が期待できるもの、である。もっとも、農作業として言えば、ここが出発点であって、そういう畑地でもなお、ちゃんと育つかどうかは神の御手による（第一コリント3）のであるが。良い地の意味合いとしては、正しい、良い心、とされている。頑張りの程度ではなくて、何を喜び、何を願い求めるか、にこそ注目すべき点があるのだ。とすれば、まずは日々に祈りにおいて、御心がなるように、地の上に神にある平和があるようにと、いつでも祈ることから始めたい。そうすれば、正しいもの、良いものを願い求める心、でありえるだろう。
 
ルカ　8:16-18
02/12/2017 01:01:00
　あかりの話は、マタイでは種まきの話とは別の箇所で語られているが、ルカが記録した時の話では一緒に語られたようだ。イエスはいくつかのテーマを、その時々の必要に応じて組み合わせておられるということでもある。この場合は、種が蒔かれて、良い始まりが与えられているというところから、せっかくのものを無駄にしてしまわないようにという警告として考えられる。隠すのは、他の人に知られないように、というだけではなく、自分自身の生き方もその良い種は封印して別の生き方をしようとするのも含まれていくだろう。そんなことをしたら、せっかく手にした幸いも喜びも失われてしまう（18）のだ。もともと、光が他の人に届くのは、伝えようとするから以前に、自分がその光を生きることによってこそ、つまりは光を輝かせているからこそ、である。
 
ルカ　8:19-21
02/13/2017 01:01:00
　母や兄弟を無視した、ということではない。一つには、家族だからということで、助けを必要として集まっている人々に優先させたりはしないということを示すのと、それから、この機会を活用して、ご自分が人々のことをどう思っているのかを示そうとされているのだ。前者は、人の社会ではしばしば見られるものだが、誰が今すぐの助けを必要としているのか、を見定めるのに目を曇らせる危険性がある。後者は逆に、家族を思い、家族のためには何でもするぞ、という感覚を当てはめて、人々のためにとどれだけ思っているのかが示される。実際、御子はご自分のいのちをも差し出して、人々の救いを成し遂げられたのだ。
 
ルカ　8:22-25
02/14/2017 01:01:00
　嵐の中で怖がらずにいられるかどうかは、とうてい自信がないというのが、ほぼ大半の本音だろう。弟子たちが恐れていたことは、とうてい責められないぞと思ったりもするところだ。それなのにイエスの言葉は結構厳しいのは、弟子たちへの強い期待があるからだと思う。彼らはずっとイエスと共に歩んでいた。その偉大な力も、人々を思う心の深さも知っているはずだった。だからこそ、震えおののくのではなく、恨みがましい言葉を発したりするのではなく、もっとまっすぐに願い求めて欲しい、そういう期待であったのではないか。いや、単なる期待ではなく、そこを崩してしまうと、信仰を生きるあり方全体の大切な力が衰えてしまうからこそ。後にパウロはローマ8:32のように語る。あるいは厳しく思えるかもしれないが、それは豊かな祝福を生きる上での、大きな要でもあるのだ。
 
ルカ　8:26-29
02/15/2017 01:01:00
　福音書に出てくるこういう人たちの状態を、どう説明すれば良いかは明確ではない。聖書全体の中でも、福音書にのみ顕著な存在で、いわゆる悪魔の支配下に入っている人々（エペソ2:2など）とは明らかに別の意味合いの状態だと言える。一般論としては、悪魔が人を攻撃するのは物理的な事柄ではなく誘惑によるものであり、人々を自分の側に誘うことが最大のねらいだ。こういう類の害悪をもたらしても、悪魔にとっても何の意義もない。むしろ、こういう現象を起こすことで回りの人々の心に恐怖を植え付け、神ではない別の何かを恐怖する（結局それは服従につながる）心を生じさせようとしているのだ。だから、福音書では、こういう状態の人たちが道徳的、理性的な意味から叱責されていることはなく、病気にかかった人への対応と同じようなもの、つまり、かわいそうな人々で、助けるべき人々、というふうに扱われていることを覚えておきたい。
 
ルカ　8:26-33
02/16/2017 01:01:00
　この出来事の焦点は、汚れた霊に関する情報提供ではなく、イエスがそういうものに対して完全な権威を発揮しているということにある。格闘すら気配もない。汚れた霊はイエスに会った瞬間に圧倒されている。格の違いというか、弟子たちはこの方の偉大さをはっきりと見たのだ。時に、人の手には負えないように思える事柄があるのだが（汚れた霊のようなものだけでなく）、神はその一切について、完全に圧倒しているのだということを覚えておきたい。そして、イエスがこの男の人を助け出すことを意図して行動されていることをも。豚を犠牲にして良いかどうかの議論もわかるが、イエスはごく単純に、この人を助けることを最優先に考えておられた、ということが、この記事からはよく見えてくる。
 
ルカ　8:34-37
02/17/2017 01:01:00
　村の人々は、一連の出来事について報告を受けて、イエスの存在に恐れをなしている。彼らはもはや、豚の損失をどうこう言っているわけではない。人は、自分の思いを越えた出来事に直面すると、そこに大切な存在を知ることもあるが、ただ震え上がって退く場合もある。私たちは神の御業と御心について、その全てを把握できているわけではないけれど、決して恐怖ではなく、私たちを顧みてくださる方としての神の力があることだけは、ちゃんと心に覚えておきたいと思う。そうすれば、理解はともかく、少なくとも、驚きあわてて、せっかくの祝福があるのに逃げ出す、というようなことにはならずに済むだろうから。
 
ルカ　8:38-39
02/18/2017 01:01:00
　この人が一緒に行きたいと願ったのは、ごく自然なことだと思う。彼はまさに人生そのものを助けてもらったのだ。その気持ちを考えれば、同行を許すのは自然な流れだとも思う。彼はきっと、良き弟子として活躍し得るはずだ。でも、イエスは彼を家に帰らせた。彼がなすべきことは、自分の家族に、あるいは地元の人たちに、与えられた幸いを語り伝えることだと言うのだ。時に、パウロのようにして世界と出掛けていって語り伝えることが貴いと受け止められることがある。だが、パウロ自身にしても、たまたま彼にはそのような使命が与えられたということであって、どっちが優れているというような話ではないことは明らかにされていた。人は誰でも、神の導きによってこそ、自分の居場所を知り、そこでこそ取り組むべきものであるのだ。この人は、イエスの言葉を受け止めて、自分のいるべき場所へと進んで行っている。
 
ルカ　8:40-42
02/19/2017 01:01:00
　有名な出来事が続いている。この父親の思いを考えてみよう。回りは騒いでいるが、彼としてはただ単純に、イエスに一刻も早く家に来てもらって、娘を助けてもらいたいという、ただ、それだけであったはずだ。彼は会堂管理者という立場からも、人々の思いにも配慮することが身についた習性になっていたことだろうから、決して、人々を押しのけて引っ張っていくという様子ではない。でも、それは、のんびりとしていても構わない、などという思いは微塵も含まれていないものだったはずだ。イエスは、ヤイロの思いを十分にわかっておられたようである。すぐさま出掛けていこうとされている様子が見て取れる。むろん、事態はすでに逼迫していて、間に合うかどうかわからないぎりぎりの状況ではあったのだろうが。
 
ルカ　8:43-48
02/20/2017 01:01:00
　ヤイロからすれば、この出来事は思いもよらない障害とも思えたはずだ。少しでも早くと願っているのに、それを妨げている女性の存在。明日でも良いだろうに、と言いたくなったとしても不思議ではない。いや、ヤイロではなく、読んでいる私たちのほうがそういう思いを抱いてしまいそうだ。でも、落ち着いて考えれば、この女性の登場はヤイロにとって大きな励ましである。一つには、イエスには確かに力があるのだと確認する機会として、もう一つは、イエスが彼女に関わって足を止めているということは、その先にある娘のことについても、大丈夫、間に合わないなどと言うことは決してないのだという、イエスご自身による保証を示されているという点でも、である。そう、娘のことはすでにぎりぎりなのだ。順調に行っても間に合わないかもしれない。でも、すべてをわかっているはずのイエスがあえて足を止めるのだとしたら。そこには50節の言葉へとつながる保証が見えてくる。
 
ルカ　8:43-48
02/21/2017 01:01:00
　この女性が、イエスに声をかけなかったのは、人前に出たくないということより、断られるかもということより、直らなかったらという不安の方が強かったのではないか。それなら、さわる程度のほうが落胆の傷は軽くて済む。どうせ無理だと自分を納得させることができる。イエスは、そんな彼女の心でも受け止めて、また、助けを与えてくださる。ただ、それで終わりにしてしまっては、彼女自身のこれからの歩みのためにもったいない。だから呼び出して、ちゃんと語らせて、そして、祝福の言葉をかけている。信仰は、助けがあればいい、というだけでなく、そこから先に、神の幸いの中を生きていくことができるようにということが伴ってこそ。だから神は常に人々に呼びかけ、応答を求め、自らの信仰を表明するようにと導いて行かれるのだ。
 
ルカ　8:49-56
02/22/2017 01:01:00
　ヤイロにとっては最悪の事態が訪れてしまった。間に合わなかったのだ。この女性に対して怒るわけにはいかず、群衆が邪魔だったと言ってもどうにもならず、むしろ、もっと早くにイエスを呼びに行けばと自らを責めたかもしれず。でも、ともかく間に合わなかった。それはヤイロにとって、いや、誰にとっても、終わりを意味して、絶望を意味して、崩れ落ちる思いを意味することだ。取り返しのつかない事態は、人を圧倒し、そして、押しつぶしてしまう。だが、イエスはそんなヤイロに対して明確に、これは全くもって終わりではないことを告げている。事はまだ動いていることを、そして、助かる道がちゃんと用意されていて、事は進んでいることを、主は告げている。人にとっての限界は、でも、神にとってはそうではないことを、私たちは何としても知るべきなのである。
 
ルカ　8:54-55
02/23/2017 01:01:00
　回りにいた人々はあざけっていたが、イエスはそんな人々は捨て置いて、まっすぐに亡くなった少女のところに行き、そして、助けている。今、そこで助けが必要なのはその娘であり、そして家族であるからだ。回りの声や評判は、ここでは重要なことではない。彼らの対応は、後でいくらでもできるし、それは別の話である。今ここで、彼らの不信感を捨て置いたとしても、後でいくらでも対応は可能で、一時的に捨て置くことで群衆が受ける傷などは、ほぼ何もない。ちゃんと考えてみれば、何をまず求めていくべきかは明らかなはずである。でも、人は往々にして、その良い意味での割り切りが難しい。そして、ほかのことを気遣いすぎる結果として、大事なことが失われていく。本当に必要なこと、大切にすべきことがどこにあるのかを、しっかりと見定める者でありたい。
 
ルカ　8:56
02/24/2017 01:01:00
　なぜ、誰にも話すなと命じられたのか。もともとイエスの御業というものは、人々の間で評判になるためではなく、ご自分の権威を示すためでもない。それは目の前にいる人たちの必要に応えるため、その人々を支え励ますため。それだから、誰にも知られなくても何の問題もない。むしろ、これで評判になって、その娘が騒ぎの的になってしまうことよりは、沈黙が保たれた方がずっと良い。それこそ「何だ、死んだのではなくて、眠っていただけか」と言われるほうがずっとましなのだ。物事は、その本来の意図、目的を大事に考える必要がある。それとは別の事柄に目を奪われていると、事は閉ざされてしまうのだから。
 
ルカ　9:1-2
02/25/2017 01:01:00
　弟子たちと言うと、イエスの昇天後、使徒の働きに見られる活躍が有名だが、イエスが地上で活動中もすでにその一翼を担っていたようである。もっとも、この時期の彼らはキリストによる贖いや救いのことは理解していなかったので、一般的な意味合いでの呼びかけをなしえただけだろうが。バプテスマのヨハネと似たような立ち位置と言えるだろうか。それでもイエスは彼らに権威を授けており、その意義を重視しているのがよくわかる。十分とは言えないとしても、それでもこういった働きの意義が認められているという点と、それから、彼らには救いはなしえず、あくまでも前座に過ぎないということと、その両方のことを踏まえておくことが大事である。それは今の私たちが主の働きに携わる場合にも言えることだ。
 
ルカ　9:3-6
02/26/2017 01:01:00
　マタイに比べて、イエスの告げた注意事項はとても短い。その内容は、一言で表すならば、心配しないで、神の導きを信頼して行ってきなさい」ということだろう。だから、持ち物を心配することはなく、滞在先についても導かれるままに、そして、結果についても神にお任せして、というふうに語られている。準備をするのは不信仰、というような話ではない。イエスは別のところで、ちゃんと備えてから始めるべきだとも語られている。今日的に言えば、備えをせずに飛び出していく人の多くは、備えが困難であるために待っていられなくて、という様子が強い。だが、神を信頼するのであれば、備えもちゃんと与えられると信頼して待つことができるはずで、その信仰がない人が、飛び出していけば何とかしてもらえる、と思うのは、明らかにおかしな話である。大事なことは、神ご自身こそが事をなしてくださるという点で、だからこそ励むのでもあるのだが。
 
ルカ　9:7-9
02/27/2017 01:01:00
　ルカは、イエスの活動が拡大している状況を語っているのに重ねるようにして、国主ヘロデの危惧を記録している。彼はイエスをヨハネの生き返りだとは考えていない。だが、同時期に二人も、このようにして神の業を遂行する人が出てくるというのを驚きとしてとらえているのは、なかなかの視点とは思う（具体的なことではイエスとヨハネとではしていることの中身がかなり違うだが、神の権威という点では類似する）。ヘロデは答えを見いだせずにいるのだが、それだからこそ、会ってみたいと願っているのは、それなりに素直な反応ではないかとも思う。もっとも、それは単なる興味本位の域を出ずに終わってしまっているのは、実に残念なことであるのだが。
 
ルカ　9:10-11
02/28/2017 01:01:00
　弟子たちが旅から戻ってきた時、イエスは彼らに休息を与えようとした模様だ。ご褒美というよりは、疲れ過ぎることから来る人の弱さをご存じだからこその対応、だろうか。あるいは、他の福音書によれば弟子たちは取り組みの成果に高揚した思いでいたようなので、いったん冷ます必要を考えられたのだとも言える。興奮するような出来事は心楽しいが、常にそのままいられるはずもなく、また、それは決して健全ではない。静まる、ことの必要性を、慌ただしい現代の私たちも意識すべきところである。
 
ルカ　9:11-17
03/01/2017 01:01:00
　疲れている弟子たちに休息を、のはずだったが、結局群集が追いかけてきて、それどれころではなくなった。それで人々のためにと尽くし続けているイエスの姿がある。この出来事の特徴は、教えや癒やしなどだけでなく、空腹についても対応なさっていることだ。弟子たちの言うように解散させたとしても、それはそれで何とかなっただろう。もっと高尚なことを、と言われそうでもある。だが、イエスは人々の必要に、些細なことも含めて応えていこうとされる。最初の奇跡が披露宴のぶどう酒だったことも思い出される。神にとって、高尚とか下卑たるとか、そういう区別はないことを思う。聖俗の分離も、一切を造られた創造主である方にとってはおかしな区別になってしまうのだ。
 
ルカ　9:13-16
03/02/2017 01:01:00
　この出来事において、イエスは弟子たちに関わらせようとなさっていることが、強く意識されて書き記されている。もちろん彼らには奇跡はできない。５つのパンで5000人を満腹などさせられない。でも、彼らにもできることはあり、なすべき務めはある。私たちは無理ということを最初に考えるのだけれど、神がその場においておられるからには、ゼロではあるまい。むろんそれは、単に積極的であれという意味ではなく、自分の役割ではないことに手を出してしまう愚かさに陥らないようにしたいものであるが。
 
ルカ　9:14-17
03/03/2017 01:01:00
　この出来事を、心動かされた人たちが自分の持っていた弁当を分け合うようになったので満ち足りたのだ、というふうに説明する人もある。でも、もしそういう出来事であったのなら、それだけでも十分に良き話であるのだから、堂々と書けば良いことだ。そして、福音書の記録を読む限りでは、人々は明らかに、キリストの特別な力によって満たされ得たのだということを強し意識している。もし、こんな場面でごまかして、人々の善意をキリストの偉大さのように書いているのだとしたら、聖書自体が全く信用のならないものとなるだろうに。もちろん、そんなことはないわけで、聖書は他の箇所と同様に、キリストの御業の不思議と、そこに示されている温情の豊かさを伝えているのだ。
 
ルカ　9:18-20
03/04/2017 01:01:00
　弟子たちがイエスを神の御子キリストと認める告白をした場面である。注目されるのは、当時、様々な人が様々に言っていたという点で、イエスと直接会っていた人たちでも、それぞれの受け止め方は違っていたということになる。神の威厳ということを持ち出すと、そんなことが許容される状況に違和感を覚える人もあるだろうが、もともと神の意図は人々が神を愛することであるから、それはつまり、自発的なものであるのだからして、決して腕力や威圧で教え込もうなどとはしない。様々な反応があったことは、神と人との関わりを思う上で、とても意義深いことであるのだ。
 
ルカ　9:20
03/05/2017 01:01:00
　ペテロの言葉は明確である。ルカは「神のキリスト」と書き記しており、マタイの「神の御子キリスト」とは違うようにも見えるが、ユダヤ的なことを意識しての表現と、ギリシャ世界を意識しての表現には違いが生じても不思議ではない。彼らは、この方に対する絶対的な信頼、確信を表明したのである。これが信仰である。つまり、信仰とは自分が何をするかという意思表明ではなく（選手宣誓とは違う）、どこに自分たちの神がおられるのか、救い主がおられるのかを指し示すものであって、ようするに、神が事をなしてくださるという点こそが、最も重視されているのだ。人ではなく神を見る。これはキリスト教信仰の根幹である。
 
ルカ　9:21-22
03/06/2017 01:01:00
　ペテロがいさめた話は割愛してあるが、イエスのこの重大な宣告は、弟子たちの告白を受ける形で告げられていることは注目される。弟子たちはこの方こそと期待を示したわけだから、それなら実現される救いの業の中身も示そうではないか、ということになるのは道理でもある。それにしても、あるいは弟子たちとしては世に君臨する形でのキリストを意識していたかもしれないのだが、全く別の意味での救いが告げられていくわけで、弟子たちとしてはまだまだ混乱と戸惑いが続いていくことになる。
 
ルカ　9:23-27
03/07/2017 01:01:00
　これらの言葉を、きつい話だ、というふうに思う人が少なくないのは当然かもしれない。ただ、この話がキリストとして神の約束を必ず果たすことを指し示す言葉と、そのために支払われる犠牲がどれほど大きいかを語った上でのことであることを思うとき、世の様々な声に惑わされたりしないで、ちゃんと後をついてきなさいという、確かに鋭い、でも、重要な呼びかけであることを痛感させられる。キリストの御業が偉大な恵みを伴っているからこそなおさら、この方を離れてしまうわけにはいかないのだと、その思いも強くさせられていくはずだ。
 
ルカ　9:27
03/08/2017 01:01:00
　この言葉が何を意味しているのかは、率直なところ、まだ誰も、確実なところを見定めている人はいない模様だ。一見すると、26節から再臨の話にも思えるのだが、むろん、当時の人はすでになく、この言葉は当てはまらなくなっている。復活などの話なら、逆に、そこにいた人全員がまだ生きていたはずだ。わからないものはわからない、と言う方が良い。この教えは神が発せられたものだから、人にはわからないこともあって不思議ではない。それを自分たちの思惑だけで処理しようとすると混乱の原因になる。良いではないか、自分たちの知恵は神にはとうてい及ばないのだと認めて、わかりません、と告白することは。その理解がどうしても必要になる時には、神ご自身がきっと、それを指し示してくださることだろうから。
 
ルカ　9:28-36
03/09/2017 01:01:00
　この出来事の目的は、弟子たちにこれから来る受難のことをしっかりと意識させ、かつ、それがただの不安や混乱で終わらないように、神がその一切を掌握していることを示すものである。モーセとエリヤは旧約を代表する人々である。彼らと共に語るとは、これから起こる出来事の一切を神は掌握されているということ、それもはるかな昔から、ということである。神がこれから起こる業を全力で進めておられるのがよくわかる。だとすれば、何も恐れる必要はない、戸惑う必要もない。なすべき使命があるのだから、まっすぐに進むだけである。イエスご自身は、そうやってこの御業を確かめておられる（神である方がそうなさるというのは、大事な意味もある）。この確信を、不安の中に漂い続けている弟子たちにも、あるいは事態を把握しないままに暢気に構えている弟子たちに、しっかり伝えようとなさっているのだ。
 
ルカ　9:28-36
03/10/2017 01:01:00
　この出来事については、昨日書いたような趣旨とは違って、イエスご自身が悩み迷っていて、それでモーセやエリヤがやってきて励ましたり、確認したというふうな解説を読んだことがある。なるほど、そういう話にした方がドラマチックであるが、でも、この箇所の表現自体にはそぐわないし、イエスご自身の神性にもそぐわないし、モーセとエリヤにそんな能力や資格があるのかという点も疑問である。それに、この箇所の焦点はイエスが何を話されたのかではなく（ペテロたちは聞いていたはずなのに何も記録していない）、弟子たちの驚きと圧倒にある。聖書は、それ自体の意図するところに沿って読むべきもので、読み手側の気分で物語を当てはめるのは自制した方が良いようだ。
 
ルカ　9:32-33
03/11/2017 01:01:00
　ペテロは「何を言うべきか知らなかった」とあるように、事態をしっかり把握した上で、熟慮の上での発言ではなくて、目の前の光景にうっとりしていたので思わず、ということのようだ。だから、厳しく叱られているわけではない。ただ、どれほど素敵な環境にいたとしても、そこに居続けたいと願うのは、この世に生きている者としては妥当なことではない。もともと人は、ちゃんと生きて、動いて、自らの歩みを通して幸いを広げてこそという存在なのだから。天国でも、お花畑でうたた寝、ということではない。まあ、ペテロはほんの一時の惑いであり、いずれ彼は厳しい道をたどるのだから、それほど弾劾されるほどのものではない。神も、彼をそっと軌道修正してくださっている。
 
ルカ　9:36
03/12/2017 01:01:00
　神の呼びかけに震え上がっている弟子たちだが、その後で彼らが見たのは、いつも通りのイエスであり、何も恐怖する必要のない、慣れ親しんでいるイエスの顔である。これは実にありがたいことで、時に人は過ちに陥るのであるが、その先において、ちゃんと受け止めて下さり、立ち上がらせてくださる方がいることの大きさは、絶大なる幸いと言うべきだろう。彼らがこのことを他言しなかったのは、イエスご自身がそのように命じたからであるが、後に第二ペテロ1章に出てくるように、彼らにとってこの経験は、イエスへの強い確信を育むものだったようだ。まあ、それでもなお、十字架の時に離れてしまうのであり、人の弱さの現実を痛感させられるのであるが。
 
ルカ　9:37-40
03/13/2017 01:01:00
　特別な経験をした山から下りてくると、この世の現実の過酷さに直面させられている。イエスご自身にとっては承知の上のことだが、同行していた弟子たちにとってはその落差を痛感させられたのではないか。でも、神の御子がこの世に来られたのは、もともとからして、こういう世界の現実と関わるためであり、決して厳かな礼拝の賛美に包まれているためではない。苦闘する人々の中にこそ、主はその身を置いておられることを心からありがたく思うのだ。にしても、弟子たちの混迷には主も嘆いておられるのだが。
 
ルカ　9:41-43
03/14/2017 01:01:00
　悪霊の問題として示されている出来事は、人々にとって驚愕的なもので、とうてい対応できないものとして見られていた様子がわかる。だが、キリストご自身にとってはそれは何も特別ではない、ちゃんと対処できる事柄であるという、むしろ日常的なこととして扱われている様子がわかる。悪霊の、とされる現象を詳細に分析することはできないけれど（聖書はそのあたりを指し示してはいない）、神の前には何も戸惑う必要のない事柄である点は明確で、私たちとしてもこの点をこ意識しておきたいものだ。さもなければ、人はいつも戸惑い、怖れ、逃げ腰で居続けることになってしまう。神ご自身という確かな味方がいてくださるにもかかわらず、である。
 
ルカ　9:43-45
03/15/2017 01:01:00
　他の福音書ではこの出来事に、祈りと断食が必要だというような教えが添えられているけれど、ルカはそのあたりは何も触れずに、ご自分が十字架にかかることについてのみ語っていることを示している。一見、何の関係もない話がぽっと出ているようにも感じられるが、つまりは、ただの力や不思議を求めるのではなくて、神にあって生かされていくことそのものをこそしっかりとつかんでいくべき、ということだ。どんなに偉大に見えることがあっても、一過性のものに過ぎなかったら、その場では助かるとしても、いずれはまた問題に直面する。それよりも、私たち助けてくださる方、生かしてくださる方の存在のほうが、はるかに重要であるのだ。
 
ルカ　9:46-48
03/16/2017 16:12:42
　ルカは次々と話を進めている。1:3にあるように、出来事を淡々と書き記して提示しているという様子だ。弟子たちが偉さの順位を争う場面は何度か記録されていて、彼らの抱えている課題が浮き彫りにされている。だが、復活後にはその様子は見えず、神にあって生かされていることを思い知らされたのだろう。イエスの答えが、子どもの存在を指し示すものとなっているのに、神にあって生かされていることが土台であることを告げるものだ。人は、自分の目に見えるもので物事を評価し、判別する。だが、一切は神によるのなら、表面に現れている様子による順位付けや優劣の比較は意味がない。共に神に感謝するのみである。
 
ルカ　9:49-50
03/17/2017 01:01:00
　ヨハネのこの発言は、「答えて」なのだと言う。イエスを受け入れていることが鍵だと言われたので、仲間ではない、つまりイエスを受け入れると表明していない者たちは排除すべきと考えたのだろう。だが、その人は決して悪いことをしていたのではなく、イエスを信頼して人々を助ける業をなしていたのであるから、それをやめさせる必要はないと、主は答えている。その人自身のためを思って言うならば、むろん、しっかりとイエスへの信仰を告白すべきである。だが、その人のしている行為、そして、その存在をどう受け止めるのかでは、断罪よりも肯定から入るほうがずっと良いのだとイエスが言われているのは興味深い。人は堺を立てていこうとするのだが、神はもっと大きく広げて物事を、人々を受け止めておられる。その視点、そのあり方に、私たちは見習う必要がある。
 
ルカ　9:51-56
03/18/2017 01:01:00
　ユダヤ人一般とは違い、イエスはサマリヤ人を蔑視などせずに同じように受け止めておられた。だが、サマリヤ人側は偏狭な心で応じたようである。彼らはイエスご自身の本質ではなく、どちらに向かって旅をしているかで態度を変えた。こういう姿勢が自らに大きな損失を招いている。悲しいことだ。ただし、激怒して厳罰にと語るヤコブとヨハネに対するイエスの対応は、この方の意図が人々をさばくことではなく救うことにあるのを、強く指し示すものとなっている。それにしても、この場面だけでなく、イエスは人々の姿にどれほど心を傷つけられたことだろうか。神が人を見て嘆かれること、それは最初の時から始まっているのだが。
 
ルカ　9:57-62
03/19/2017 01:01:00
　当時、イエスの評判は高まっていたので、ついてきたいと願う人は増えてきていた。そんな人々に対してイエスは、決意を確認するようなことを告げている。一般論としては、親の埋葬もいとまごいも悪いことではなく、もともとイエスの弟子になることは決して、世捨て人になるものではない。何もかも捨てたはずのペテロは、後に伝道旅行に妻も同行させている。イエスは、物理的な意味での専心を求めているわけではない。多くの信仰者はこの世に生きるのであって（ヨハネ17:15）、物理的な分離が求められているのではない。ただ、だからこそ逆に、最後の親孝行として埋葬するのではないのだし、今生の別れを告げる必要もない。この福音には聖俗分離はない。むしろ、世俗と言われる世界を、一切を神にあって歩むのである。人々はしばしば大きな勘違いをしている。
 
ルカ　10:1-16
03/20/2017 01:01:00
　イエスはまた弟子たちを派遣している。今度は70人であるから、いわゆる十二弟子に限らず、かなり幅広い。ルカはこの場面で、イエスの派遣に関する教えを記録している。実際には、両方でなされていたのだろうが。派遣は、その言葉のとおり、神によって派遣されるのであり、本人がやりたいからするというものではない。だからこそ、必要の一切も、成果についても、神に期待し、神に委ねるのみである。人が神の業を行うときに、何も恐れる必要はないとされるのは、まさにそれが神の業であるからこそだ。
 
ルカ　10:2
03/21/2017 01:01:00
　実りは多いと言われているが、当時、彼らの前にある状況は決して、求めている人が多すぎて人手が足りない、というようなものではなくて、世の中にごく少数の自分たちがいるだけ、だったはずだ。地中海世界に神を慕い求める人があふれるのはずっと後の話である。むしろ彼らが見ているのは、農業に即して言うなら、荒れ果てた土地が広がっている光景で、それを開墾するために人手がなければどうにもならない、というのに近い。今はまだ見えていない。でも、そこには必ず神の備えた祝福がある。これは、聖書が繰り返し語っている大事なことである。
 
ルカ　10:3-4
03/22/2017 01:01:00
　狼の中に、と言われているのだから、よくよく備えをして、という話になりそうなのに、何も持たずに行け、と告げられているのは、不思議な話だ。でも、羊がどんなに備えてみても、狼には対抗できない。安全が守られるのはただ、羊飼いが支えてくれる時だけ、であろう。つまりは、神にこそ期待して、寄り頼んで、という話である。何も持たず、をあえて実践する必要性はない。他の箇所では良く備えよとも語られている。ただ、自分の持っているものに寄り頼んで、これなら大丈夫、と思うのだとしたら、それは論外である。神が与えてくださる備え、神が導いてくださってこその歩み、それが要なのだ。
 
ルカ　10:5-7
03/23/2017 01:01:00
　ここで告げられているのは、自分の居心地の良い場所を探してうろうろしたりせずに、神が備えてくださる場所と信じて、受け入れてくれるところに腰を落ち着けてしっかりやれ、ということである。その家の人が立派かどうか、信心深いかどうか、あるいは、自分と波長が合うかどうかは関係がない。これもまた、人の判断ではなく神のもとでの歩み、という話の続きである。なお、昨今、「平安の子」という言葉が、働きのために期待できる人という意味合いで使われるようだが、聖書ではここにしか出てこない表現だし、その人を評価する意図ではないので、その用法はあまり妥当ではないように思う。
 
ルカ　10:8-11
03/24/2017 01:01:00
　神の祝福がその相手に届くかどうかは、結局は、神ご自身とその人自身の問題である。人にできるのは、何とかして届けること、知ってもらえるようにすること、でも、それに応じるかどうかは本人次第だ。それで、もし、受け止めようとしないのであれば、次の町へ行け、とある。自己責任だから、という。これは旧約の預言者に関する言葉ともつながるものだ（エゼキエル3章）。それは、ほかにも届けるべき町はいくらでもあるから、である。もっともこれをそのまま適用して、反応がないから諦めて別の町に行こう、というのは妥当とは言いがたい。ともするとそれは単に、目の前の成果を追い求めるだけになりかねないし、面倒を回避しているだけにもなりかねない。忍耐強く、ということは神の御業に携わろうとする時の必須であることを、覚えておきたい。
 
ルカ　10:12-16
03/25/2017 01:01:00
　とても厳しい宣告のようにも思える。ただ、この言葉はむしろ神の嘆きであることを心に留めて読むべきである。神は超然として人類の悪をせせら笑いつつ断罪しているわけではない。この方はその罪を贖うために御子を投げ捨てられたのである。もちろん、神の言葉は厳しく、つまりは、人の抱えている罪はあまりにも重い。そのことを誰よりも嘆き、また心を痛めておられるのは神ご自身であることを覚えつつ、このような激しい言葉は読む必要がある。
 
ルカ　10:17-20
03/26/2017 01:01:00
　この言葉は、神の業に携わる時には、是が非でも心すべきものである。どれほど幸いな結果が生まれたとしても、それは神ご自身の御業ゆえのことである。自分たちの功績ではなくて、いや、そんなことを誇る必要性がない。もともと、私たち自身にとって必要な、十二分の祝福は、すでにキリストの御業によって確保されているのだから。キリストによって与えられる祝福以上のものを自分たちの頑張りで手に入れる、などがあるはずがない。ここには悪魔に関することでの成果が出ているが、この類のことは、格別の警戒が必要である。
 
ルカ　10:21-24
03/27/2017 01:01:00
　人々自身の功績ではないと告げた上で、イエスはこれらの人々の幸いを心から喜んでいる。ここで目の前にいるのは弟子たちであるが、もっと信者一般としても良い。決して力ある者ではなく、足りないところだらけ、でも、そんな人々が神にあって用いられて、他の人々に豊かな幸いをもたらす手伝いができたとすれば、これは存外の喜びであり、また、神がそのように用いてくださったことに深く感謝を覚えるのだ。第一コリント1:26-とも重ねて読んでみたい。
 
ルカ　10:23-24
03/28/2017 01:01:00
　確かに、弟子たちは神の約束が実現していく様子を見ている。旧約の預言者たちは、この世においては見られなかったのに、である。それは実に大きな幸いである。とすれば、2000年後に生きている私たちは、なおいっそうの恵まれた境遇にいるということか。時々、イエスの時代に生まれたかったとか、イエスご自身と直接会いたかった、というようなことが語られる。その気持ちも分かるけれど、それはまあ、天の御国でということで良いわけで、むしろ、今の時に行かされていることの幸いをきちんと受け止めていくことをしておきたいものだ。
 
ルカ　10:25-28
03/29/2017 01:01:00
　何をしたら、という問いかけは、神の前では本来、意味をなさない。神に認めてもらえるだけの功績など、人には成し遂げ得ないのだから。もっとも、だからといって諦めて、投げ出しているよりは、必死で探し求める方がいい。ルカでは否定的な扱いになっているが、マルコではその積極性が実を結んでいる様子も語られている。人の行動はたいがい、両面性があるのだ。そして、ここでイエスが導き出したのは旧約に記されていることで、だからこそ律法学者自身も答えることができている。実は、大切なことはかなりの部分で、ずっと以前から神によって示されている。人はそれに気づかず、受け止めようとしないで来ていて、まさに自ら穴に落ち込んでいるのだ。
 
ルカ　10:27
03/30/2017 01:01:00
　神を愛すること、隣人を愛すること、この二つが神の教えのすべてを集約するのだという答えは、とても大切なことである。むろん人はそんなに素直ではないので、もっと綿密に語られねばどうにもならないのだが、でも、突き詰めて言えばここである。それをすれば永遠のいのちが手に入る、ではないけれど、いのちを与えられた者としてどう生きるのかを言うならば、この二つのことは重要である。そしていずれも愛するという言葉で語られていることも。愛は決断であり、覚悟であり、犠牲を払うことであり、自分のためではなく相手のことを思うことであり。神が与えてくださって恵みの大きさを思う時にこそ、これが実現していくのである。
 
ルカ　10:29-37
03/31/2017 01:01:00
　良きサマリヤ人という呼び方で知られている物語は、「私の隣人とは誰か」という問いへの答えとして語られていることを覚えておこう。このサマリヤ人の行為そのものも大いに考えさせられるものであるが、本来的には、サマリヤ人にとってたユダヤ人は隣人ではない。そんなふうには認識していない。でも、倒れているその人を見て、助けが必要なのだと悟ったときに、彼はこの旅人の隣人に「なった」のである。隣人だから助けるのではなくて、隣人になって助ける。むろん、身近にいる隣人を助けるのは大事なことで、それを放って、どこかに隣人はいないかと探し回るのはおかしい（そういう趣旨の話は聖書に何度も出てくる）。でも、私の隣人はこの人たちだけ、と限定するのは、全くもっとイエスの教えとは別のものである。
 
ルカ　10:31-32
04/01/2017 01:01:00
　少し詳しく見ていこう。祭司とレビ人は、本来はこの旅人の隣人である。彼らは同胞であり、困っている人を助ける立場の人でもある。だが、彼らはその旅人の、助けを必要としている旅人の隣人であることを拒否して、その関係を断ったのである。隣人は、なることもできるが、拒むこともできるようだ。できるかどうかはともかく、人々はそうしているということである。でも、明らかにこの姿は嫌悪すべきものとして語られている。祭司やレビ人への批判が目的ではない。都合が悪いと隣人のはずの相手をも切り捨てるのが人の常だとおっしゃりたいのである。この指摘はとても大事なことであると思う。
 
ルカ　10:33-35
04/02/2017 01:01:00
　サマリヤ人の動機は、立派に生きようとか、隣人を愛そうではなく、「かわいそうに思った」ことである。そういうごく自然な感情が、大事ことへとその人自身を導いていく。理論や概念も大事だし、倫理的な教えも必要だ。でも、人が動かされていくときには、そういうものだけではなくて、困っている人を見たらかわいそうに思う、つまりは、その人に心を寄せるということが、大きな意味を持ってくる。逆に言えば、そういう当たり前の感覚が失われてしまったら、人は神の前での大切な真理を見出すことをも失ってしまうということか。人を見て、人と関わって、この心がちゃんと動いて、反応するようにしておきたい。没交渉にしていると、心も堅くなり、動きが鈍くなってしまうのであるから。
 
ルカ　10:36-37
04/03/2017 01:01:00
　イエスは、隣人になった、と言っている。そして、行って同じようにしなさい、と。うまくいかないこともあるかもしれない。でも、そこに神の幸いがあること、自分たちがそのようにできるように導かれていることを心に覚えて、私たちはやはり、隣人になる、べきなのだ。もっとも、遠くまで出掛けていって隣人候補を探すのではない。サマリヤ人だって、たまたま旅をしていて、それでたまたま出会った相手である。探しに行かなくても、隣人であるべき相手は、様々な機会にいくらでも出会っているはずである。そこにいる人に目を向けてさえいれば。しくじりや見落としを恐れずに、主が導いてくださることを信頼して、向き合ってみたいものだ。
 
ルカ　10:38-42
04/04/2017 01:01:00
　マルタの頑張りそのものは、決して悪いことではないし、その奮闘のおかげで助けられ、支えられた人々はいくらでもいる。イエス自身、その支えがあるからこそ、この家を拠点にしていたのだ。ただ、彼女は自分の取り組みを妹にも押し付けようとしてしまい、しかも、イエスにも自分のほうを認めさせようとした。良き業には様々あることは聖書に繰り返し語られていること。それを他者との比較や争いにしてしまったらせっかくの幸いが崩れてしまう。これはイエスの思いやりの言葉である。この姉妹との関係は、これからもまだまだ続いていく。イエスは、この二人、いや、この家を心から愛しておられたのだ。
 
ルカ　10:42
04/05/2017 01:01:00
　昨日のコメントを踏まえた上で、イエスがマリヤの姿を「良い方を選んだ」と語られたことを大きく受け止めてみるならば、仕えるという点からすればマルタはとても意義深い。それは大いに称賛されるべきものだ。だが、人のなしえることは限られていること、神から受けてこそであることを重視して考えるなら、人にとって欠かすことのできないものは、マリヤのように神に求めること、ではある。マルタのように取り組めるのは素晴らしいことだ。でも、マルタのようにはできなくても、神はその人をも喜んで受け止めて下さる。しかし、もし、神の呼びかけに関心を持つことをやめてしまったら、それは悲劇である。マルタ自身は御言葉も聞き、仕えもし，だったのだろう。イエスはマルタにも，座って話を聞け，とは言っていない。でも、耳を傾けることで精一杯，必死になっているマリヤから，その機会を奪うことは決して許されないのだ。
 
ルカ　11:1-4
04/06/2017 01:01:00
　弟子たちは，イエスの祈りの様子を見ていて，大いに心が惹かれたようである。これは素敵なことだ。信仰に関することで、誰かの良き姿に見習っていきたいと願うのは、健康的な成長にとって役に立つ。しかも、これはイエスご自身に倣うのだから、決して，効果的な結果に結びつく祈り，などが意識されたのではなくて、ごく素直に，イエスのようにして神と向き合いたいという、人が本来持っている神に対する思いが触発されたということだろう。お手本は大事である。
 
ルカ　11:2-4
04/07/2017 01:01:00
　マタイ5章にある祈りと同じようなものだ。短縮版にはなっているが。神が信頼できる方であることを心から告白する言葉と，その神に対して願う言葉と、まさに祈り，あるいは信仰の基本的なあり方が告げられている。日々，この言葉を祈りとして口にする人もあるだろうし、言葉としては用いてはいなかったとしても、そこに込められている意識，精神は，皆にとって必要なことである。
 
ルカ　11:5-8
04/08/2017 01:01:00
　言いたいことは，ようするに、うるさいほどに諦め悪く求められたら，よほどのことがあってもなお、その願いに応えようとするものだ、ということだ。18章でも似たような話が出てくる。とすれば、である。もし、私たちが切に，諦めず，どこまでも願うとしたら，神はその祈りに，求めに，必ず応えてくださるに違いない，のだ。むろん、勝手にしろと投げ出すような神ではない。害悪になるような願いには，決して応じてはくれないだろう。でも、それが必要なことなら、意義あることなら，たとえそれが常識に反していても、礼儀を損なうようなものであっても、わがままにすぎると思われるような場合であったとしても，神はそのことに応えてくださる。むろん、神にとっては決して、うるさいから，などということはないのだが（そのあたりは例話の効果をねらった過剰表現である）、願う側の意識としては、うるさがられることを目指して，という感じで良いということだ。
 
ルカ 11:9-13
04/09/2017 01:01:00
　つまり、何としても手に入れたいと必死になって相手に願い求める。相手が知らないぞと応えるのだとしたら、どこかに落ちているはずだ、必ずあるのだと、一生懸命に捜し求めていく。それが扉の向こうに隠されているのだと知ったら，ぜひとも扉を開けて，それを私に返してくださいと、必死になって、扉を叩き続けるのである。前の部分にある、夜中に扉の向こうで求め続けていた友人のようなものか。主ご自身がそのように願うのが神のみこころだと語られるのだから，遠慮なく，精一杯，必死になって願い求めていけばいい。せっかく与えられている権利なのだ。もちろん裏などない。さあ、ぜひ、そのように申し上げたい。
 
ルカ　11:13
04/10/2017 01:01:00
　求める者に聖霊をくださる、という話が出てきている。ちょっと唐突にも感じられるのだが、信仰に関わること、神の祝福に関わることは，結局のところ聖霊が事を成し遂げてくださるのであることを思い出すと，その聖霊が手元に与えられるというのは、つまりは全てのところへと続く扉のマスターキーをもらったようなものである。神であられる方を鍵扱いは申し訳ないけれど，イエスはそのような言い方を用いるほどに、人に対して深く思いを傾けてくださっている。実に，実にありがたいことである。
 
ルカ　11:14-16
04/11/2017 01:01:00
　目の前にある偉大な業を否定できないので、今度はそれを悪魔の力だと批判する。物事に反対する口実というのはいくらでもある、ということか。このことと、しるしを求める声が同列に扱われているのは印象深い。つまりは、どちらも神のなさることを受け止めようとしない姿と言われているわけだ。もともと人には神のなさることを完全に理解することはできない。であれば、そこは信頼して期待して委ねるしかない。それを自分が納得できる形になっていないから、ということで否定するなら、せっかくの幸いを失うことになる。わからないことを尋ね求めるのは良い。だが積極的な探求と、否定するための拒絶とは違うことを覚えておきたい。
 
ルカ　11:17-19
04/12/2017 01:01:00
　ただ、こういう批判を戒めるイエスの言葉を悪用する動きもあるので警戒は必要だ。つまり、良くないものであるからこそ批判されているのに、批判することすべてを間違いだと拒絶し、自らの悪をごまかすという人々も少なくない。この点で、イエスの反論は明確だ。つまり、批判自体が問題視されているのではない。はたしてそこで何が行われているのをちゃんと見れば、それが良いものか、悪なるかがわかるはずだということである。もし、悪の力が悪を行っているとして、それを自ら壊して回っていたら、たとえ一時的には格好良く見えたとしても、必ず破綻する、というのだ。確かにそのとおりで、だとすれば、私たちはやはり、何が起こっているのかを、ちゃんと見ていくようにしたいものだ。ただの不思議ではなく、あるいはただの立派さや熱心さでもなく、そこに神の幸いがあるかどうかを。このことはカルト化することへの警戒としても意味がある。
 
ルカ　11:20-23
04/13/2017 01:01:00
　彼らはイエスの業を批判した。だが、よくよく考えてみるなら、イエスの業は人々にとっての希望だ。イエスは悪霊の力を排除して人々を解放した。悪霊は自らの力を誇り、現に人間たちよりも強い力によって、その意図を遂行してきている。人はその前で圧倒され、どうすることもできずにいた。でも、もっと強い力、つまり神ご自身の力が発揮されることで、人は解放されたのだ。自分たちは弱くとも、神ご自身が強いからこそ、人は安堵することができるようになったのだ。神の国が来た、のである。とすれば、人々としてはイエスの業を歓迎こそすれ、それを拒む理由はない。拒むとすれば、神に助けてもらいたくはない、ということか。イエスの提供してくださる幸いを拒む姿は、その人自身の心の内を問うものとなる（ヨハネ3:19-20）。
 
ルカ　11:23
04/14/2017 01:01:00
　この言葉も、字面だけを拾って悪用される可能性はある。つまり、味方以外は敵だ、というふうにして選別をし、敵愾心をあおるような行動である。だが、イエスはルカ9:49-50で、仲間内かどうかで相手を切り捨てるようなことはするなと教えておられる。この言葉は、一般化はしないで、この場面に即して考えると分かりやすい。つまり、せっかくイエスが幸いをもたらしているのにそれを拒み、あるいは人々がそれを受け取るのを妨げる（集めない）パリサイ人などに対して厳しく語られている、ということだ。このことは37節以降でも詳しく取り上げられている。ルカ17章でも、人々がせっかく神の祝福を手にしようとしているときにそれを妨げる人々について、かなり厳しい言葉が投げつけられている。
 
ルカ　11:24-26
04/15/2017 01:01:00
　とても深刻な警告である。どんなに頑張って悪いものを取り除いたとしても、もし、そのまま空にしているとしたら、結局は悪いものが戻ってくるだけだと、イエスは語られる。大切なことは、除去すること以上に、そこに良きものを宿すことにあるのだ。このことは、カルト的なところで洗脳的な扱いを受けた場合に、かなりはっきりと現れてくるのだと聞いたことがある。つまり、その誤った教えからは解放したとしても、そのままにしておくと、空虚な心で放り出されてしまい、そうすると、何かで心を埋めようとして、別の間違ったものに引き寄せられたり、元に戻ってしまったり。解放するだけでなく、ちゃんと確かなものをその心に提供していくことが欠かせない。このことをもう一歩進めて考えるなら、きれいに掃除することよりも、良きもので満たすことに取り組んだ方が、はるかに有意義な結果をもたらすだろう。それは信仰生活の全般にも当てはまることだ。
 
ルカ　11:27-28
04/16/2017 01:01:00
　この女性としては何気ない言葉だったのだろう。でも、イエスご自身は、血縁とか、そういうことで分別することには強い異議を語られる。それは、神の祝福がすべての人に、生まれとか、本人の業績にすらよらずに与えられるものだからだ。悪気のない彼女にはちょっと酷かもしれないが、他の人にとっての影響力を考えると、ここは明確にしておく必要性があったのだと言える。時に、マリヤのことを特別視する人があって、その気持ちは理解できるのだけれども、その感覚は福音のあり方からすると望ましくはない。それに、マリヤにしても、彼女の意義は、決して彼女だからというものではなくて、イエスの語るように、神の言葉を聞いてそれに従って行った姿、ルカ1:38の姿勢にこそあることを、ちゃんと覚えておきたいと思う。
 
ルカ　11:29-32
04/17/2017 01:01:00
　ヨナのしるしと聞くと、魚の腹から戻ってきたことを思い起こす人は多いはずだ。でもこの箇所ではニネベに対して神の言葉を告げた姿が注目されている。つまり、奇跡的な出来事ではなくて、人々の前に神の言葉を届けて、人々がそれと向き合うことができるようにすること、それこそが、人々が神へと立ち返るかどうかを左右する最も大切な事柄、ということである。南の女王もまた、ソロモンから神の言葉を聞いている。聖書には数多くの不思議な出来事が語られているけれど、最も重視しているのは、神の言葉が届くことにある。その言葉が人々の心を動かしていくこともまた実に不思議なことであって、それこそ、目を見張るような出来事よりもはるかに意味を持つ。ルカ16:28-31もまた、そのことを告げている。
 
ルカ　11:33-36
04/18/2017 01:01:00
　33節の話は、マタイでは世の光、地の塩の話で出てくる。だがここでは、身体の全体が明るくなる必要性を語るために用いられている。つまり、イエスはこういった例話を、その時々の必要に応じて利用なさっていたということになる。とすれば、その場面で何を告げようとしておられるのかを踏まえつつ、こういう例話は受け止める必要がある。まさか、話の筋が違うからおかしい、などと言う人はあるまいが。全身が明るくなるための要は、32節までと同様で、神の言葉という光がその人の心に差し込んでくることにある。そうやって照らされていかなければ、暗いまま、どうにもならないままで過ぎてしまうのだ。詩篇119篇は長々としているけれど、とても大事なことを必死で語っているもの、なのだと言える。
 
ルカ　11:37-41
04/19/2017 01:01:00
　パリサイ人への厳しい言葉が展開される。きっかけは、イエスが食事前のきよめの儀式を行わないのを、パリサイ人が非難したことだ。こういう儀式そのものは、したければすればよいことで、あえて反対するほどではない。ただ、イエスがもともとその類のことを超越して行かれていることはよく知られていたことであって、それを自分から招待しておいて批判を加えるというのは、何とも醜い。それで、表面的なことは大騒ぎするけれど、内実のきよめは軽視するばかりの姿勢を強く問い質されたのだ。その人が何を大切にしているのかは、表面的な言葉や態度ではなくて、中身をちゃんと確かめる必要がある。他の人の、という以上に、自分自身を問うべきだろう。
 
ルカ　11:41
04/20/2017 01:01:00
　内側をきよめる手段として、施しが挙げられているのは、興味深いものだ。内側と言うと、私たちはおそらく、精神的なもの、心の中の思いなどを想起するが（34節はそういう趣旨だった）、この言い方からすると、むしろそれは内側に溜め込んでいる金銭を指すようだ。イエスの教えはしばしば、決して観念的ではなく、具体的である。金銭は人のすべてではないけれど、その有り様は、その人の心や生き方を現しているのも事実。だから、真のきよさを願うなら、懐に持っているものをどう使うのかが有用な手がかりとなる。
 
ルカ　11:42-44
04/21/2017 01:01:00
　それで、財産をどう使うのかが問い質されている。当時は、神への献金は人前にもよく知られる行為だったようで、人々は神への思いではなく自分の評判のために献金をしていることが多かった模様だ（43節も同じ趣旨）。一方、施しは人に知られる可能性は少なく、まさに良き業であるのみで、それで魅力を感じない人も多々いたということになる。本来的には献金もむろん大切で、ただここでは、外見ではなく本質で勝負するということを問いかけているので、施しの姿勢に強く注目している。人が神の前に生きるとは、一部分だけではなく、全体としての歩みの中に問われていくものだ。
 
ルカ　11:45
04/22/2017 01:01:00
　「律法の専門家」は旧約律法を熱心に探求することを主軸にして日々活動していた人々のこと。ただしユダヤの場合は自らの職業を別に持って取り組むことが多かった。現代日本で言えば、学校の先生など他の職業で生計を立てながら、地元の歴史を生涯研究する人などが似たような形態か。これに対して、「パリサイ人」と呼ばれているのは、そういう主義主張を懐く人々のことで、活動内容としては多様、政治家とか祭司とか、あるいは実業家とか、様々な職種のパリサイ主義者はいたようだ。律法の専門家のほとんどはパリサイ派である。なお、「律法の専門家」と「律法学者」と、二つの言い方が出てくるが、おそらく、同様の人々を指しているのではないかと思う。新改訳で律法の専門家と訳しているものを新共同訳では律法学者とし、新改訳の律法学者を新共同訳では聖書学者としている。口語訳ではどちらも律法学者になっている。
 
ルカ　11:45-46
04/23/2017 01:01:00
　パリサイ人へのイエスの批判は、律法の専門家にも同様に降りかかるものであるのは明らかなのに、どうも彼らは、自分たちは別格だと考えていたようだ。地道に学んで伝えている自分たちは運動推進的な感覚のパリサイ派とは違うぞ、という意識なのか。でもイエスは、活動の形態を問題視しているのではなく、彼らもまた神の言葉の真の意味をあえて見落としていることを指摘しているのだから、当然に、厳しい言葉が向けられていく。罪人を招くと語られるイエスが彼らに対して厳しいのは、彼らが自分自身としての問題だけではなく、他の人をも混乱に引っ張り入れているからだ。つまずかせてはいけないという指摘は、他でも繰り返されている。
 
ルカ　11:46
04/24/2017 01:01:00
　イエスが糾弾する人々の姿は、大事な反面教師である。律法の専門家は人々に負いきれない荷物を背負わせていると言う。もともと神が要求していない負担なのだから、人々がその重さに悲鳴をあげるのは必然だ。神は人々の最善のために時には厳しくも語られるが、当然に、担えるものを命じられる。それに神は、人々が担えるように手助けもしてくださる。だがこの専門家たちは、神の教えだと言って人々に要求するのに、そのやり方では神に見習うつもりはなく、自己責任とばかりに放り出している。内容的にも、やり方としても、神の御心とは異なるものがなされているのだ。
 
ルカ　11:47-52
04/25/2017 01:01:00
　律法の専門家たちは、旧約時代に殉教した預言者らの墓、あるいは記念碑を立てていたようだが、愚かしいことだとイエスは指摘される。そういう祈念碑の存在は、つまり、自分たちの先祖が神に逆らったことを語るわけなのだが、彼ら自身はそんなつもりもなく、反省でも悔いでもなく、預言者を大切にする自分たちは神の前に評価される、ということに関心があるだけ、ということだ。一方で、彼ら自身は相変わらず神の言葉を投げ捨てているのだから、つまりは預言者を殺してきた者たちと同列。そんなことも気づかないままに、さかんに活動を進めている彼らの姿は、あまりにも悲しすぎるのだ。イエスの言葉は、叱責と共に嘆きが込められているのだと思う。
 
ルカ　11:53-54
04/26/2017 01:01:00
　イエスの言葉の厳しさは、パリサイ人らの強い反発を招いた。考えようによっては、もっと穏やかに進めた方が改革を成功させるには効果がある、とも言えるだろう。神ご自身の御業の多くも、大きな忍耐を伴ったゆっくりとした歩みが見られる。でも、イエスには時間がない。十字架への道筋はあっという間に近づいてくるのだ。それまでに人々に刺激を与え、主に寄り頼むことを見出させるためには、たとえ今すぐには変革が始まらなくても、しっかりと問い質しておくことが必要だった。激しい反発が生ずるほどの課題なのだと、何とかして気づかせる必要があった。一般には、一度や二度うまくいかなくても、改めて取り組めば良い。でも、ご自分にはその時間はないことを、イエスは承知されていたのでもある。
 
ルカ　12:1-3
04/27/2017 01:01:00
　2-3節からすると、ここに出てくる偽善とは、真実を隠して立派そうに見せていること、を指すようだ。とすれば、パリサイ人たちは自らの主張に課題があることを自覚しながら、人々に説いていたことになる。本気で間違っている場合も問題だが、ためらいを感じていたのに、自らの心の内の警報を無視して他の人々を間違いへと落とすとしたら、その害悪はとても大きい。加えて言えば、問題にされているのはパリサイ人自身の行動の是非ではない。彼らが他の人を教え、導こうとしているその姿勢が問われている。一般に偽善という言葉は、言っていることとやっていることが食い違う様子を指すようだが、他者をつまずかせるという最も深刻な事態を、イエスは強く問い質しておられる。
 
ルカ　12:4-7
04/28/2017 01:01:00
　3節からのつながりは、パリサイ人らの批判や世間の声を恐れるな、という意味に受け取るのが最も自然だろう。パリサイ人らの間違いはいずれ明らかになるのだから、恐れずに、神の真実を進め、ということである。全ては明らかになるのだ、という点から、神への真実な信仰表明をごまかしていると、いずれは露見して神に叱られるのだ、という話に受け取ることも不可能ではないだろうが、ちょっとぎごちない。それに、恐れという言葉は出てくるが、神は刑罰の恐怖で人々を縛る方ではなく、7節のようにむしろ、神の祝福と助けは確かなのだから、ということのゆえの励ましなので、むしろ、信頼せよ、という意味合いで読んでよい箇所だ。
 
ルカ　12:6-7
04/29/2017 01:01:00
　この言葉は、慰めと励ましであろうかと思う。日々の中には、時に、神から見捨てられた、忘れられているという思いを抱くような場合もあるはずだ。ただの勘違いと片付けられないほどに苦悩することもあるだろう。であればこそ、主が私たちをどれほど思ってくださっているのかを知っておきたい。そして、何よりも神の心を示しているのは、ヨハネ3:16やローマ5:8のように、キリストご自身の存在と御業、その犠牲である。人にはそこまでできないけれど、でも、他の人に対して、あなたを大切に思っているのだ、ということを伝えられたら、この世界はどれほど変わり得るかとも思う。
 
ルカ　12:8-9
04/30/2017 01:01:00
　これを脅しと取るべきではない。むしろこれは、人は自らの願うとおりに扱われるのだ、という趣旨として考えるほうが良い。神と共にありたいと願うならそのように、神を拒むならばそのように。神の祝福は、出来、不出来とか、成績・業績で選別するものではない。求めれば与えられるのだ。だからこそ、求めるかどうか、神に期待するかどうかは大きく問われている。偶像崇拝は、神に期待することを放棄した、という意味になるからこそ、深刻なのでもある。
 
ルカ　12:10
05/01/2017 01:01:00
　聖霊を汚す罪、と言われているものの意味を、この箇所は明確に告げている。いわゆる暴言を吐いたとか、態度がどうか、というようなことではない。救い主など知らないと言う、つまり、必要ない、関係ないと言って、本心から救い主を拒絶するのだとしたら、それこそが深刻な事態をもたらす。聖霊の御業は人の救いの実現にあるからこそ、この方のしてくださることを拒んでしまったら、どうすることもできなくなってしまうのだ。私たちはここに、大いなる希望と確信を抱き、そしてまた、心定めて主を慕い求め続ける覚悟も必要と言えるだろう。
 
ルカ　12:11-12
05/02/2017 01:01:00
　この言葉は、誰かに神様のことを語ろうとする時、何も準備をしなくてもいい、という意味ではない。第一ペテロ3:15にもあるように、良い備えは大切で、価値のあるものだ。ただし、十分に備えればそれでうまくいく、というわけではない。事は神がなさせてくださるものだ。それに、イエスが語られているのはむしろ、真剣に向き合おうとする人のことである。そういう人は、どんなに準備を重ねても、不十分さのほうが心に迫ってきて、不安にさいなまれることもあるだろう。だからこそ、聖霊が導いてくださるので心配はいらない、と告げられている。そういう土台があるからこそ、人はまたそれぞれに、誠実に備えて、取り組んでいくのである。
 
ルカ　12:13-15
05/03/2017 01:01:00
　当時、宗教面の教師は人々の暮らしに関わることについても手助けをしていたようだ。もともと律法にはその類のことがたくさん書き記されているから、当然のことでもある。遺産問題などは俗的なもの、などという切り捨ては、神の意図するところではない。イエスも、相談を持ちかけられて迷惑だと拒絶したのではない。この言葉の意図は、続きの部分に出てくる話から考えるほうが良い。つまり、この人は相続問題に心が奪われて、気持ちの安定も、余裕も失い、兄弟との仲も悪化していたということなのだろう。だからこそ、財産問題に心を支配されないように、人が生きるというのは、財産だけで決まることではないのだから、と告げている。これは29節に続く話である。だから、決して、財産問題など俗的な話を持ち込むなという禁止や拒否ではない。
 
ルカ　12:16-21
05/04/2017 01:01:00
　富や豊かさが糾弾されているのではない。本来、そういうものは神からの幸いな贈り物である。倉を建てるのも、収穫を楽しむのも悪くはない。ただ、この人の言葉には、与えてくださった神の存在が皆無だ。まるで自分一人の力で豊作を手に入れたかのようである。イエスがこの話を豊作として語ったのは、農作物のことは、よりいっそう、神からの賜物であることを意識しやすいものだったからだろう。でも、彼はそのことを全く意識していない。神からの祝福だとわかっていれば、「食べて、飲んで、楽しむ」だけでなく、与えられたものを良く用いること、たとえば他の人と共に楽しむとか、あるいは施しをするとか、律法にも何度も出てくるそういう行動が伴うものだろうが、その点でも彼の言動には自分のことしか出てこない。そう、問題とされているのは、神が不在だということである。でも、神を拒むなら、神が与えてくださったいのちをも失うことになる。創世記2:17は単なる罰ではなくて、人が選んでいこうとしている道が何であるのかを問う指摘なのだ。
 
ルカ　12:22-28
05/05/2017 01:01:00
　有名な言葉である。心配するなと言われる理由は、神が必要を覚えてくださっているから、である。労することや備えることが否定されているのではない。神が与えてくださるからこそ労し、備えるのであればふさわしい。でも、神抜きで、神などいなくても良いというふうにして自分の力に頼るなら、人は永遠に心配し続け、思い悩み、決して心が安まることはないままになってしまう。これらの言葉を、物質的なものへの思いは悪だというような話として読むべきではない。神に頼るのか、神を捨てているのかの違いが、最も重要なこととして掲げられているのである。人にはそんなに力はないのに、自らのいのちさえ支配できないのに、それなのに、自分だけで大丈夫だと言う。これほどの悲劇はない。
 
ルカ　12:29-34
05/06/2017 01:01:00
　神を忘れると、人の心は物的なものに縛られていくようである。神のもとにあってこそ物的なものを喜び楽しめるのだが、神への思いが消え失せると、それらにしがみつくしかなくなってしまう。神は多くのものを人の手に託し、それを管理するようにと命じられたが（創世記1:26-28）、神を捨ててしまうと、自分がそれらのものに頼ることになってしまっている。何かに熱心である場合でも、喜び楽しむのと、捕らわれてしまっているのとは全く違う。だからこそ、神をこそ求めよと告げられている。いわゆる修行的な、神以外のものはすべて排除、みたいな話がなされているのではない。最善を楽しむためには、与えてくださっている神を軸にしていかねばどうにもならないから、であるのだ。
 
ルカ　12:35-38
05/07/2017 01:01:00
　似たようなことが語られている他の箇所では、帰ってきた主人のためにしっかりと給仕をすることでほめられる、という話になっているが、ここでは主人の方で歓待してくれるという話が告げられている。イエスも、その時々に調整しながら話をなさるわけで、こういう多様性がまた、主の教えの豊かさを指し示してくれる。それに、たとえ話ではなく現実のこととして言えば、この箇所のように、確かに神は私たちのために尽くしてくださって、犠牲を払ってくださって、私たちが幸いを手にするためにご自身が仕えてくださっている。給仕ではないけれど、それよりもはるかに大きく、人の救いのために御子の犠牲を払ってくださった。これは実に歓喜に満ちたことだ。
 
ルカ　12:39-40
05/08/2017 01:01:00
　ポイントは、思いがけないときに来るのだから油断するな、ということである。泥棒と救い主とを並べるなんてと言われそうだけれど、イエスのたとえはそういう点でのこだわりがない。とは言え、それがいつなのかは知り得ない。泥棒だっていつ行くのかは決して知らせない。怪盗ルパンでもない限りは、そんなことはしない。だとしたら、いつなのかを知るために必死になることよりも、いつであっても備えはできている、というふうに生きていくことの方がはるかに意味がある。終わりの時についての人々の思いは、神が語られているごく常識的な対応に比べて、実にいびつなものになっているのだ。
 
ルカ　12:41-48
05/09/2017 01:01:00
　手厳しい言葉も語られているが、イエスの言いたいことは、神が喜んでおられる生き方は何か、ということだ。もう一度、振り返ってみると、パリサイ人らのような戒律は守っているようでも神の心を知らずにいる生き方は違うと言われ、神ではなく物に寄り頼んでいる生き方も違うと言われ、そして、たいしたことはないと油断している生き方も違うと言われてきて、そして、主人の心を生きようとすること、神の心を生きようとすることにこそ意義があると語られているのだ。結局、それまで語られてきたものは、自分が中心であって、自己満足か、自分の力を誇るものか、好き勝手であったりなど、神ご自身と向き合って生きようとするものではない。それではどうにもならないからこそ、こういう厳しい言葉も出てくる。ちなみに、神とまっすぐに向き合うことをやっかいだと考えるのなら、それは人と人との友情や、あるいは愛情もまた手にすることができずに終わってしまうだろう。信仰とは何も特殊な世界のことではなくて、本来、この世界に、人の歩みの中にあるべきはずの、よき姿に同類のものは含まれている。
 
ルカ　12:49-53
05/10/2017 01:01:00
　むろんのことだが、イエスは決して世界を争いに巻き込もうというのではない。でも、真実なものが提示されていくときには、人々はそれに対する自らの反応を明確にしていかざるをえなくなる。そうしたら、主の呼びかけに同意する者、反発する者が出てくるのは必定で、その食い違いは大きなものとなる。どうでも良いものならば、ほどほどで済むだろうが、真剣だからこその衝突でもある。地に火を投げ込むとは、そういう深刻さを言う。思い浮かべてみよう。火事になってすぐさま避難する必要が生じたとする。どっちに逃げたらいいのかは重大で、間違った方向に入り込んだら大変だ。そういう時、好きなように、とか、どっちでもいい、とは言わないだろう。はっきりと、厳しく、こっちに逃げろと叫ぶはずだ。イエスの言葉は、そういう意味での厳しさがある。
 
ルカ　12:54-59
05/11/2017 01:01:00
　時代という言葉が出てくるが、告げられているのは、単に時流とか現在の問題点を考えることではなく、真に大切なことは何かをちゃんと見分けること、ピリピ1:9.では真の知識と識別力という表現が用いられているが、そこにある。ユダヤの人々は神に従うつもりはあったし、どう生きるべきかも分かっているつもりであったのだが、この章でイエスは繰り返し、人々が思い違いに陥っていることを指摘されていた。そして、わからないということ以上に深刻なのは、わかっているつもりでいることで、第一コリント1:18-.にも通ずる警告である。詩篇119のように、主に尋ね求めてこそだと悟る必要がある。
 
ルカ　12:57-59
05/12/2017 01:01:00
　この57節の言い方と、これが群衆相手に語られたこと、そして12:1.の言葉を考えると、人々がパリサイ人らを無条件に信じてしまって、神の告げられたことそのものが見えなくなっているという課題が背景にあるようだ。何も、パリサイ人らの教えていたことの全てが間違っているわけではない。彼らもまた律法を学んでいたのであり、個別具体的にはまっとうな事柄は多々ある。しかし、徹底的に探求し続けていた彼らが、結局は真のメシヤを見いだせずに過ぎてしまった事実は、彼らのものの見方が根底部分でずれていることの悲しい印だ。だからこそ、彼らの見方から離れて、改めて神ご自身の言葉に向き合う必要がある。御子は、真実な神の言葉を指し示し、実行するためにここにおられる。
 
ルカ　12:58-59
05/13/2017 01:01:00
　この言葉は、マタイ5:23-.では人の争い、いさかいの課題を語るためのものだが、ここではそのことよりも、自分たちが置かれている事態はかなり危機的なのだということを説明するために用いられている。イエスはご自分の中で慣れ親しんでいる言い回しや例話をお持ちで、その時々の必要に応じて活用されていたということだ。だからといって分かりにくいわけではない。前後を読めば、イエスが告げようとしていることは十分にわかり得るのだから。
 
ルカ　13:1
05/14/2017 01:01:00
　イエスの言葉からすると、人々はこの出来事を、そのガリラヤ人たちが何かとても悪いことをしたために悲惨な目にあったのだというように受け止めていたのだろう。そうでも考えないと受け止めきれないほどの衝撃だったのだろうとは推測できる。でもそれは、一見、同情しているように見えて、その実、自分たちの感情を納得させるためにそのガリラヤ人たちをおとしめている姿でしかなく、最も忌まわしいあり方の一つと言える。でも、悲しいことに、似たようなことはいつも起こっている。その相手の痛みを自分のこととして受け止めない限り、人は結局、自分のことしか思いやろうとしないのだ。
 
ルカ　13:1-5
05/15/2017 01:01:00
　イエスの応答は、人々の抱えている課題をさらに追求するものとなっている。人々はそうやってガリラヤ人たちを悪者扱いすることで、自分たちはそういう目に遭っていないから大丈夫だと安堵している。だが、その安心は大いなる勘違いに過ぎない。たとえ今は平穏な状態にあったとしても、罪そのものは誰もが抱えている課題であって、安穏としていられる者はいないのだ、という指摘だ。こういう教えを聞くと、いわゆる因果応報、つまり、善なら幸い、悪なら災いという方程式を、神は決して認めてはおられないのだということを痛感させられる。人が物事を把握するには分かりやすいかもしれないが、もっと大事なことは、人の判断する善悪を越えて神はこの世界と、人々と、しっかりと関わり、手を差し伸べ、掌握されているのだということを認めていくこと、だ。そのことをわきまえていることのほうが、因果応報的な理解よりもはるかに全うにこの世界を見て、この世界にあって生きていくことができる。人間自身の理解の限界で物事をきれいにまとめすぎない方が良い。
 
ルカ　13:6-9
05/16/2017 01:01:00
　この話は、番人の思いを軸にして読むべきものだ。一般論として言えば、出来が悪ければ切り捨ててしまって当然、という、この持ち主のような意見が正論であるだろう。でも番人は、何とかしてその木を残そう、それも、ただ残すだけではなくて、ちゃんと実がなることをも望み願っての思いを、切々と語っている。9節は、あくまでも正論に対する弁明としてのものであって、番人自身も諦めますという趣旨ではない。実際問題として、こうでも言わなければ、持ち主はすぐさま切り捨ててしまうだろう。この持ち主の声が、人間の世界の声である。番人の言葉は、それにたいして神のなさっていることを示すものである。厳しい神の姿と言われている旧約ですら、実は神は忍耐強く、どこまでも関わり続けておられるのだから。
 
ルカ　13:10-17
05/17/2017 01:01:00
　安息日は、神の御心がなされるべき時である。何かをしないことが問題なのではなく、何をするのかを考えるべき時だ。それを思えば、この女性が癒されたのはむしろ当たり前で、安息日が終わるまで待たせることの方が御心に反している。結局、あれはだめ、これはだめ、と言っている人々というのは、神の心を生きるつもりはなく、単に自分は立派にやっているぞ、ということを自他共に対して指し示そうとしているだけではないのか。この課題は、いつでも同様に問われていることでもある。自分たち自身が同じことをしているかもしれないのだと、自戒すべきだろう。
 
ルカ　13:18-21
05/18/2017 01:01:00
　神の国をどのように説明するかは、なかなかに難しいものだが、イエスはしばしば、その一側面だけに絞って人々に語っておられる。ここでは、ほんのちっぽけなものが、大きく広がっていくのだということが告げられている。前の部分に関連させるなら、とても小さく生きている人々が世間では熱心だと言われているけれど、真に良きものというのは、人が考えているよりもはるかに大きなものであって、ただ、人の目にはそれが見えていない、ということなのだ。良い悪いだけでなく、何とも残念なことではないか。
 
ルカ　13:22-30
05/19/2017 01:01:00
　30節の言い回しは、マタイ19では別の趣旨で用いられているが、ここでは救われることを求めて、切に主に願い、寄り頼むようにということを告げるものとして語られている。刺激的な言い回しは、様々に用いておられるのが、イエスのお姿でもある。なおここは決して、神の国に入れる人数が限定されているということではなく、適当に放り出していると大変なことになる、と告げるためのものだ。ただし、一生懸命に頑張ったら入れるのではなくて、神の御心に沿って願うこと、つまり、人ではなく神の御手によってこそと自覚しつつ、主の後を歩んでいこうとする姿勢、信頼という言葉が最もふさわしいと思うのだが、それによってこそ開かれている道をちゃんと歩んでいくことができるということが告げられる。これを競争して、出し抜いてでも自分が上に立てばというようすに読んでしまうと、そうやって先頭に立っているつもりの者が、実は最も後ろでうごめいているだけ、という、まさに30節の光景となってしまう。
 
ルカ　13:31-35
05/20/2017 15:21:54
　パリサイ人の忠告が、イエスの身を案じてくれたものなのか、脅すことで逃げ出させようという趣旨なのか、ここだけではわからない。どちらにしても、イエスご自身は全く動じず、自分が死ぬかどうかは父なる神の御心次第であって、ヘロデがどうこうできるものではないと言い切っている。人自身の言動の責任を無視して良いということではない。それでもなお、人の業を恐れるよりも、主の御手にこそ期待するのでなければ、それこそ、神を信じていることの意味がない。生きて働いておられる主がいることこそが、神の前に生きることの鍵であるのだから。そのように、ご自分の身について案じる必要を意識しなかったイエスは、だからこそむしろ、この街のこと、人々のことをこそ案じている。神がついていてくださるからこそ、他への思いを強く、大きく抱いていくことができるのだ。
 
ルカ　14:1-6
05/21/2017 01:01:00
　この類の出来事が、聖書には何度記録されていることか。ちゃんと数えてみたことがないけれど、実に悲しいことである。目の前に助けを必要としている人がいる。助けてあげられる力もある。それなのに、助けるべきかどうか、それも本人にとってどちらが良いかではなくて、自分の都合とか評判とか、そんなことで悩むことが期待されているのは異常でしかない。いや、神の前での正しさの問題だと言うかもしれないが、でも本来、安息の定めは神の前に生きることを確立するためのもので、誰かを助ける業を制限したら、安息の本質そのものが崩れてしまう。それなのに、こうやって人々はイエスがどうするかを見ている。これは注目する必要のない場面だ。見つけてすぐに癒やされて、回りも良かったねと喜んで、それだけの話であるべきものだ。
 
ルカ　14:7-11
05/22/2017 01:01:00
　自分の立ち位置を気にするのは、それが自分に対する評価を決めるものだと考えているからだろう。でも、人の間での序列など、結局は、お互いの考えがあれこれ動く中で左右されるものであって、その人の本質を指し示すものとは言えない。評価を願うのならば、それよりも、神の前に生きる姿を、神が喜んでくださっているかどうかに関心を持った方がずっとましだ。その場合も、頑張ったから評価が高いとか、他の人と比べてどちらが、などと考えるのではなくて、もっと単純に、まっすぐに、神がこの自分を喜んで受け止めてくださることを願い求めて歩むのがふさわしい。神は、他の人との比較ではなく、その人自身をこそ、ちゃんと見て、ちゃんと受け止めて、ちゃんと関わってくださる方である。
 
ルカ　14:12-14
05/23/2017 01:01:00
　話の流れからすると、人を食事に招くのは自分の評判を上げたいから、ということになりそうだ。ありがちなことだが、その効果は薄っぺらなものだ。どこかの誰かがもっとご馳走したら、すぐに印象は薄れるだろうし、お返しにと招待されたら、それで解消されてしまう。せっかく人を招くなら、もっと価値のあることのために、つまり、自分のためではなく、必要としている人のためにこそ、それはなされるべきだとイエスは告げている。だからこそ、お返しなどできない人をこそ、と言う。義人の復活の時のお返し、とは、いずれは見返りが期待できるという話ではない。それは真の幸いを目指す姿、である。
 
ルカ　14:15-24
05/24/2017 01:01:00
　神からの見返りを期待する声に、イエスはとても深刻な指摘をしている。つまり、人々は神の祝福を期待すると言っているが、実のところ、求めてはいない、というのだ。なぜなら、人々は神が与えようとしている幸いを拒み続けているから、である。この話に出てくる、せっかくの招待を断っている人々の姿、それこそが人の世が示しているあり方なのだ。何もできなくてもいい、仕方がない、でも、せめて、紹介されたら喜んで応じること、救いを与えたいのだと言われたら、ぜひよろしくと願うこと。それを自ら壊している現状は、まさに嘆きである。
 
ルカ　14:23
05/25/2017 01:01:00
　この「無理にでも」という言い方は、せっかくの招待を断っている人々の愚行を浮き彫りにするためのものだが、第二コリント5章に出てくる「和解への懇願」のことを思うと、この小さな言葉遣いの中にも、神の切なる心が示されていることを思わせられる。人はそっぽを向いている。あるいは、もともとからして入れてもらえるような資格などない存在だった（彼らは元々は招待されなかったのだ）。でも神は、無理にでも引っ張り入れようとするほどに、人々の救いを切に願い、事を進めてこられていたのだ。その重みをよくよく受け止めたい。
 
ルカ　14:25-33
05/26/2017 01:01:00
　26-27節は全てを捧げる覚悟を伴った信仰という印象が強く、神のために全てを捨てた者が評価される風潮の根拠としても扱われる。献身も、ルカ5:11などから、一切を手放すことと重ね合わせて語られることが多い。だが、この時、ペテロたちは家族を捨てたわけではないことは、他の箇所からも明らかであって、そういう自己犠牲的信仰という概念は、決して聖書的ではない。確かに、必要が生じれば、その実現のために我が身を投げ打つ覚悟は伴うだろう。究極の選択という場面はありえる。だが、常日頃から、所有物をすべて否定していかねば信仰とは言えない、というのは違う。個人的にそういう生き方を選択する人がいるのはそれで良いのだが、一般化してしまうのは弊害のほうが大きい。それにこの箇所は、捨てる覚悟ではなくて、ちゃんと備えておくことに関する覚悟の足りなさを問うものだ。罪は捨てるべきだが、神が造られたこの世界、それを投げ出すことを信仰としてしまうなら、大きな誤解である。
 
ルカ　14:34-35
05/27/2017 01:01:00
　一連の話は、ちゃんと心積もりをして、備えているのか、ということだった。いくら感情的に盛り上がって、「神様」とか叫んだとしても、そこに真実な思いがないとしたら、岩地に落ちた種と一緒である。むろん、信仰は人の力で成り立つものではない。だから決して、鍛錬して、心の力を強くしてというようなことではない。むしろ、何もできない自分であることをちゃんと自覚して、それだからこそ神に助けていただき、導いていただくことを切に願い求めるかどうか、そこに「塩気」というものがある。そう、塩は回りとは違う。人々の情熱と同じものに過ぎないとしたら、対象が変わってもさほどの違いはない、ことになりかねない。主にこそ寄り頼み、主の導きの中でこそ歩むことの幸いを知るならば、信仰の歩みは大きく違ってくる。
 
ルカ　15:1-2
05/28/2017 01:01:00
　取税人や罪人たちは、どうしてイエスのもとにやってきたのだろう。パリサイ人らの批判は、彼らの行行が神から遠く離れているゆえだが、その異質性は、イエスの教えとの間にも当然、存在するものだ。近づいて来て、教えに耳を傾ければ、耳に痛い、いや、激しく心を刺されることは多々あるわけで、こういう部類のものから逃げようとするのは多くの人の傾向のはずだ。実際、彼らは会堂には近寄らず、パリサイ人らに教えを請うこともないのだから。とすれば、イエスの教えが従来的な「正しさ」を説くものではなかったことになる。むろん、正しい。真理であり、正義であり、悪を毅然と否定するものだ。でも、神の呼びかけは同時に、罪に墜ちた人々を救い出すことを意図されるもので、だからこそ、厳しさと慈愛が同居している。この特質がこの世には、人には、どうしても必要である。パリサイ人らの教えはそれに気づいていない。ということは、自分自身についてもまた、神のあわれみと助けを願い求めてはいない、ということか。深刻な事態である。
 
ルカ　15:3-10
05/29/2017 01:01:00
　イエスがなぜ罪人らを迎え入れるのか、その理由が３つのたとえ話によって語られていく。いずれも、神ご自身の姿勢、御心を伝えるためのものだが、このように重ねて語られているのは、それが人々にとって馴染みのない教えであること、とても重要なことであることを考えさせられる。それにしても、イエスの教えは絶妙だ。飛び出してしまった人々、つまりはやっかいな人々に対して、この世は冷たいし、切り捨ててしまう感覚が強い。だがイエスは言うのだ。もしそれが羊だったら、銀貨だったら、何が何でも探し出そうとするはずだ、と。なくなったから仕方がない、で済ませるはずがない。まして、かならずどこかにあるはずだとわかっているのなら。神にとって、ご自分から離れて知ってしまった人間たちは、それと同じように大切、貴重、何としても取り戻したいものなのだとおっしゃるわけである。
 
ルカ　15:6,9
05/30/2017 01:01:00
　イエスのたとえ話で興味を覚える一つのことは、見つけ出した持ち主が、回りの人たちを呼び集めて、その喜びを分かち合っていることだ。23節でも同様である。なくなったものが人間なら、近所の人たちは誰だという論議になって、天使たちだろうかというふうに言われるけれど、そこまで厳密な話にしなくてもいい。ようするに、誰かが神の祝福を受けて立ち返るなら、それは世界全体、人々全体の喜びとなるだけのものなのだということで、こういうことが決して一個人の話ではなく、皆の幸いとして受け止められるべきものだという趣旨である。そうすると、せっかく罪人たちが神の教えに関心をもって集まってきているのに、それを否定的に言うパリサイ人らは、全くもって神の心をわかっていない、ことになる。御心を知らずにいると、幸いの機会すら失ってしまう。
 
ルカ　15:7,10
05/31/2017 01:01:00
　悔い改める必要のない人々、などは存在しないのだが、事情を知る者からすれば、パリサイ人らへの皮肉にも聞こえる。とはいえ、告げられているのはもっと本質的なことで、この世では見捨てられ、投げ捨てられている罪ある者たちが神に立ち返ることが、どれほど幸いなことか、という話である。人々はそれに気づかず、あんなやつらは、と言うわけだし、本人もそう思っているのだが、だから、たとえ受け入れたとしても片隅に追いやるくらいの感覚になるのだが、神にとってはとんでもない、この大いなる喜びよ、ということである。そういう喜びをちゃんと味わっていきたいものだ。
 
ルカ　15:11-24
06/01/2017 01:01:00
　このよく知られた話の基本的なテーマは、羊や銀貨と同じで、24節にも出てくるように、失われた者が取り戻されたことを心から喜ぶ神ご自身の姿、である。羊や銀貨は、見つかって良かったと喜ぶのは自然なことだったが、放蕩息子ではもう一歩進めて、悪辣なる弟息子ですら、失われた者が見つかれば喜ぶのだということが告げられ、冒頭にあった罪人を迎えることに直結していく。この息子のケースは、現代なら歓迎して当然と見られそうだが、当時であればまさに勘当、縁を切られて当然で、それを神は迎えるというのか、という衝撃が走ったはずだ。そのためにも、羊と銀貨で助走をつけたわけである。
 
ルカ　15:11-16
06/02/2017 01:01:00
　詳しくこの話を眺めてみよう。たとえ話は、微細なところに深入りしすぎないのが鉄則だが、それでもこれだけ綿密に語られたのだから、じっくり受け止めてみたいものだ。弟息子の行動は、当時の社会ではありえないことだ。父親が生きているのに財産の分け前はありえず、それは親の所有物を強奪するに等しい。遠くに旅立ったのも、自立・巣立ちなどと言ってはいられない。親を捨てるのは子としてありえない行動だった。彼が遊び暮らして財産を失ったのはその姿勢からすれば当然の帰結で、彼はまさに失われた者であって、回復の可能性はない存在であったのだ。イエスの話は徹底していて、考慮の余地を完全に排除したものとなっている。そんな者が、それでもなお受け止められていくことが語られるのだ。もっとも、パリサイ人たちは、自分らもまた神に対しては、この弟と同じ者なのだということを、全く悟ろうとはしなかっただろうが。
 
ルカ　15:15-19
06/03/2017 01:01:00
　羊や銀貨と違うのは、本人が悔い改めて立ち返ろうとしたこと、である。ここがやはり人間の幸いである。彼は助けを求めて父のもとに帰る決意をした。そこには幸いがあるのだと気づいたことはとても大事なことだ。とは言え、彼は自分が受け入れてもらえるような立場ではないことを承知している。だから、息子として受け入れてもらえることは願わず、使用人として雇ってもらえるようにと願うのみである。このような姿は、彼が真剣に自らの過ちを認めていること、そしてまた、父親のあわれみを期待していることを指し示している。そう、彼は父について、厳罰ではなくてあわれみを見ている。人が神に対して抱いている思いは、かなり間違えていることが多い。この弟よりもなお、間違えているのだ。
 
ルカ　15:20-24
06/04/2017 01:01:00
　しかし、弟息子が父について考えていたことは、大きく間違えていた。彼は、雇い人として迎えてくれるだろうという意味でのあわれみを父に対して抱いていた。それ自体が驚くべきものだが、実際には、父の心はそれよりもはるかに大きく、想定外のものであったのだ。彼を全面的に受け止めて、歓迎してくれる父の姿は、羊や銀貨の時よりもはるかに、人を愛おしんでおられる神の心を指し示している。神の心は人の心よりもはるかに高いと告げられているイザヤ55章の言葉は、ここにも力強く語られている。
 
ルカ　15:22-23
06/05/2017 01:01:00
　父親の歓迎ぶりを、イエスは実に盛大に語り描いてみせている。罪ある者を赦して受け入れるという場合、それは赦してあげている、とか、寛容の心をもって受け止めてあげた、という感覚になるのが自然なことだと思う。本来は、そこにいる資格のない者が、温情によって入れてもらっているという図式だ。本人としては、むろん、その自覚はあって当然だ。この弟息子もそうしている。だが、父親の態度は全く別のものだ。それは、賓客を迎えたときの態度にそっくりだ。来ていただいてありがたいと、こちらのほうが平身低頭するような場合に似ている。でも、第二コリント5章で「懇願」という言葉が使われているように、神の本心としては、まさにそうなのだ。何としても取り戻したい相手、人間が悪いことも、罰すべきであることも、甘い顔をするとつけあがる連中だと言うことも、すべて承知の上で、それでもなお、人をいとおしんでおられる主の思い。御子を代償としてまでも人を取り戻そうとなさる、神の心はこういう話の中にも色濃く表れている。私たちとしては、それほどまでに求められていることの幸いを、決して忘れてはならないのだと思う。
 
ルカ　15:24
06/06/2017 01:01:00
　父親のこの言葉は、32節でも繰り返されている。それは、神の切なる思いを示すと共に、人がいた状態が何だったのかを、強く告げているものでもある。些細なこと、たいした問題ではないと、人はそのように自覚しているのだろうが、神はそれこそ創世記の当初から言い続けているのだ。この者たちは、死んでしまっていたのだ、と。キリストの復活は、死を打ち破り、人に永遠のいのちをもたらすものであるが、それはこの肉体の死だけではなく、さらに深刻な、罪による死のことを解決する偉大な力の発揮であることを思う。そう、キリストをよみがえらせた神の偉大な力が人々にも働くのだという宣言は、とても豊かで、重たいものであることを思い知りたい。
 
ルカ　15:25-32
06/07/2017 01:01:00
　放蕩息子の話は、前半だけで終わりにしてしまうと、もともと何のために語られていたのかを見失ってしまう。そう、これは、罪人を迎え入れるイエスに腹を立てていたパリサイ人らに、なぜ罪人が歓迎されるのかを語るためのお話だ。だから、この兄息子は、ちゃんと生きているつもりの人々のことである。彼らが勤勉に、忠実に生きてきたのは事実である。たいしたことはない、などと揶揄するつもりは、聖書にはまったくない。でも、問われているのは彼らの処遇ではない。このどうすることもできない状況の人々である。それを、自業自得だと切り捨てるのは、神にとっては全く受け入れがたいことで、だからこそ赦しが実現している。もし、人が神ご自身の心を大事と思い、同じ方向に歩んでいきたいと願うのならば、確かにどうしようもない人々である。でもその彼らを受け入れることによってこそ、私たちは神の心を生きられる。いや、自分自身がそうやって受け止めていただいた者であることを、決して忘れてはならないのだ。
 
ルカ　15:31
06/08/2017 01:01:00
　兄息子の怒りの言葉については、一つ一つ検証しなくても良いかと思う。憤りと、やっかみと、もちろん正義感も含まれて、彼は怒り、そして神は彼を慈しんで、和らげようとしているようだ。ただ、その中でこの31節は考えさせられる。これをイスラエル民族は特別扱いなのです、という話に縮めてしまっては、あまり望ましいとは言えない。これは人類が本来持っている姿だ。創世記1-2章のように一切を託されている者であり、その責任はまだ消えてはいない。よく、他者の幸いを見ては憤る人があるけれど、そういう人ほど、自分が本来神から託された使命がどれほど豊かであるのかを、全く見ていないことが多い。最も悲しい、あまりにも痛ましい姿である。
 
ルカ　16:1-8
06/09/2017 01:01:00
　言うまでもないだろうが、イエスは決して、不正を奨励しているわけではない。たとえ話というものは、意図の部分に焦点を当てて、そこを強調するために話を作っている、と思って受け止めるのがふさわしい。で、ここに登場するのは財産の管理人である。彼の能力は、手の内にあるものを用いて最大限の効果を発揮させることにある。その点ではどうか。彼は自分の権限の及ぶ限りを尽くして、罷免された後の生活保持のために奮闘している。この主人は後者の点を評価したようである。もう少しわかりやすい話にするなら、怪盗ルパンが（ルパン三世でもいいが）厳重な警戒をすり抜けて秘宝を盗み出す物語を、人々は大喜びで歓迎する。そこに発揮できるものがあるのなら、大いに発揮されることを願うのがこの世の常で、それはごく自然な反応でもある。むろん、泥棒は良くないのだが、でも、こういう拍手喝采をしているときの人々の感覚は、スポーツ選手が活躍するのに歓声を挙げるのとも似ている。それなのに、ということをイエスは告げようとしているのだが、それなのに神を信じ、神によって与えられているいのちを幸いだと言っているはずの人々が、でも、与えられているものを用いようとせず、眠らせていたり、放り出していたりする。あり得ないことだと、主は問いかけている。
 
ルカ　16:9-13
06/10/2017 01:01:00
　13節は9-12節と逆のことを言っているように見えるだろうから、改めて考えるとして、神のもとに生きる者として、与えられている能力、機会、あるいは今のその時というものを、ちゃんと受け止めて、ちゃんと用いていくということは、本来的に神への誠実さにつながることだ。でも、意外と、神に対して熱心であると言い、清く正しく生きているのだと言っているはずの人々が、なすべきことを放置していたり、それこそ真剣に取り組んでいるとは言えない場合があることを主は指摘している。イエスは問うのだ。「あなたがたはこの世のことを些細なことと軽視している。そして、御国のことこそが重要だと言っている。だとするなら、その些細なことを放り出している者に、神はどうして重要なことを託したりすることがあるか。そうやって軽視することで、あなたがたは自分自身の失格を自ら宣言しているようなものだ」と。ちなみに、神ご自身は決してこの世のことと御国のこととを分断してはいないし、どちらが価値があるとか、そういう言い方はしていない。人々の言い分を前提とした話である。
 
ルカ　16:13
06/11/2017 01:01:00
　この言葉を、富を捨てて神のことだけに専念せよ、という趣旨で受け止めてしまうと、話の脈絡が混乱してしまう。でも、主が告げているのは、主人はどちらなのか、ということだ。神のことも富のことも、それぞれ大事だという姿勢ではうまくいくはずもなく、結局は富のほうに牛耳られて、支配されるだけのこと。しっかり、神ご自身にこそ基軸を置き、その御心に従って行くのであればこそ、富をも良い形で用いることが出来、人々の、あるいは自分自身の幸いにもつながるというものだ。マタイ6:33の「まず第一に」という言葉は、とても重く響いてくる。
 
ルカ　16:14-18
06/12/2017 01:01:00
　このパリサイ人たちは、おそらく、神の前に生きようとすれば、その他のものをすべて放棄することになるしかないのだと考えていたのだろう。パリサイ人と言えば、基本的に真面目で熱心な人たちであるのだが、その研ぎ澄ましていこうとする姿勢が、神の与えてくださる幸いの豊かさというものを見失わせてしまうこともあるようだ。人にとっては、神か富かという二者択一しか考えられないのだが、神ご自身は、そういう対立を超越してご自身が一切を導き、豊かにもしてくださる方だ。そういう神を信じられず、むしろ自分たちの力や意志によって遂行しようとするからこそ、そんなのは無理だといって投げ出してしまうことにもなる。自分に厳しく、の思いが自らを追い込むことにもなる。神の恵みの豊かさを狭く考えてしまうと、神の前に生きること自体もそぎ落としてしまう。あまりにも愚かで、でも、それが人の現実である。
 
ルカ　16:16-17
06/13/2017 01:01:00
　律法は養育係のようなものだとガラテヤ3章に書いてあるが、だとすれば、救い主が到来したからには、物事の本来の価値輪全面的に受け取っていこうとする歩みを目指す方が良い。そのように指し示すイエスは、そのためにしばしば、放縦だといって批判されていた。だが、一連の話を思い返せば、それが愚かな誤解であることに気づくだろう。神が示しているのは、富などに支配されてしまう生き方ではなく、神ご自身が軸となるからこその、すべてを取り扱い、決して投げ捨てるのではない生き方だ。だからこそ、律法が指し示している様々な戒めは当然に保持されるわけであり（もともと律法は、神のもとで幸いに生きることを前提とした道筋を指し示している。人々がそれを制限の教えとして考えているだけのことだ）、だから、律法は何も変わっていない、しかも神の前に喜び生きることも積極的に提唱されている、ということになっていく。出発点を取り違えると、何も良いものは生み出されない。
 
ルカ　16:18
06/14/2017 01:01:00
　イエスの教えに、離婚問題が時々出てくるのは、当時の人々にとって、これが大きな課題であったからだろう。結婚生活にはそれなりの定めがあり、縛りがあったから、それで人々は自分たちの思うがままにならないと、安易に離婚してしまえばいい、というふうに考えていたようだ。ある部分では正しく生きているつもりで、そこからの抜け道を探ろうとする。でもそれでは真に神の祝福を生きることにはならない。結婚問題は、あれはだめ、これはだめ、というだけでは解決しないのはもちろんである。だが、人々が安易に走って、かえって事態を悪化させていることをふまえて、主はこのように、まずは崩壊を食い止めるところから話しておられるのだと考えて良い。この箇所も、結婚問題の話をしていないのに、こういう話がポンと出てくるのは、本質自体の解決ではなく、人々の思い違い、神に従うことへの深刻なずれのひとつとしての話であるのだ。
 
ルカ　16:19-31
06/15/2017 01:01:00
　14節の「金の好きな」を受けて、さらには13節の「神にも富にも仕えることはできない」を受けて、このたとえ話が語られている。たとえだから、分かりやすく強調している部分はあるし、話の都合上出てきていることもあるから、これが死後の世界の実像と受け止めるのは避けた方が良い。ただ、人を救うのは財産ではないのだ、ということが強く指し示されているのは確かなところだ。この金持ちは死んでからそのことに気づいたのだが、こうやって話をしているということは、イエスとしては人々に、是非とも今のうちに気づいて欲しいと願っているのである。単なる断罪や善悪の理論ではなく、人々を案じるからこその話。それはこの金持ちが27節以降で示している思いの中にも込められている。
 
ルカ　16:19-22
06/16/2017 01:01:00
　これは決して、金持ちはだめで、貧しければ天国へ、という意味ではない。聖書は全く、そういう扱い方はしていない。告げられているのは、逆の発想で、金持ちだから安心ということはないのだということ、そしてまた、貧しくてどうにもならない状態だとしても、それで御国から除外されるなどあるはずがない、ということだ。ヤコブ2章や第一コリント11章なども参照したい。神はその人の心を見ると語られているように、社会的な裕福さによって物事が左右されることはないのだと、よくよく心に刻んでおきたい。
 
ルカ　16:22-25
06/17/2017 01:01:00
　死んだらアブラハムの懐に、というのは、ユダヤ人を意識した語り方で、アブラハムだって御国の住人の一人に過ぎず、別段、アブラハムが世話係をしてくれるわけではない。でも、こういう表現がユダヤ人にとっては最もしっくり来るわけで、だとすれば聖書はそういう機会を逃すつもりはない、のである。パウロが、全ての人のために全ての人になると言っていたのを思い出す（第一コリント9章）。告げられているのは、この世での扱いは、その人の本質を現しているとは言いがたく、だから、御国では全く違う扱いになることは多々あるのだ、ということである。誰かに対する扱いや評価を思う時には、人の思いと神の御心とは大きく違っていることを肝に銘じるべきだ。
 
ルカ　16:23-26
06/18/2017 01:01:00
　この話から、死後の世界について様々なイメージを思い描く人は少なくない。ただ、たとえ話の、しかも本筋以外の部分を根拠に何かの理論を形成するのは、差し控えるべきだと思う。この箇所で言えば、地獄は焼け付くような暑さというイメージがあるが、確かに火の池という表現も黙示録には出てくるが、それが象徴的なものかどうかはその時になってみないとわからない。もともと、死んだ後にすぐに地獄へという構図は、聖書全体からすると合致しない。それは最後の審判の時に関わる話だ。神の御許と地獄とが隔絶されるという構図も、そのこと自体はおおよそ聖書全体に合致するけれど、でもここでは両者の間に会話が成り立っているのだが、それがありえるのかどうかについては、確かなことは何も言えない。そのあたり、読み込みすぎるのは警戒した方が良い。
 
ルカ　16:25
06/19/2017 01:01:00
　ここを、地上で良いものを受けたら御国では苦しむのだというような構図で受け止めてしまうのは避けた方が良い。地上でも御国でも良いものを受ける人もあるし、どちらでも邪悪なものしか手にできない人もある。ここはあくまでも、悪人たる金持ちと善人たる貧者という、話の盛り上げとして実に分かりやすい設定にしているだけのことだ。人の評価とか、あるいは神ご自身の評価を推察する場合には、分かりやすい判断の部類は避けておいた方が良い。人はそ複雑な存在であるし、そして、神ご自身の御業は、人の思いを越えてもっと複雑である。聖書の単純な約束は、主を信頼して寄り頼むならば救われる、ということであって、こういう明確な約束についてこそ、そのまますっきりと受け止めれば良い（第一テモテ1:15）。
 
ルカ　16:27-31
06/20/2017 01:01:00
　この話でイエスが伝えようとしたのは、この世での安穏が決して御国に連動するわけではないという警告と共に、この最後の箇所に出てくる話である。つまり、真に意味を持つのは、奇跡でも不思議でもなく、神の御言葉に耳を傾け、心を開くかどうか、であるのだという点だ。これは、多くの人にとって驚きだろう。この金持ち同様に、多くの人は思っている。何か不思議なことが起これば人々は神に立ち返るのだ、と。でも、それは現実ではないことを、旧約も新約も指し示している。神がどれほど偉大な御業を行っても、それだからといって人々が真に敬服することはない。きっかけにして神を見上げようとする人はいるが、ただの興味本位で終わる人の方が多い。神がこの世に対して呼びかけておられる最大の手段は、聖書なのだ。聖書こそ、はとても重要なことである。
 
ルカ　17:1-2
06/21/2017 01:01:00
　イエスの言葉は、時に過激でもあるが、それほどに、小さい者たちを大切に思っておられるということだ。こういう箇所を、小さい者たちだけが特別扱いされるのか、というふうに読んでしまうとすれば、それは自分自身に強い自信を抱いていることを露呈することになってしまう。18:9からのパリサイ人のように、である。そう、主の思いは、すべての、ひとりひとりに注がれている。あなたが失われるなど、そんなことは決してあってはならないのだと、主は切望しておられるのだし、だからこそ「全ての人が救われることを望んでいる」という言葉も出てくる。主の本気度は、十字架によって確かにうかがい知れるのだ。
 
ルカ　17:3-4
06/22/2017 01:01:00
　つなずかせるな、という教えが、赦しの話につながっていることは、マタイよりもルカのほうが言葉数が少ない分だけ、明瞭に示されていると思う。つまずかせる行為には様々あるけれど、この箇所からすれば、主が意図しておられるのは、赦そうとしない姿勢であるのだ。人は愚かにも罪を犯してしまう。むろん、放任はできない。まあいいよ、とも言えない。罪は罪であり、なかったことにはならない。でも、そのように厳しく見定めた上で、それを赦していくことこそが、小さい者をつまずかせないあり方なのだと言う。確かに、そうやって支えられていくのでなかったら、人はとうてい立っていられない。誰でも、である。ヨハネ8章の、あの、罪のない者が・・・という言葉は、この視点で考えていくと、理解が深まるだろう。
 
ルカ　17:5-6
06/23/2017 01:01:00
　信仰を増す、という意味合いを、弟子たちは、自分たちの精神力の向上という感覚で思っているようだ。それは古今東西、ごく一般的な理解の仕方でもある。でもイエスは違うと言う。本人の精神的な力の問題ではない。事がなるかどうか、本人の問題ではなく、神ご自身の御手が働くかどうか。人にできるのは、主がなしてくださると信頼して待ち望むこと。それだけであって、事が起こっても、それは神の栄光であって、人の側の功績ではないことを、よくよく覚えておきたい。信仰に関するこの理解は、神の前に立とうとするときには、とても大事なことである。
 
ルカ　17:7-10
06/24/2017 01:01:00
　話の流れからして、当然、イエスはこの話を、「信仰を増す」に関連して語られている。とすれば、信仰を増すとは、何か偉大なことを成し遂げられたかどうかではなく、頑張ったかどうかでもなく、ごくごく単純に、なすべきことをしているまでだ、という主への全面的な信頼と期待によって生きている姿にこそあるのだということになる。世の中では、自分の出来次第ということを考えるのが常だが、神の思いはそうではない。だからこそ、罪ある者たちが赦され、受け入れられ、祝福されていくのであるのだが。
 
ルカ　17:10
06/25/2017 01:01:00
　なすべきことをしただけ、という言葉は、神の前に生きる者として大事な指針だ。高ぶるなとか謙遜であれという点ではない。そこで取り組んだ業について、一々評価してもらう必要性がない、感謝してもらう（9節）必要性がない、ということだ。評価に値しないと軽視されているのではない。偉大なことをなしえたかもしれず、そうありたいと願うのであるけれど、それでもなお、湖の業によって認められる必要性がない。とても簡単な理由だが、すでに十二分に、あふれるほどに神から恵みを受けており、それ以上入りきらないほどに祝福は注がれており、全面的に認めていただいているから、だ。私たちに注がれている神の幸いは、何よりもキリストの救いによって実現しているものだ。それを越えられるものなどありはしないし、比較できるものすらない。だからこそ私たちは、喜々として仕え、そして、何一つ、追加の評価などなくても十分、と言える。そう言えるかどうかは、この救い、この信仰の理解に大きく関係している。
 
ルカ　17:11-19
06/26/2017 01:01:00
　ツァラアトのいやし、そして、サマリヤ人がいやされていることに示されている神の恵みの豊かさは、他の箇所でも取り上げられている。ここでの注目点は、祝福を与えられて、それでどうしたのか、である。9人が邪悪というわけではない。彼らはイエスの指示通りに動いたのだとも言える。サマリヤ人はユダヤの祭司に会いに行くわけにはいかないから、戻って来やすかったのだとも言える。そう、理由は様々あって、それぞれにもっともだ。ただ、このサマリヤ人の姿が、他の人々の行動がやはり何かおかしいぞと気づかせてくれる、そういうきっかけになった。日頃、ユダヤ人はサマリヤ人を蔑視していたが、そういう人の存在によって自らが問い質される。これを恥とか、そんなふうに思わないで、実に意義深い、ありがたいことだというふうに受け止めていくならば、この出来事はユダヤ人にとってもまた、価値あるものになっていくのだが。あいにく、人の心はそういう素直さ、謙虚さを、なかなか持ち得ずにいる。
 
ルカ　17:11-19
06/27/2017 01:01:00
　それにしても、サマリヤ人一人が戻ってきたというのは考えさせられる。それまでは10人は一緒に行動していたのだ。ユダヤ人とサマリヤ人という違いなど気にせず、共に暮らしていたのだ。それが、癒やされたとたんにバラバラになってしまう。このサマリヤ人は仲間たちに、お礼を言いに行こう、と呼びかけたはずだ。でも、すでに彼らは仲間ではなくなってしまっている。誰一人、サマリヤ人と共に行く者はいなかったのだ。苦しいときには心が開かれ、幸いになると心が狭くなっていくという、このあまりにも悲しく、愚かなあり方を、でも、人はなかなか克服できない。
 
ルカ　17:20-21
06/28/2017 01:01:00
　パリサイ人の問いかけは、イエスが神の国の話を繰り返しなさっていたからだが、それを、イエスが王として旗揚げすることだと思い込んでいた人たちは少なくなかったようだ（19:11）。ヨハネ7:3-4ではイエスの兄弟たちもそんな言い方をしており、この誤解は根深いものだったと言える。救い主であるイエスにとって、この自体への対処は難しい。誤解を避けようと謙虚に身を引いてしまうのでは、救い主としての権威と御業をも否定的に受け止められてしまうし、むろん、この世の力で人々を支配・統率するつもりはない。全体として言えば、主は誤解よりも否定を避けることを意図されたようだ。神は全能だが、受け取る側の限界ゆえの混乱は避けられない。
 
ルカ　17:20-21
06/29/2017 01:01:00
　誤解は避けきれないが、それでもここでは神の国がこの世的な力で成し遂げられるものではないことを明示するために、この発言を主はなさった。もっとも、これもまた誤解する人はあって、イエスの目指したことは心の内の事柄であって、感情的、感覚的な慰めや励ましの類だというふうに思う人は少なくない。でも、イエスはずっと、ご自分の与える救いが実質的で、暮らしも世界も根底から変えていくものだと語られていた。この言葉は、どのように実現するのかを指し示すもので、人のなすような力での遂行ではなくて、一人一人の心そのものを変えることでの変革なのだということを告げる。マタイ26:52も参照できる。
 
ルカ　17:22
06/30/2017 01:01:00
　ちょっと難解な言葉だが、5:35からすれば、今現在の状況には終わりが来ることを指摘されたものと言える。今はまだ、神の国は実現していない。祝福という面では、もっと早くと願う思いもある。一方で、それは神が与えてくださっている猶予でもあり、真に神を待ち望む者にとっては、忍耐強く、しかし、明るい希望を胸にしつつ、世界の人々も共にという願いを抱いて歩んでいる日々。しかし、いずれは決着の時が来る。神の国の到来は、祝福の全面的な実現でもあるが、待っていてくださる時の終わりでもあるから、喜びでもあるが、厳粛な時でもあり。この言葉は、「あと少しの猶予を」という思いが成り立たないときが来る、という趣旨で読むのがよさそうだ。
 
ルカ　17:23-30
07/01/2017 01:01:00
　25節は後回しにするが、告げられているのは、事がなる時には、それは突然で、そしてまた、即座のことで、ちょっと待って、はないということだ。予告がないわけではない。それはずっと語られ続けている。そして、何の問題もなく、安心して迎えられる道もすでに備えられている。何の難しさもない。でも、それを求めるのかどうかは、それぞれの選択次第であって、ノアやロトの出来事においては、多くの人々がその呼びかけを顧みることもなく、自ら壊滅の道を選んでしまったのだ。ヨナの出来事は、それとは逆の可能性もあることを指し示してくれている。
 
ルカ　17:31-32
07/02/2017 01:01:00
　到来の時についての厳粛な宣言に伴い、警戒するようにと告げられている。油断という言葉が日本語ではあるけれど、日頃から主の呼びかけを聞いて、応じていれば良いことではあるのだが、それがどうにも投げ捨てられている現実を思わせられる。37節は手厳しい。どこで残されるのか、との問いかけに、人はそれぞれ、自分の状態に似つかわしいところにいるのだと言う。生きることを選び取る者は生きる者の場所で、滅んでいくことを選び取る者はそういう場所にいることになるだけのこと。問題はどこにいるかではなく、自らが何者か、そして何を選び取るかにかかっている。
 
ルカ　17:20-37
07/03/2017 01:01:00
　それにしても、終わりの日について、人は大概、自分のことばかり考えているのだなと思う。ある人は早く、と言う。つまり自分は大丈夫だという思いでいるのだが、しかし、他の人のためには、もう少し猶予をという思いもありえることを全く顧みてはいない。別の人はまだまだと言う。それは今の猶予に甘んじているばかりで、真剣な問いかけに応答しようとはしていない。神のあわれみや慈しみと放縦とを混同している。神の国のその時について、どう祈り願うべきか。御心のままに、としか言いようがないことを、痛感させられる。
 
ルカ　17:34-35
07/04/2017 01:01:00
　このような箇所を、終わりの日にそのまま起こることとして考えるのは、話の脈絡からすると、ちょっとのめり込みすぎではないかと思う。イエスが語られているのは、思いもよらないときにその時は訪れるのだということで、二人いるのに、突然に一人が目の前から消え去る、みたいなことを告げようとしているわけではない。私はむしろ、戦時中の話を思い出す。空襲があって、戦闘機が襲いかかってきて、そうすると、自分は無傷だが、隣にいた人は倒されているということがあったのだと。現代なら、交通事故の類でも似たようなことはある。まさに思いがけないことに、であって、その点にこそ注目すべき箇所で、ポンと消え去るかどうか、の話にしてしまうのは、興味本位的な扱いであって、望ましいことではない。
 
ルカ　17:25
07/05/2017 01:01:00
　この説は後で触れる、と書いていたので、後戻りするが、このように終わりの時について語られているイエスだが、そういう先の話の前に、まずはご自身の十字架のこと、贖いの業のことがあるわけで、それを経た上でのことであることを、よくよく意識しておく必要があるのだ。さもないと、一連の話は、単なる未来のお話になってしまうし、たとえば、自分が生きている間はまだ、という場合にはほとんど意味のないことになってしまう。一連のことは、御子による救いが実現した上での話であって、一切は神の御手の中にあり、絶対的な安堵が前提であり、決して、突然可の嵐に翻弄されるような話ではないことを覚えておきたい。
 
ルカ　18:1-8
07/06/2017 01:01:00
　このお話の要点は、すぐには答えがないように思うときでも、失望せずに祈り続けなさい、ということである。理由は、神は必ず応えてくださる、からだ。そのことを説明するために引き合いに出されているのが不正な裁判官。こんな人でも、そして、うるさくて仕方がないという理由ですから、答えてくれることがある。まして神が無視したり、忘れていたり、などありえるはずがない。とすれば、たとえ今はまだ答えがないように思えても、諦めるなど、自分で自分の幸いを投げ捨てているようなもの、なのだ。この指摘は、なかなかに鋭いものだと思う。
 
ルカ　18:3
07/07/2017 01:01:00
　たとえ話は細かく分析しなくても良いのだが、この女性のことは少し考えてみたい。彼女はおそらく身分のない、財産もない人だ。そんな彼女にとって裁判官は遠い世界の人で、恐ろしく感じられ、自分の思いなど受け止めてくれるはずがないと感じられる相手のはずだ。期待などできるはずもなく、と。それでも願い続けたのは、彼女には切なる必要があったからで、放ってはおけないことだったからだろう。守ってください、という言葉も出ている。神に対して、しばしば恐怖心や敬遠の思いがあるのは世の常だ。でも、その神ご自身が願えと言い、求めよと言っておられるのなら、臆することなく願えばいいというのは、ごくごく常識的な判断ではないのか。
 
ルカ　18:8
07/08/2017 01:01:00
　後半部分に注目。人の子が来たとき、とは、通例に考えて、この世の終わりの時を指しているはずだ。でもその時、「信仰」が見られるかどうかと案じている。この場合の信仰とは、立派な生き方などではなくて、ここに語られている通りに、神に期待して、信頼して、願い求めることだ。それがなくなっているということは、つまり、神を思うことがなく、神は捨てて人だけで生きるのだというつもりになっている、ということで、言い換えれば、神を恐れることを忘れている。終わりの時だけでなく、この課題は人類が常に持ち続けている根本的なもの、だ。そう、初めの時から、である。
 
ルカ　18:9-14
07/09/2017 01:01:00
　この話、当時の人々の感覚では、パリサイ人のような祈りは立派なものと理解されていた、ということを前提とする必要がある。彼は世間的感覚で言えば、何も偉そうにしているわけではなく、取税人を見下げているわけでもなく（そんなことを意図する必要性はない。一緒に並べられる可能性など皆無というのが常識だったのだから）、自分のことを見て、胸を張って祈っているだけのことである。でもそれが違うと言われている。頑張ってきたのだから報いを、報酬を、と願うことは、道徳的には問題ないし、世間的にも当然なのだが、ただ、神の前では意味がない、ということは知っておいた方がいい。神は人々の歩みをご存じで、必要にはちゃんと応えてくださり、必要以上に与えてもくださり、だから、報いをと願い求める必要性はない、のだ。無駄なことをしているからこそ、このパリサイ人の祈りは、立派な姿を示しているはずなのに、醜悪に感じられていく。
 
ルカ　18:10-12
07/10/2017 01:01:00
　パリサイ人の祈りはよくあるものなのだが、神との本来の関係からするとうまくない。理由は、昨日も述べたように、必要のない訴え、であることが一つ、そしてもう一つは、我が身を誇ってみせる姿の課題である。誇れることなど何もない（ガラテヤ6:4）自分であるとも気づかずに、立派にやっているから安心だと思っている悲しさである。油断、いいや、ありもしないものに頼るのは悲劇だろう。だからこそ、取税人の祈りのほうが良いとされる。
 
ルカ　18:13-14
07/11/2017 01:01:00
　取税人のしていることが良い、などということは全くない。彼は自分でも認めているとおりに、悪事を行っていた人なのだ。でも、そんな者が神によって受け入れられる唯一の道筋は、神の前にへりくだり、神の助けに委ねることのみ。「私はそこそこやっています」と胸を張ることでは、これはどうにも手に入らない。なお、「義と認められて」とは、義ではない者をそれでも神は受け入れてくださっているということだ。彼が実質的に義になったなどということは全くない。だからこそ救われた者たちは、自分たちが立派だなどとは、決して勘違いしてはならないのだ。
 
ルカ　18:14
07/12/2017 01:01:00
　この言葉は、イエスの語られたものであるからこそ、いわゆる謙遜を説くような一般的受け止め方は避けたい。ここで語られている自分を低くする理由は、それが高潔な姿勢だからではなく、救いを与えて事を解決してくださるのは神ご自身しかいないから、である。自分の頑張りや立派さではどうにもならない。だからこそ、パリサイ人の姿は否定されている。断罪ではない。それでは助からないから、である。パリサイ人の姿を思うイエスの心は、泣いていたに違いない。取税人の生き様は論外である。でも、彼は助けを求めている。ここしか頼れるところはないことを、よくよく心に刻んでおきたい。ガラテヤ2:15-16も参照。
 
ルカ　18:15-17
07/13/2017 01:01:00
　子どもたちが気高いなどという話ではない。弟子たちは彼らを退けようとしたのだ。能力、資質の不足、何もできないのだから、ということだ。たとえば、選挙運動で、赤ん坊や小学生相手に必死で説き伏せようとはしないように、である。相手を嫌いかどうかではない。弟子たちは、イエスの運動を盛り立てようとしていたので、役に立つ人を求めていたのだ。だがイエスは、ご自身が人々を助けるのであって、だからこそ、その人の善し悪しで区別はしない。何もできない者たちを救い出すことこそが、神の国の意義である。それを、自分は役に立つからと言っているとすれば、それは大きく間違えている。
 
ルカ　18:18-23
07/14/2017 01:01:00
　同じテーマの出来事だ。この役人は、自分の力と頑張り、志に自信があった。だからこそ、何をすれば、と言う。どんな課題でもやってみせる、という自信がみなぎっている。財産の施しは、それが重要なのではない。この人の弱点を指摘しただけである。その懸念通りに、彼は悲しんだ。ここには立ち去ったとは書いていないが、「とうてい応じられない自分を、それでも助けてください」と願ったようには書いていないので、失望落胆して終わってしまったのだろう。自分の力に寄り頼む者は、それが破綻すると、すべては終わりだと思ってしまう。本当は、何もできないと悟るところから、大切なことは始まるのだが。
 
ルカ　18:24-27
07/15/2017 01:01:00
　金持ちを否定しているわけではない。イエスの言葉をそのように受け止めるのは偏狭だ。彼にとっては、他の事柄はいくらでも犠牲的に頑張れるのに、財産を手放すことは難しかったが、他の人にもそれぞれに、しがみついているものがあり、それを突破するというのは容易なことではない。だから、そうやって神の国に至ろうとするならば、どうにも道はふさがれてしまうことになる。弟子たちは、イエスの言葉に意気消沈しているが、もちろん、道はある。そう、27節に言われているように、人にはできなくても神にはできる、のである。事は金持ち云々ではなく、神によってこそ導かれ、助け出され、受け止めていただくことが、神の国に入るためには、それしかないのである。
 
ルカ　18:28-30
07/16/2017 01:01:00
　私たちは頑張っています、と言っているペテロの言葉には、金持ちの役人はだめだったが、私たちはやっていますよ、という自負心が感じられる。話の流れからすれば、そんな言葉に対しては厳しく叱責をする、ということもありえただろう。でもイエスは、彼らの取り組みと熱心さを喜んで受け止めて、彼らを励ます応答をしている。一見、それは前の部分に矛盾するように感じられるかもしれない。でも、イエスは教科書的に教えているわけではなく、その時々の状況と、相手にとっての必要を思いつつ対応なさっているのだ。時には厳しく叱り、時には肝要に受け止めて励ます、それは、誰かと真剣に向き合う場合には当然のことである。まあ、弟子たちは、他の場面でいくらでも厳しく指導されているのだが。
 
ルカ　18:31-34
07/17/2017 01:01:00
　この時、イエスはエルサレムに向かっている。到着すれば、十字架の時である。だからこそ、弟子たちには何度も予告していくようになる。それは、これから起こることの一切が、神の御手の中にあることをはっきりと指し示すためでもある。驚愕するような困難に直面するのだが、いやいやそれもまた御手の中、と知っているかどうかは大きなことなのだ。あいにく弟子たちはそれを悟らず、イエスに対する熱心さはもちろんあったが、神のご計画には無頓着で、それで大混乱に陥ってしまう。熱心であることと、真に神の御心を受け止めていることとの違いを、大いに痛感させられる。
 
ルカ　18:35-43
07/18/2017 01:01:00
　人々の反応は、つまり、イエスは大事な仕事をしているのだから、この人に関わっている余裕はないぞ、というものである。彼に対する意地悪ではなく、イエスを思うが故に、だとは考えたい。でも、もともとイエスは、助けを必要としている人々のためにこそそこにおられる。だから、彼を迎え入れ、彼の必要に応えてくださっている。人間には限界があるので、すべての必要に応えることはできないだろう。教会の取り組みも限定的にならざるをえない。でも、神の全能は、すべてのことに応じられることを忘れてはいけない。だから、神には期待し、神に委ね、だからこそ神に祈り求めていくことは、何もできないと痛感する時にもなお、忘れたくないと思う。
 
ルカ　18:40-43
07/19/2017 01:01:00
　当初は遮っていた群衆が、イエスに指示されると、ちゃんとこの人を迎え入れ、イエスのもとに連れてきて、そして、彼の願いがかなったことを喜んでいるのは、とても意義深いことだ。時に理解できないことがあるのは事実だ。人の思いには反するように思えることもあるだろう。でも、神の確かな指示があるときに、それに応答するのであれば、それはたとえば、「でも網を下ろしてみましょう」と言った姿とも重なる。そしてまた、彼の癒やしを共に喜んでいる姿も心地良いもので、喜ぶ者と共に喜ぶことは、神の前に歩もうとする者にとって不可欠の姿の一つと言える。もしこれがやっかみや批判の反応だったら（パリサイ人らには見られたものだが）、これほど嘆かわしいものはない。
 
ルカ　18:35-43
07/20/2017 01:01:00
　この出来事、一連の流れを辿り直すなら、こういうことだろう。エリコの町にイエスが来ると知らせが届いて、街中が大騒ぎになった。それでこの盲人が、何事かと回りの人に尋ねて、彼はイエスがまだ遠くにいて、姿も見えてはいないのだとは気づかない、すぐさま、大声で助けを願い求め始めた。回りとしては、まだイエスは到着していないのだし、うるさいと押しとどめようとするのもわかる。でも彼としてはここで諦めてなるものかと必死で叫ぶ。なおさら辟易した人々は、イエスがいよいよやってきた時に、邪魔だとばかりに、必死で押しとどめようとした。そんな騒ぎを聞きつけたイエスが、すぐに彼を呼び寄せられた、というのが、事の成り行きだろう。回りとしても、イエスが受け入れてくれるのであれば、これは幸いなこと、すぐに彼を連れて行ったのは、必然でもある。
 
ルカ　19:1-10
07/21/2017 01:01:00
　よく知られ、また、多くの人が好んで読み返している出来事だ。それだけに、聖書に書かれている以上に話を膨らませる傾向もあるが、本旨を外さなければ、多少のふくらみは構わないだろう。そのくらい、事の意味合いはまっすぐに指し示されている。何より、このザアカイが邪悪な人で、回りからも唾棄されるような存在だったことは、2-3節ではっりきと示されている。彼には、何一つ、評価され得るようなものはなかったのだ。彼がいちじく桑の木に登ったのも、そのことだけで熱心だと評価できるわけではない。たとえばザアカイは18章終わりの盲人のように、諦めずに必死で叫んだわけでもないのだ。でも、その人に目を留めて、つまり、彼には助けが必要なのだと見定めて、イエスご自身が近寄っていき、声をかけておられるというのが、この出来事のまさに出発点である。それが神のなさりようであると、聖書はずっと言い続けている。
 
ルカ　19:4-5
07/22/2017 01:01:00
　この言い方からすれば、イエスはもともとザアカイを目指ししてやってきたわけではなかったようだ。たまたまそこを通り過ぎようとしただけ。でも、そこで目に留まったザアカイのことをわかって、彼に助けの手を差し伸べている。この呼びかけは絶妙で、もし、彼が拒むならば、あるいは逃げ出すならば、それで終わってしまっていた。イエスはザアカイを捕まえたわけではなく、無理強いをしたわけでも、命じたのでもなく、だから、ザアカイ自身が思いを抱き、そして、応答することによって、事は進んでいった。出来事は、誰もが驚くほど突然であった。神の偉大な御業は、人が切望して待ち続けている時だけではなく、思いがけなく動き出すこともあるのだ。
 
ルカ　19:7
07/23/2017 01:01:00
　街の人々の反応は、当時としてはごく当たり前のものだった。イエスのなさったことが驚きであって、人の社会にはそんな許容性はなかなか期待できるものではない。おそらく、いつでも人の最初の反応はこんなものだろう。本人ですら、そのように反応することがある。だから、注目すべきは、神の御業を知った後でどうか、である。そのまま、神が何を言おうが、しようが、断固として否定し続けるのであれば、それはどうにもならない。でも、神のなさることを知って、それならばと受け取れるのであれば、それが、主を信じて、慕い求めようとする者たちのありようと言えるだろう。
 
ルカ　19:8
07/24/2017 01:01:00
　ザアカイの、こういう態度が、彼がイエスに受け入れられた理由、ではない。ここは大事なところで、この対応は、あくまでも結果である。神の恵みを与えられた者としての、その幸いゆえの応答である。物事は、前後、つまり、何が原因で、何が結果なのかを見誤ると、話が全く意味を失ってしまうこともある。なお、この言い方からすると、彼は何も全財産を捨てることを意図したわけではないようだ。半分を施すというのは、社会人としての立場を保持しつつ、その人としての全力での取り組みを示すもので、四倍にして返すのは律法の定めに準ずるものだ。彼は我が身を滅ぼすとか、そういう話ではなくて、当時の社会にあった定めに基づいて誠実に取り組んだ、ということである。それでいいし、それがいい。過度であれと言われているのではない。
 
ルカ　19:9-10
07/25/2017 01:01:00
　イエスの言い方も、ザアカイを特別視するものではない。彼もまたアブラハムの子、他の人と同様に、神が祝福を与えようとしている者の一人、ということである。時に例外的なことも必要だろう。でも、より大切なのは、神がすべての人に対してなしてくださっていることは何か、である。そういうものだからこそ、誰もが期待し、誰もが願い求めていくことのできるものを見出すことができる。そしてそれが、失われた人を捜して救うこと、であるのだから、私たちとしては大いに慰められ、励まされることではないか。
 
ルカ　19:11-27
07/26/2017 01:01:00
　このたとえ話の発端は、人々が「神の国がすぐにでも現れる」と思っていたから、だと11節に書かれている。人々が思い描いているのは、イエスが毅然として立ち、ユダヤ復権のためにローマなどに立ち向かい、勝利してくれる、ということだ。これが大きな誤解であることは、いずれは明らかになって行くが、この段階ではどれほど口を酸っぱくして正しても、なかなか理解できなかったようで、イエスも強くは反論していない。ただし、実質的には人々の思惑を根底からひっくり返すことを何度も語られていて、ここもその一つ、ということである。時に、人々の思いがすぐには刷新され得ないことがあるが、だからといって諦めるわけにはいかない。いくつかの誤解が残ったとしても、人々の生き方がまっとうであるようにと語りかける必要がある。
 
ルカ　19:12-14
07/27/2017 01:01:00
　マタイ25にも類似の話があるが、場面設定などはルカの方がはるかに綿密だ。この人が憎まれていたという話は、イエスが人々から憎まれていくことを意識したものとしか説明のしようがないだろう。27節にもつながるこのことは、「神の国」到来を待ち望んでいる人々のありようとは全く言いがたい。彼らは自分に都合の良いリーダーを求めたのみで、真にそのメシヤに従うつもりもない。その姿勢が、１ミナを隠していた人の存在にもつながる。人々は、真のメシヤなど求めてはいない。この辛辣な指摘は深刻である。
 
ルカ　19:16-19
07/28/2017 01:01:00
　この人たちは、主人の命じたことに従ったのだ。13節で、商売せよ、と言ったのだから。しくじる可能性があるので、危険を避けて残しておく、という選択肢は、主人の命令からすればあり得ない。こういう場合にも、主人に対する信頼があるかどうかは鍵だ。信じていなければ、せめてもの危険回避で、そのまま残しておくという考え方も出てくるが、信頼して託してくれたのだと思っていれば、精一杯やってみようと考えるのが最も自然なはずだ。人ははたして神を、ちゃんと信頼しているのか。
 
ルカ　19:20-25
07/29/2017 01:01:00
　もともと信じられないのなら、預からねば良かった。あるいは、それこそ銀行にでも託せば。でも彼は何もしなかった。危険を回避するという口上はそれなりでも、彼は何もしなかった。彼は弁解の余地なく、主人に積極的に逆らったのである。１０ミナの人も５ミナの人も、同様に喜んで受け止められていたことからすれば、もし彼が精一杯やって、その結果としての１ミナだったら、意味はずいぶんと変わっていただろうに。成果の問題ではない。その指示に聞き従おうとしたのかどうか、それは重大な意味を持つ。
 
ルカ　19:24-26
07/30/2017 01:01:00
　これを１０ミナの人へのご褒美というふうに考えると、人々の戸惑いも分かるのだが、よく考えれば、もともと主人はしもべたちにその金をあげるとは言っていない。手にした１０ミナもつまりは主人のものだ。とすれば、これは褒美ではなく、むしろ、ちゃんと管理するためにこそ、である。村とか町に当てはめたら、無能でやる気がない市長に任せるよりも、ちゃんと実績を積んでいる人に託した方がずっとましだ。彼は、自分の利益よりも、より多く使命を託される、という意味合いだったことを心に留めておきたい。
 
ルカ　19:27
07/31/2017 01:01:00
　14節からの続きになるが、神は決して、逆らう者たちはなぎ倒してしまえ、と思っているわけではないし、そういうやり方はしておられない。ただ、当時の常識からすれば、この回りにいる人々は断罪されで当然、枷らが放置されること事態そのものがありえない。そんな世界に対して、でも、神が実際になさつたのは、滅ぼされても当然の者たちを顧みて、助け、救いを与えてくださったということ。このギャップが、イエスという方の意味合いを、鋭く告げている。
 
ルカ　19:28-34
08/01/2017 01:01:00
　いよいよエルサレムである。回りは誰も気づいていないが、イエスご自身は、これが最後の時であるのを知っている。望んでの道だが、ゲツセマネのように、それは苦悩の歩みであり、晴れ晴れとした心ではないし、まして、都に凱旋するような感覚ではない。でも、王として、この世界を助ける王としての到来だからこそ、いつもとは違う、大げさなくらいに堂々と、はっきりと存在を知らしめてのエルサレム到着となっている。謙遜であることと、時に必要性から、自分の存在を明示する必要性ということの違いは、はっきりとさせておかねばなるまい。
 
ルカ　19:29-34
08/02/2017 01:01:00
　ろばの子に乗ってエルサレムに入ることにしたのは、ゼカリヤ9:9にある預言を念頭に置いたものであるのは明らかだ。ただし、当時のユダヤ人が意識していたメシヤは、ろばに象徴される平和ではなく、軍馬が象徴する、敵を打ち倒して確立する平和だから、人々にとってイエスの行動は戸惑いだったことだろう。でもここには、真にメシヤであり、かつ、神の御心にある平和の実現が何であるのかが、はっきりと指し示されたのだ。私たちも、神の支配を考える時には常に、ろばの子を思い出す必要がある。
 
ルカ　19:29-34
08/03/2017 01:01:00
　弟子たちがろばの子を連れに行ったときの出来事は、必ずしもイエスの奇跡的業と考える必要性はない。事前に依頼してあったとしても、これと同じ受け答えになっただろう。注目点はむしろ、弟子たちがろばの子などは全く思い浮かべもせずにいて、だからこそ戸惑っていることだろう。彼らが用意するとしたら、それはろばではなく、間違いなく馬だったはずだ。神は人間たちの思い違いをすぐさま叱責することはしなくても、真に必要なことを成し遂げるために、ご自分で事を備えて行かれるということは、聖書にしばしば見られることだ。
 
ルカ　19:35-38
08/04/2017 01:01:00
　イエスは堂々とエルサレムの都にやってきている。現代なら、世界中に生中継されても良い、そんな感じだ。クリスマスの時は、世の大半は知らなかった。でも、これから起こる十字架の出来事は、すべての人の前に示されるべきもの。だから、当時としては可能な限り、人々の目の前で事は進んでいく。むろん、それは反発も生む。でも、十字架はすべての人のために神が与えてくださってかけがえのない贈り物。だから、例え反発する人がいたとしても、それも含めて、皆の前に指し示されることが欠かせない。そう、それは今でも同じで、だからこそ福音はあり揺る人々の前に提示される必要がある。
 
ルカ　19:35-38
08/05/2017 01:01:00
　それにしても、民衆の大騒ぎは何だろう。ガリラヤからついてきた人々の騒ぎだ、という説明もある。むろんそれもあるだろう。でも、当時はすでに、ガリラヤの人たちの熱狂は消え去りつつあった。エルサレム在住の人々も呼応したからこそ、である。数日後には怒号に変わるのだが、それでもこの時、人々はイエスに期待したのだ。中身は明らかに食い違っていたのだけれども。人の愚かさと、自己中心的な姿と、そして、それですら、こんな歓喜が起こるというところに、神の御業というものの偉大さを思う。そう、彼らが語り叫んでいたこと自体は、かなり鋭く真実を指し示すものとなっていたのだから。神の圧倒、として受け止めたい。
 
ルカ　19:39-40
08/06/2017 01:01:00
　イエスへの反発を強めていたパリサイ人としては、この抗議は当然かもしれない。それほど群衆の叫びは、メシヤそのものへの思いを表す部類のものだった。彼らとしては承服できないものだったのだ。通例としては、これは道理である。もし、誰かが自分をさも偉大なものであるかのように言ったら、それに反発するのは健全なことだ。ただし、これはイエスがたきつけた騒ぎではなく、群衆のうちから自然発生的に出てきたもの。彼ら自身ですら理解しきっていない、でも、神の用意してくださるメシヤの存在について、人々は叫んだことになる。それが人の思惑からずれているほどに、ここにまた、神がイエスのこの出来事に強く関与されていることを思わせられる。念のため、表面的な騒ぎではなく、その根底に神ご自身の御心を理解していくことが、やはり必要である。
 
ルカ　19:41-44
08/07/2017 01:01:00
　エルサレムが言葉の通りに崩壊するのは、ローマに責められた70年代の事件だろう。だが、イエスの言葉は、そういう紛争の類を予告するだけのものではないように思われる。ユダヤが壊滅していくのは、彼らが自分たちの存在意義、神が与えている役割の意味を悟らずに、自分勝手に「神の民」としての特別性に固執したからでもある。それは、キリストに到来を悟らず、受け止めずに反発していく姿と、根本的には同じことで、そう、彼らは神の民と自負しながらも、神の心を受け取ろうとはしなかった。それは、あまりにも悲惨な、悲劇的光景である。ユダヤ人の責任だ、仕方がないと言い捨てることも可能だが、神はそのようにはしない。本人の責任でも、それでも神はその悲劇を嘆き、悼むのである。だからこそ、呼びかけ続ける。
 
ルカ　19:45-46
08/08/2017 01:01:00
　ルカはこの出来事を他の福音書より簡単に記している。読者層からして、イザヤの預言に込められた重い意味合いまで悟るのは容易ではないと考えたためかもしれない。神に祈るための場として大切に確保されるべきものが、人々の利得を優先する扱いがなされていたことへの厳しい叱責という意味では、むろん、提示されている意味合い同じである。イザヤの言葉には、異邦人などが共に神の前に祈ることも含まれているが、そこまで掘り下げなくても、当時の神殿が本来の意図を忘れて使用されていたことの課題は重大である。ちゃんと祈りの場として、ということを重視していけば、いずれ、自分だけでなく、という要素にも目が開かれていくだろう。
 
ルカ　19:47-48
08/09/2017 01:01:00
　こういう説明書きは、あの日の出来事の意味合いを知るのに、良き示唆となる。夜中に急襲し、夜の内に裁判で決着をつけようとしたのは、時間を置くと民衆の反応が不安だったということがあったということになる。とすれば、あれだけバタバタの、整合性もない強引さは、なるべくしてなったということか。言い換えれば、当時のユダヤ社会においてすら、イエスへの処刑判決は妥当性を持ってはいなかったということか。このことは、後に人々がキリスト教信仰に入っていく上では、大きな意味を持つ。キリストの死は罪の身代わりだから、ともかく命を提供すれば良いのではなくて、徹底的に善であり、何一つやましさのない状態、それも世の人々がそうだと納得するような正しさ、清さということは、これが神から人に向けられた呼びかけであることを思うと、とても重要な要素であったことになる。
 
ルカ　20:1-8
08/10/2017 01:01:00
　イエスのこういう受け答えは、あるいは、まともな答えを回避しているように見えるかもしれない。だが、まともに応じても、それを真剣に受け止めようとはせず、付け入る口実を探すばかりだった人々への対応としては妥当、ということが一つ。この類のことについては何度もすでに語っておられたということが一つ。それから、バプテスマのヨハネを引き合いに出すことで、彼らが自分としても真剣に受け答えする機会を与えようとしたということもある。もし彼らがヨハネについて、まっすぐに向き合おうとするなら、イエス自身のことについても、その意味を見出すことはできただろうに。あのニコデモのように、である。
 
ルカ　20:1-8
08/11/2017 01:01:00
　それにしても、バプテスマのヨハネについては、当時のユダヤ社会ではおおよそ肯定されていて、それこそパリサイ人などでも高く評価していた人たちはいた。加えて言えば、彼はすでに死んでおり、政治的な面倒を起こすこともない。真っ直ぐに向き合いやすい相手であったのだ。それなのにこの人々は答えを回避した。人は、十分に応え得るときですら、そこから逃げようとする場合がある。それではどうにもならないことを、深く考えさせられる。
 
ルカ　20:9-18
08/12/2017 01:01:00
　ここには旧約時代の預言者が扱われていることを、人々はすぐに察知したはずだ。神はイスラエルの民を復帰させるために預言者を送り、呼びかけ続けたのだが、でも人々は彼ら預言者を殺し、神の呼びかけを拒み続けた。新約当時のユダヤ人は神に対して熱心だったと言われているが、でも、預言者を拒み続けた経緯を認めててはおらず、悔い改めてもいない。どれほど熱心でも、もし、神ご自身の呼びかけを受け止めて、そこに応答することを志すのでないとしたら、その熱心は、少なくとも主なる神の前では意味をなさない。神のことばであるイエスの呼びかけが拒まれたのは、必然でもある。
 
ルカ　20:13-15
08/13/2017 01:01:00
　旧約では、神はここまではしていない。これは明らかに、御子であるイエス自身のことを意識しての語りである。イエスは明確に、ユダヤ社会の意図を見ておられたということである。もっともここでは、贖いのための犠牲という意味合いには触れていない。むろんイエスはすでにその意味合いを語っているのだが、ここの話題はあくまでも人々が神の呼びかけに耳を貸そうとしていないということだから、話の趣旨を混乱させないためにも、十字架の持つより本質的な意味合いは割愛している。
 
ルカ　20:15-18
08/14/2017 01:01:00
　話の意図が絞られていたからこそ、ぶどう園の主人は農夫たちを滅ぼすのだ、という話が出てくる。実際には、神はそういう扱いをしてはいない。つまり、御子を殺されたので民を滅ぼす、ということはしていない。御子の死は、人々を助けるためのものである。むしろ、御子を送らなければ、その結末はこの世界の滅亡だったろうが。だからここでは、あくまでも一般論として、もし、神の呼びかけを拒んでしまうならば、その結末はどうなっても当然か、ということを問い質しているものである。私たちはイエスによる救いを知らされているが、人の本来の事態が何であるのかも、ちゃんと知っておく必要がある。
 
ルカ　20:17-18
08/15/2017 01:01:00
　キリストという礎石は、人々の救いを実現するための土台である。だから、この石が存在することで神に逆らう人々が滅ぼされてしまう、ということではない。むしろこれは、人々の思い、そして考え方、当時の人々が思い込んでいた神への熱心さの姿など、そういったものが粉みじんに、ということを指摘するものとして受け止めるのが妥当だ。イエスはしばしば、当時のユダヤ社会が抱いていた信仰態勢というものを、強く否定なさっていた。人間的には熱心だったけれど、その方向性は神から人々を遠ざけるものであったからである。そういう厳しさから、私たち自身も陥っている過ちの可能性を、ちゃんと考えておくべきだろう。
 
ルカ　20:19-26
08/16/2017 01:01:00
　20節の解説は、他の福音書よりも分かりやすい。ヨハネが書いた当時、誤解がみられていたからだろうか。ともかく、だとすれば、間者たちの言い分はあまり注目する価値がない。イエスの答えは、受け答え自体としての鋭さがある。間者は、カイザルに税金を払うことが神に対する冒涜では、と言うが、だとしたら、日頃、カイザルの銘が記されている貨幣を用いていることも冒涜ということになるわけで、一切の貨幣経済には関わらない覚悟があれば別としても、自分に都合の良いところは大目に見て、税のように払いたくないものについてはその論理で正当化しようというのは、あまりにも都合の良すぎる話であろうということだ。これでは間者側としてもぐうの音も出ない。ただ、こういうふうに神の言葉を自分の都合で理由しようとする人は、いつでもある。自戒すべきことだ。
 
ルカ　20:25
08/17/2017 01:01:00
　イエスは、神かカイザルかという二者択ではないのだと告げている。もともと、すべての権威は神のもとにあり、なのだから、カイザルと関わることが神への否定になるはずもない。このやりとりの背景には、当時のユダヤ人の意識も関わっているのだが、そうそいう対立的意識で見るのは御心とは違うのだ。そして、大事なこととしては、単にどう見るかの話ではなく、どう関わるのかということ、そこでそれぞれかどう自らの責任を果たすのかということが問われるのだと、イエスは告げている。議論だけでなく、事はやはり、人がどう生きて、どう行動するかにおいて、強く問われていくことを覚えておきたい。
 
ルカ　20:27-40
08/18/2017 01:01:00
　サドカイ派は社会的地位の高い人々が多く、現状に対する否定感が弱かったためだろうが、今の生涯を重視して、死後のことはあまり意識しなかったとされている。ここで言う復活とは、死んだ者は、後に神の定めた時が来ると、皆、肉体をもってよみがえる時が来るのだ、というもので、ラザロのような生き返りとは別の話だ。パリサイ人を初めとして、当時のユダヤ人大半はこのことを信じていたとされる。旧約前半はこの認識が薄いとも言われるが、預言書などには復活を前提とする教えも多々見られるし、もちろんキリストご自身は復活を明確に肯定されている。この部分は、そういう議論の中での対話であることを、まず踏まえて読んでいくことが必要だろう。
 
ルカ　20:27-33
08/19/2017 01:01:00
　この話でイエスが語っていることの意味合いは、聖書の中でも難解なものの一つであり、気軽に解説してしまうことをためらわせるものだ。サドカイ派の意図は難癖だから、それを堂々と退けたのは、それで良いのだが、はたしてイエスはどこまで御国について解説するつもりだったのか、あるいは話の流れから一つの想定を示されただけなのか。サドカイへの強力な反論としてはどちらでも十分に意味があり、それで満足するのでも良いのだが、やはり気になるので、慎重に探ってみることにしよう。サドカイの提示した例は、旧約から見られる制度で、家系を絶やさない方策の一つだ。日本でも旧家や同族経営の会社などでは見られる可能性がある。そのこと自体の是非は、今は考える必要はない。ともかく、そういう可能性があり、それでもし、そういう事態になったらどうするのか、というサドカイ派の設定は、それ自体は悪いとは言いがたい。周りにいた人々も、イエスの答えに注目したはずである。
 
ルカ　20:34-36
08/20/2017 01:01:00
　イエスはここで、復活の姿というものは、めとることもとつぐこともないのだと語られた。サドカイ派の問いかけをそのまま当てはめると、生きている間に夫婦として生きていた者たちのつながりが、復活の際には消えてなくなっている、ということになる。この場合、いわゆる肉体関係のことだけでは済まない。夫婦のつながりは、共に生きるという一切の感情と思考に関わることだからだ。それらも一切消えなければ、一人の女性に7人の親密な関係であるはずの男性、という位置づけは残ってしまう。でも、天国では個々人の認識が消えるとか、過去の記憶はなくなるとか、あるいは、記憶はあっても感情的には霞んでしまう、みたいな話は聖書全体の意味合いとは違う。もし、そういう感情や記憶が消えるのだとしたら、肉体そのものは物質的には新たになっているのだから、そこに個人としての継続性を見ることは難しくなってしまう。そうう話をイエスがなさったとは、どうにも考えにくいのだ。
 
ルカ　20:35-36
08/21/2017 01:01:00
　イエスが言おうとされたのは、サドカイ派の屁理屈をひっくり返すための話と考えるほうが似つかわしい。彼らは復活を否定するために、復活後に一人の女性を7人の男性が取り合う、または共有するという想定をして、もちろん彼らはそれをおかしな話だと言っている。それに対してイエスは、想定されている取り合いというのは、つまりは、次の世代を残すための関わりを言っているわけなので、その前提部分に問題があるということを告げている。今の世の人々が次世代を残すことに必死になるのは、自分たちがいずれ死ぬからであるのだが、もはや死なない者になっていることを考えると、その必死さの動機が存在しなくなっている、ということだ。ただしこれは、先の世のことについて、何らかの具体的な姿を指し示した者ではないと考えた方が良い。もはや死なない、という点は復活を意識する者たちの共通理解だったので、そこだけを手がかりにして、サドカイ派の屁理屈は奇妙な話だと退けている、というのがこの話の中身だと見るのが良いだろう。
 
ルカ　20:35-36
08/22/2017 01:01:00
　復活後の夫婦関係のことについては、率直に言って、聖書は明確なことは語っていない。告げられていない以上は、わからない。もしサドカイ派が真剣な問いかけとして、つまり復活を待望している人々が問いかけたのであるならば、イエスはもっと別の答え方をなさっただろう。ただし、おそらくそれは、「あなた方は今はまだ知らなくて良いのだ、心配はいらない」というものになっただろうが。この言い方はサドカイ派への反撃としてのものである。だから、これを根拠にして先の世の姿を思い描くのはやめておいた方がいい。もう少し、このことを続けて考えてみる。
 
ルカ　20:35-36
08/23/2017 01:01:00
　この箇所の解説として、復活後はもはや子どもは生まれないのだ、と書いている注解書もあるようだが、厳密に言えば、ここではその点は何も語られていない。当時のユダヤ人が考えていたことを背景にして、そういうことを前提とした論理は使われているけれど、明言されているわけではない。死なないことと子どもは生まれないこととは別の話であるのは、創世記の始まりを見るとよく分かる。諸々の状況を勘案すると、もはやこれ以上は増えない可能性はあるが、それもまた、神のみぞ知る、の部類ではある。聖書の理解は、書かれている程度に広く、また狭くの原則を大事にする必要がある。
 
ルカ　20:37-38
08/24/2017 01:01:00
　死後の状態を引き合いに出しての反論を切り上げて、イエスは次に旧約に出てくる言葉を手がかりにして、復活を顧みようとしないサドカイ派に反論している。ただ、日本語訳を読んでいる私たちには、出エジプト3章のこの箇所が何の関係があるか疑問に思うとしても不思議ではない。日本語は時制、つまり現在か過去か未来かをさほど厳密に分けずに語る。でも、新約のギリシャ語もそうだが、その区別は厳格だ。ところでその箇所は現在形で、つまり、アブラハムたちが今そこにいるような感覚で語っている。アブラハムはイエスの頃から2000年ほども前に死んでいるのに、である。つまり聖書はアブラハムたちを大昔の過ぎ去った人とは見ず、今も存在している者として扱っていることになる。サドカイ派は、死んだらおしまい、消えてなくなるのだと考えていたようだが（日本にもそういう感覚の人は少なくない）、神は決してそのようには扱っていないのだと、イエスは説いている。生きている者の神、という言葉があるが、意味合いとしては、神は人々を生きている者として扱っておられるのだ、と言い換えても良さそうだ。だとすれば、人間の側で勝手に、あの人はもういない、とか、自分の人生もそこそこで終わる、などと考えるべきではない。諦めるには早すぎ、油断するにも早すぎる。
 
ルカ　20:37-38
08/25/2017 01:01:00
　アブラハムの神・・・という表現は、聖書全体としては、真実な約束をされた神様、ということを意識させる使い方が多い。その意味合いを当てはめようとすると、神の真実はどこまでも尽きることはない、のだから、人の限界にばかり捕らわれないで、もっと大きく生きていけ、という趣旨にも読める。そのようにとっても結論としては間違っていないが、ここで取り上げている死者の復活はあるかどうかの議論とは関係がなくなってしまうので、ここはやはり昨日のように理解するのが良い。死は罪の結果としても厳しさにあるが、でも神はそれを打破してくださるのだ。
 
ルカ　20:41-44
08/26/2017 01:01:00
　旧約の言葉を用いたので、同じように話を続けたのだろうか。話のテーマとしては前の部分と繋がりはない。キリストをダビデの子と呼ぶのは新約でも繰り返されていることだが、ユダヤの人々はその言葉の意味をダビデの後継者という程度に考えていた。つまり、ダビデのようにして民を救ってくれる存在、ということだ。でも、旧約も含めて、神が指し示している真実は、ダビデの活躍とは比較にならないほど徹底的な救いの業を実現する存在としてのキリストだから、人々のこの誤解を何とかする必要があった。イエスは、旧約においてすでにキリストの特別さは明記されていることを指摘して、人々が目を覚ますように呼びかけている。いつの時代も、人は自分に都合の良い程度の救い主を思い浮かべやすい。深刻なことである。
 
ルカ　20:45-47
08/27/2017 01:01:00
　一連の対話の中で、イエスが当時の宗教的指導者たちと対決しているのを注目していた民衆の前で、彼らの抱えている課題を、分かりやすい実例をもって指し示し、そういう人々の呼びかけではなくて、神ご自身の呼びかけにきちんと向き合うようにと告げるための言葉である。彼らは神のことを思うのではなく、あるいは回りの人のことを思うのでもなく、自分自身の利得や満足を追いかけているではないか、と指摘している。人の心の内にあるものはその人の言動に表れるのだと語られるイエスの言葉は、誰もが常に意識し、何より自らのあり方について問いかけるべきものだ。
 
ルカ　21:1-4
08/28/2017 01:01:00
　この出来事の背景には、群衆の目が金持ちたちの行動に注がれ、称賛を浴びせていたということがあると推察される。直前の言及とも結びつく。もっともここでは金持ちが非難されているのではない。そういうものの見方しかしようとしない群衆を問い質しているのだ。だから、彼女が全財産を献金したわけではあるまい、という指摘は、さほど必要ではない。確かに、貨幣経済のみに限定されていたわけではない立場でもあったからこそ、彼女はそのとき持っていたものを投げ入れたのだろう。明日の食事よりもこの献金を、と覚悟を決めてしたというわけではあるまい。でもそれはイエスの言葉の重要点ではない。むろん彼女をほめよ、と言っているのでもない。人知れず、良き業がなされていることを心に刻んでおき、目に見えるものばかりを称賛するなと、そういうことである。
 
ルカ　21:5-6
08/29/2017 01:01:00
　この話も、前の部分と趣旨は共通する。人々は目の前にそびえている神殿の大きさに感銘を受け、これなら盤石と思っているわけで、でもイエスは、人の手によるものはいずれは崩れ去るのだと、冷静に考えれば当然であるはずのことを、あっけなく忘れ去っている人々に対して、それは愚かすぎると語られている。よく、形あるものはいつかは壊れる、という言い方を聞くが、人はしばしばそのことを忘れ、目の前にあるものは永遠だと思い込んでしまう。だがそういう感覚は、真に永遠である方の存在を忘れさせ、神にこそ信頼し、期待することを忘れさせてしまう。そういう課題があるからこそ、たとえそれが神殿でも、それを褒めそやしすぎるのは危険なことなのだ。
 
ルカ　21:7-9
08/30/2017 01:01:00
　イエスの言い方からして、それが世の終わりに関係することだというのは、群衆も気づいたようである。終わりの時についての意識は、当時のユダヤ人も多くの者が、抱いていたようである。そういう場合に人々が思う最初の疑問、関心は、それはいつか、である。だが、人はなぜ、時期を知ろうとするのだろう。時が分かれば、それに対処できるというのか。準備して、抵抗できるように備えるのか。それとも、乗り切ることができるように知恵を絞っておくのか。聖書が語る終わりの時に最も必要なこと、それは神を信頼して委ねること、である。でも人々は、その時を知ることで自分で何とかしようと心掛ける。これでは、神はあえてでも、その時期を示してはくださらないだろう。人にとって百害あって一利なし、の知識になってしまうからこそ、である。
 
ルカ　21:7-9
08/31/2017 01:01:00
　イエスのこの言葉は誤解されることが多い。つまり、戦争やその他、後ろに次々と語られていることなどがあれば、それは終末が近づいていることの印だ、というふうに、である。一つの項目が終われば、一段落前に進み、ということだ。でもそれはイエスの言葉を受け止め違っている。イエスが語られたのはむしろ、そういうふうに世の終わりかなと思いたくなるような出来事があっても、でも、これで終わりだというふうには考えるな、ということである。回りばかりを見ていると混乱もする。だが神を見上げていれば、そんなことにはならずに済むのだ。世の中は動揺するが、神は何ら影響されることなく、粛々とご自分の業を進めて行かれるのみ、なのである。
 
ルカ　21:10-19
09/01/2017 01:01:00
　迫害も、終末到来を推し進めるものだというふうに受け止められていることがある。でも、神の願いとしては本来は迫害などないのが一番である。一時的な介入で片がつくなら、あるいは神はそのようになさったかもしれない。でも、こういう形での介入は良い結果にはならないからこそ、神は迫害が横行しても、なお事を動かしてはおられないのだ。それを考えると、迫害などが起これば、神が終わりの日に向かっての時を進めている、という意味にはなり得ないものと思う。重要なのは、そういうふうに厳しい事態に陥っていても、それでもなお、慌てず、騒がず、動揺しないで、神への信頼を守り続けていくことだ。そうであれば困難な時代をも乗り越えられるだろうし、信仰が真に目指しているものを見出すこともできる。
 
ルカ　21:18
09/02/2017 01:01:00
　苦難について語る部分でこの言葉が告げられているのは、とても印象深い。髪の毛一筋という言葉そのものについては、現に、殉教する人々もあるのだから、文字通りを意図しておられたわけではあるまい。様々な厳しさはある。でも、その上でなお、主が顧みてくださり、受け止めて下さっているからこそ、人々は心から確信するのだ。これはまだ終わりではない、これで崩れ去るのではない、主がよみがえられたように、神は私たちのためにも道を用意してくださっているのだ、と。
 
ルカ　21:20-24
09/03/2017 01:01:00
　この箇所は、西暦70年頃のユダヤとローマとの戦いを思い浮かべさせてくれるし、実際に、この言葉を思い出して逃げた人々もいたと伝えられている。ただ、話の流れとしては、世の終わりについて語っている際に、唐突に70年頃の出来事への警告を発するというのでは、何だか場違いな思いがある。イエス自身の理解のうちには、その事件のことがあっただろうが、語られた意図としては、もっと一般的な話だったと考えるべきか。神の民、神の都と言われていたものが崩壊していくことへの言及は、旧約も見られるもので、その中でも決して慌てず、しっかりと踏みとどまるべきことを語る言葉は少なくない。つまり、大丈夫だ、心配はないと思い込んでいる人々に対して、この章の冒頭から続くテーマの通りに、厳しい事態は起こるのだと語り、そしてまた、それでもなお主の助けはあると語る。あのバビロン補囚の時も、その基軸こそが人々に告げられていたことだった。結果的には、ユダヤ戦争時の人々は、この言葉を思い起こして助けを得たわけで、そう、神の言葉は身近な日常の中にも具体化するのだ。
 
ルカ　21:23
09/04/2017 01:01:00
　これは決して、「身重の女」や「乳飲み子を持つ女」を否定的に言っているのではない。そういう、身体的に負担を抱えている人々にとって厳しい事態、つまり、回りが自分のことだけで精一杯だと叫び、助けを必要としている人々を投げ捨ててしまう、そういうふうになってしまうからだ。本来はそれは全くふさわしくない。厳しいほどに助け合ってこそである。だが、人はそういう生き方をすぐに忘れて、仕方がないと口にする。それが当然のように見られ、横行するという現実を、主は鋭く指摘しているのだ。これは一部の人々の不幸ではなく、人類全体の問い質されるべき課題である。
 
ルカ　21:25-28
09/05/2017 01:01:00
　イエスのこの言葉は黙示録の描写とよく似通っている。神ご自身の提示されている事なのだから当たり前でもあるが、初期の教会で、その理解がきちんと共有されていたことの印にもなる。終わりの時について、室はそれはすでに起こっているのだ、というふうに言う人もあるし、中には、自分は再臨したキリストだと主張する人もあるが、この言葉を見る限り、やはりそれは劇的な事態で、誰もがそうと気づくようにして実現するものなのだと考えさせられる。現象の中身そのものは、この言い回しが個別具体的なのか、それとも象徴的なのかは不明だが、明確な出来事であるのは疑いようがない。ただ、忘れてならないのは28節、それは決して悲劇ではなく、むしろ堂々と歓迎すべき時、なのだ。神を待ち望む者にとっては。それを見落として慌てふためくのは愚かなことだ。
 
ルカ　21:29-33
09/06/2017 01:01:00
　イエスが終わりの時について語られた理由は、21:5以降に出ていたように、人々が目の前にある壮麗な神殿に感激し、こういうものが永遠に続いていくかのような思いを抱いていたからだ。それに対してイエスは、世に起こる様々な困難や混乱のことを語り、「ごらん、世は決して安定などしていなくて、今にも崩れ落ちそうだ」と指摘される。そして、この世が決して盤石ではなく、終わりの時を迎えることになるのだと、人々の思いを正そうとなさっている。告げられているのは、終わりの時のスケジュールではなく、終わりがあることを知れ、という宣告で、戦争やそういうものを見るときには、その宣告を思い出せとおっしゃっている。同時に、世は自ら終わりを迎えるのではなく、あくまでも神の御手の中にあり、だからこそ、神に寄り頼んでいれば何も心配はいらないのだということも含めて、主は人々に語られている。その意図を取り違えると、おどろおどろしい世の終わり物語になってしまう。映画などでは格好の題材だろうが、それと神の意図を混同してはまずい。
 
ルカ　21:34-36
09/07/2017 01:01:00
　無用の慌てふためきが戒められている一方で、根拠のない安堵や、「油断」の問題が警告されている。このことは以前から語られていることで、留守にしていた主人が突然帰ってくる、という話は何度も出てきている。きちんと神の前ら生きていこうとしているならば、恐れる必要はない。自分の力量ではなく、神ご自身の支えに生きている限りは、案ずるには及ばない。でも、その神を忘れて放縦に生きているとしたら、その時が訪れた場合には恐慌に陥るだろう。顔面蒼白のしもべのようになるな、とは、主が何度も語っておられることだ。日々を主の前に生きる方策は決して難しくはない。主の祈り、聖書という主の御言葉を受け取りつつ歩むならば、それこそが確かな歩みを形作っていくのだから。
 
ルカ　21:37-38
09/08/2017 01:01:00
　エルサレムを訪れる時、イエスの一行はベタニヤ村に寝泊まりすることが多かったとされているが、ここではオリーブ山にいたと記されている。十字架目前のため、都のすぐそばにいることになさったのか（ベタニヤもそれほど遠くはないが）。ルカがこの言葉を記したのは、やがてオリーブ山でイエスが捕らえられることを意識して、あの夜も、前日などと同じ場所に行ったのであり、ユダもそれを承知していたということを指し示しているのだと考えられる。それにしても、王である方が都に来たのに、夜になると出て行くという姿は、ご自身、まさに王としての何よりの使命である十字架の贖いが、まだなされていないことを意識されたのだと受け止めるのが良いだろう。
 
ルカ　22:1-6
09/09/2017 01:01:00
　ユダがなぜ裏切ったのか、そのはっきりとした理由は聖書に明示されていない。ただ、彼の呼びかけは祭司長たちにとって何よりのものだったろう。手詰まり状態を一気に解消できる機会を手にできたのだから。彼らが喜んだと記されているのは、事態が大きく動いていくことを指し示す言葉だ。にしても、ユダという人、慎重に考えて、明確な決断として行動を起こしたのではないようだ。聖書にある限りで言えば、彼が裏切りを意図した様子が出てくるのは、この週に入ってからであり、以前からの疑問や怒りなどの様子は皆無だ。その短慮が、自らを滅ぼすことになっている。
 
ルカ　22:7-13
09/10/2017 01:01:00
　この経緯を、イエスの奇跡的な業と見るか、単にあらかじめご自分で予約していたと見るのかは、どちらでも良い。聖書が指し示しているのは、その手法よりも、イエスご自身が食事の場所を用意なさったという点だ。過越の食事は準備に時間がかかる。定めに従ってきちんと整えていくのは容易なことではない。むろん、イエスが望めば、様々な人が自分の家での食事に招いてくれただろう。だが、弟子たちと共に特別な時を過ごそうとされたイエスは、ご自分で場所を確保されていたのだ。それほどに弟子たちのことを思われている心の内は、ヨハネ17章の祈りにもよく見ることができる。
 
ルカ　22:14-20
09/11/2017 01:01:00
　聖餐式の教えが、あっさりと語られているのは印象的だ。教会は最初の時から聖餐式を重視してきたのだから、その発端を語ろうとすれば思い入れ強く、になりそうなものだが。イエスにとって、それは単なる儀式の伝授ではなく、そこに込められている意図、救いの御業についての教えと、そしてまた弟子たちへの思いと、そういうものも全部含めて届けていこうとなさっている、それ故のことと考えられる。ただ、この時点では、弟子たちはまだ、まもなく何が起こるのかを悟っていない。彼らは漠然と、イエスと共にいることの幸いを喜んでいたのみである。それはあまりにも大きな欠損であるが、でも、それでもなおイエスが彼らと共に過ごすことを願い求められたという点を、しっかり覚えておきたい。
 
ルカ　22:21-23
09/12/2017 01:01:00
　イエスはユダのことを念頭に語られたに違いないが、弟子たちは事を深刻には受け止めていなかったようだ。イエスのもとから去って行った人々はこれまでもいたので（十二弟子ではないが）、今度は側近の中からも離反者が、という程度までで、まさか売り渡そうとする者があるとは考えていなかったように見える。さらに言えば、イエスの言葉を警告として受け止めている感もある。それと共に、彼らは犯人捜しを始めているから、自分自身が離反の危険を抱えていることは、全く意識していない。この危機感のなさに対して、この後、イエスは鋭く踏み込んで行かれる。神ご自身に守られているなら、もちろん何の心配もない。だが、単に自分は大丈夫と慢心しているなら、それはあまりにも危険である。
 
ルカ　22:24-30
09/13/2017 01:01:00
　話の推移からすると、裏切り者が話題になって、自分はそんなことはしないと言い張り、それで、誰が一番立派かという話になったのだろう。弟子仲間の場合、権力的な意識よりも、神に認められる立派さという意味での「偉い」だと推測される。だがそれもまた、他の人を圧倒して、自分こそが神の覚えめでたく、とするのだから、世の権力と方向性としては同じである。なぜ、人はそうやって、他の人よりも上であろうとするのだろうかと考えてみることは、有意義なことだと思う。神の祝福をより多くと望むのか。誰にでもあふれるほど与えてくださる神なのに。単に上に立ちたいという欲求か。それがどれほど大変なことを担う話であるのかを、イエスは指摘されているのに。結局、人は自らが望んでいることの意味すら悟らずに、他者を押しのけたり、決して望ましくないあり方で競ったりしている、ということだ。それでは、上に立って多くの労を担うことになった場合に、間違いなく崩れてしまい、自分も回りも壊してしまう。主が嘆かれるのは当然である。
 
ルカ　22:26-30
09/14/2017 01:01:00
　イエスの示されている道には、イエスご自身という前提がある。神としての権威と栄光をお持ちの方が、でも、人の救いのためにその威光を手放し、十字架の死にまでも従われる。それであってこそ、ご自身の意図されている、人々の救いは実現する。逆に、それがなければ、事は動かない。もし、自分の利益を、それも、今この瞬間の目の前の、そして、薄っぺらな利益を最優先に考えるのならば、それは確かに、人を虐げてでも行動する方が手っ取り早く思えることはあるだろう。でも、願い求めていることがこの世界全体の幸いであるのならば、そういう選択はすべてを瓦解させるだけであることを、人はなかなかに悟ろうとしない。主のうめきは続いている。
 
ルカ　22:28-30
09/15/2017 01:01:00
　この当時は、ブラック企業などという言葉はもちろんない。でも、社会全般に、そうやって使い捨てられていく人々はたくさんあった。神に強いられて仕え続けて、それで使い捨てられる・・・。弟子たちがそのことを心配していたかどうかはわからないが、世の中にはそういう危惧が広がっているのは事実だ。イエスは明確に、その点は何の心配もいらないと告げておられる。この弟子たちだけが優遇されるとか、特別な地位を与えられるという話をしているわけではない（使徒の権威は、その職務・責務に関わることで、存在そのものを高貴だと言っているわけではない）。安心して、神の祝福に委ねておけば大丈夫、ということである。黙示録にも記されているような幸いは、ちゃんと、主を慕い求めようとするすべての人に、使徒だけでなくすべての人に、用意されているのだから。ヨハネ14章にも、場所は十分に、と語られている。
 
ルカ　22:31-34
09/16/2017 01:01:00
　弟子たちが偉大な扱いを受けるのだと語った直後に、彼らの離反が予告されているのは、実に印象深い。とすれば、彼らに約束されたことは、彼ら自身の功績ゆえではなく、まさに神の恵みであることになる。イエスがこのように語られた背景には、もちろん、弟子たちが崩れ落ちてほしくないという切なる願いが込められているのは言うまでもない。人は、神のそのような願いを真剣に受け止める必要がある。だが同時に、その希望はかなわないのも事実で、人は崩れ去ってしまうことが多々ある。だからこそ、回復のために主ご自身が祈ってくださるのと言葉は、後々、弟子たちをどれだけ励まし、支えただろうかと思う。ペテロは胸を張っているが、それは霧よりもはかない自信なのだ。
 
ルカ　22:35-38
09/17/2017 01:01:00
　話題がポンポン変わっているように見えるが、弟子たちのことを案じているイエスの思いを軸に考えると、話がつながっていることに気づくだろう。そして、語られている内容も、つまりは、イエスご自身が弟子たちのそばからいなくなる、ということが大前提になっている。弟子たちはまだ気づいていない。なぜ気づかないのかと腹立たしく思えるほどに、でも、弟子たちは気づいていない。そう、人は大事なことなのに気づかない、ということがある。だとすれば、せめて、後になって慌てふためいたときに何とかなるように、助けを与えておこうとなさっている、そんなイエスの心が見える光景だ。
 
ルカ　22:39-46
09/18/2017 01:01:00
　オリーブ山での祈りは、十字架という業の重さを強く指し示すものである。御子は、むろんのこと、人の救いのためには何でもする、という決意をなさっている。だが、それでもなお、十字架ではない道があるならばと口にされるほどに、事は重い。私たちは、十字架を軽く考えすぎているのではないかと、こういう箇所を読むと考えさせられる。と同時に、この祈りの姿は、結局、十字架以外には救いを実現するものはないのだと、そのことがはっきりと指し示されているのだということも、考えさせられる。ほかに道があるなら、たとえば人がそれぞれに頑張れば何とかなるのなら、神はこの道を選びはしなかった。人に楽をさせるための救いではなく、ほかに道はないからこその犠牲であることを、決して忘れてはなるまい。
 
ルカ　22:40,46
09/19/2017 01:01:00
　弟子たちに対するこの言い方は、イエスのために祈っていて欲しいという趣旨が含まれるマタイの書き方と比べると、弟子たち自身のため、という意味合いが強くなっている。本来的には両方の意味合いが込められているのだが、ルカとしては、31-34節のこととの関連から、こちらを意識して書き留めることを願ったのだろう。神の言葉としての意味合いからすると、神ご自身はそれぞれの福音書を通して、人々に呼びかけることで、その趣旨の厚みを示して下さっているのだと言える。にしても、このぎりぎりの時に、なお、弟子たちのことを思っておられる姿は、まさにここに救い主がおられるのだということを、見る思いである。
 
ルカ　22:42
09/20/2017 01:01:00
　神の御子である方の祈りは、単に、神の指示には嫌々でも従います、というような意味ではない。そのことの意義と、そのことの必要性は、キリストご自身が自らの判断としても持っておられたのであり、使命だから仕方がなく、ではなく、そうしたいからこそする、という意味合いのものだ。私たち人間が神の御心に従う場合にも、もし、その御心を自分自身の確信として受け止めることができるとしたら、それは単に従う、あるいは従わせられるという意味合いから抜け出て、もっと積極的なものになり得るだろうが。積極的であれということが重要なのではなく、御心を自分自身の確信とすることができる幸いを思わせられている。
 
ルカ　22:43
09/21/2017 01:01:00
　この部分は他の福音書にはない。ないことはさほど問題ではないが、天使の関与が語られているのは印象深い。もっとも、荒野での誘惑の場面では、マタイ、マルコは天使が仕えたということが語られ、ルカではふれられていないので、それぞれの場面での伝え方の中での取捨選択ということだろう。力づけた、というあたりは、今そこでは、弟子たちの存在の意味を考えさせられるものだ。ただ、人は残念ながら、私たちのために苦しみを受けてくださったキリストを支えるような者とはなりえていない。それは仕方がない。でも、だとしたらなおさら、他の人のことを、隣にいる人のことを支える者でありたいと、そう願う。
 
ルカ　22:44
09/22/2017 01:01:00
　血の滴のように、というのは、形状が血の滴のよう、だったのか、色合いが真っ赤だったのかは、ギリシャ語の表現からは何とも言えないように、私は思うのだが・・・。いずれの場合でも、イエスの苦悩の大きさを指し示すものであるのは間違いない。なお、真っ赤だったという意味とすると、それは医学的にはあり得ることで、激しいストレスによって皮膚の毛細血管が切れて血がにじむことはある、のだという説明を読んだことがある。
 
ルカ　22:45-46
09/23/2017 01:01:00
　この言葉からすれば、弟子たちは単に怠けて居眠りをしていたわけではないようだ。彼らは、まだ回りの事態は察知していない。でも、イエスが示されている極度の緊張感に、戸惑い、不安を覚え、そして、それに押しつぶされるように、疲れ果ててしまっていた、ということになる。ルカはこの場にはいなかったから、後に弟子たちから聞き取った様子であり、彼らがどれほどの重圧を感じていたのかを思わせられる。ただ、そういう重圧は彼らにとって良い影響にはならず、直後の事態の中で彼らは混乱し、逃げてしまった。イエスが、祈り備えよ、と告げておられたことの重大さを痛感する。
 
ルカ　22:47-53
09/24/2017 01:01:00
　ユダがやってきた。イエスを引き渡すため、である。現代とは違い、夜は暗い。その中でも取り違えたりしないように、イエスをよく知っているユダが、人々のいるいつもの場所に手引きして、そして、はっきりとイエスを指し示した。彼はそのために必要だったのであり、祭司長たちはそのために彼に金を払っている。それにしても、親密な関係を表す習慣だった口づけを合図にしたのは、ユダがイエスのことをもはや軽視していたことの表れと考えて良さそうだ。もし、思いを残していたら、こんなふうにはしないだろうが。
 
ルカ　22:49-51
09/25/2017 01:01:00
　斬りかかった弟子はペテロである。だがイエスはそれを遮った。ペテロとしてはイエスを逃がすために抵抗したのだが、イエスはそれを望まなかったし、まして、力で対抗するつもりもなかったからだ。ここには書かれていないがマタイには、圧倒的な力を持ちながらも、ただ静かに捕らえられていったイエスの姿、その意思が、さらに強く示されている。イザヤ53章の言葉を思い出させられる。
 
ルカ　22:52-53
09/26/2017 01:01:00
　この指摘は鋭い。そう、祭司長たちはこれまでだっていつでもイエスを捕らえることは可能だった。彼らがそれをしなかったのは、民衆の声を恐れたからだ。それを、こうやって夜中に捕らえて、一気に片をつけてしまえば民衆も操れると考えるあたりは、真実は何かとか、神の御心は何かということではなく、自分たちの考え、思いをなすのみ、という姿勢であることを思わせられる。
 
ルカ　22:54-62
09/27/2017 01:01:00
　ペテロが慌てたのは無理もない。だが、彼はここに入り込むべきではなかった。イエスは警告されていたのだ。危ういのだと。自分なら大丈夫と考えたのか。それは全く意味のない自信である。人は自らの限界をわきまえるべきで、熱心さだけで突っ走るのは危険なことだ。イエスにとって、ペテロがついてくることよりも、彼が崩れ落ちないことのほうがどれほど幸いであったことか。でも、だからこそ鶏の話が予告されていた。主は、ペテロをそこでも守っておられる。そしてペテロも、自らの姿にはっと気づき、慟哭し、でも、それは彼を守る幸いであったことを思う。主はどこまでもあわれみ深い。
 
ルカ　22:62
09/28/2017 01:01:00
　ペテロは自らの陥った事態に激しく泣いているが、でも、それで自らを断罪はしていない。彼はその後も弟子たちの中にいた。イエスのことを知らないと言い張ったけれど、それならここにいる資格はないなどとは言い出さなかった。彼は泣いたけれど、ごまかしなしに自らの姿を悔いたけれど、でも、それで神の前に居続けることをやめたりはしなかった。潔くない、という見方もあるかもしれない。しかし、神の前に生きるとは、決して潔く自らを罰するのではなくて、それでもなお、神の助けを待ち望んでしがみつき続けることにこそ、その真の道筋がある。そのことを、私たちは常に覚えておく必要がある。自ら始末をつけたユダのようであってはいけない。
 
ルカ　22:63-65
09/29/2017 01:01:00
　監視人たちが嘲っているのは、昨日まで、人々の前で堂々と歩んでおられた方が、こうもあっけなくとらわれの身になっていることに驚き、その戸惑いが、何だたいしたことはなかったのだ、と馬鹿にする思いになったからだろう。むろん、イエスご自身、こういう嘲りになることは百も承知のことだったろう。人は落差を嘲るものだ。でも、考えてみると、人が堕落したとき、その激しさはまさに驚きであり、また、嘲りになりえるものだった。イスラエルが崩れ去るのを見る人々は嘲る、とも預言されていた。それが人の姿ならば、救い主はそれを担うのだ。そしてまた、人が堕ちた時、神は決してそれを嘲ったりしていないことも、心に留めておきたい。主にとってそれは、激しき嘆き、であったのだから。
 
ルカ　22:66-71
09/30/2017 01:01:00
　取り調べは、夜中のうちから進められていた。おおよその結論はすでに出ていたのだが、それを正式な決定にするために、夜明けが待たれたのだと考えられる。ルカはそれをまとめて書いている。こういう違いは、真実を語るものとしてはさほど重要ではない。人々がはっきりと決断して、イエスの十字架を決めたこと、その理由が何であったのかが明確に示されることが大事で、それ以上に細かく語るべきか、まとめた語った方が伝わりやすいかの判断は、それぞれの著者の選択の範囲内である。
 
ルカ　22:66-71
10/01/2017 01:01:00
　イエスの裁判の様子を見ると、死刑判決の理由は、イエスがご自分のことを神の子だと言ったから、ということにあるのが分かる。むろん、ピラトへの告発はそれでは通らないから騒乱罪だったが。祭司長たちとしては邪魔者を消せ、というつもりだったのだが、彼らの思いを越えて、ユダヤの論理からすれば神への冒?罪になることをイエスご自身が語られたので、驚き、戸惑い、でも飛びついたわけである。これは大事なことで、イエスは明らかに、自らの神の子と、それも、神に近い人間というような意味合いではなく、神と同格のものとして認識されていたことがはっきりする。イエスは人間だと言う人は多いが、それは各自の自由かもしれないが、少なくともイエスご自身の認識とは違う。そして、イエスの主張が真実ではないと言うのならば、そんな嘘をつく相手の言葉を大切に受け取る必要はないはずなのだが。イエスは主であると告白するなら、イエスの宣言されたことは真実だと認めるのが自然なことである。
 
ルカ　23:1-7
10/02/2017 01:01:00
　ローマ総督ピラトへの告発は、22:71で出した結論とは異なり、ごく政治的な理由に変えられている。総督は宗教的な事柄には関与しないので、このやり方を非難するのは筋違いだとは思う。ただ、結果としてユダヤ側の告発には力がなくなる。それはそうだ。彼ら自身、もともと騒乱罪を意図したのに、それはうまくいかず、全く別の結論を持ったのだから、今さら騒乱罪で訴えてみても、根拠を示せるはずがない。ピラトがユダヤ側の訴えを拒絶したのは、ごく当然のことである。だから最後は暴動の徴候を示して、脅すようなやり方で処刑を承諾させることになった。もし、ユダヤ側での処刑を意図していたら、話はずっと簡単だったろうが、十字架刑にこだわったがゆえである。人々の迷走と、そして、結局のところ、神の意図されることが進んでいるという不思議を、この経緯は示してくれている。
 
ルカ　23:8-12
10/03/2017 01:01:00
　ピラトがヘロデにイエスの身柄を送ったのは、話が面倒という思いがあったからと理解できる。このヘロデは、本格的な権力を夢見る可能性もなく、一方で、ユダヤの信仰には関心を深めていたとされるので、イエスを見てみたいという思いは、まさに本心だろう。ただし、事態はすでに贖いの死を目前としており、ゆっくりヘロデと語り合う状況ではなかったので、イエスは彼の興味に応じることはなかったのだ。もっと別の時であれば、座り込んで話をなさっただろうが。ヘロデにとって言えば、せっかく関心を抱いても、時機を逸すれば残念な結果になってしまう、ことを思わずにはいられない。今現在、主がこうして私たちを、この世界を待っていてくださっているのは、実にありがたいことであるのだ。
 
ルカ　23:13-16
10/04/2017 01:01:00
　ピラトは無能な人ではない。ローマの総督は、それなりの人材でないと着任もできない。彼はローマ帝国としての視点で見ているから、当然に、イエスに罪状などは見出さない。厄介ごととして却下の予定である。そういう意味では、ピラトのこの発言をイエスの本質的無罪性と重ね合わせるのは、ちょっと無理があるかもしれない。そちらはもっと根源的に、この方が神であることから発するものだ。ピラトとしては、日頃の様子からも、これで決着がつくものと考えていたはずだ。でも、ユダヤ側の思いは収まらず、ピラトは追い込まれていく。イエスにはそこまで憎まれようなものは何もないのに、ということもまた、この事態の異様さ、そして、この世の抱える罪の底知れぬ深さを思わせられる。
 
ルカ　23:18-19
10/05/2017 01:01:00
　バラバの名を出したのは、他の福音書によればピラトのほうで、ルカの言い方からしても、バラバは極悪人として名高く、人々に嫌悪されていた人物のようだ。どちらをと選ばせれば、まさかバラバは選ぶまい、ということだ。一部に、バラバを反乱軍の勇者のように見る説もあるが、聖書からすればその様子はない。だが、そういう選択を投げかけてもなお、人々はイエスの処刑を主張した。このあたりではすでに、祭司長たちだけでなく、民衆とも対峙しており、その圧力は総督をすら困惑させるものになっていたということだ。
 
ルカ　23:20-25
10/06/2017 01:01:00
　ピラトの姿は、よくあるものなのだと思う。それなりに誠実に取り組もうとはするが、回りの状況や圧力の前では尻込みをする。彼だけの性質ではなく、大半に見られるものだ。だから彼だけを批判的に言うつもりはないが、でも、そのような状態ならば何も良きものは生み出され得ないことは肝に銘じておきたい。そこにあるのは、ただ瓦解していく世界でしかなくなってしまう。
 
ルカ　23:26
10/07/2017 01:01:00
　この人について、福音書は詳しいことを語っていない。ただ、その取り上げ方からして、初代教会の中ではよく知られていた人だったのではないか、と推測されている。つまり、後にクリスチャンになって、ということである。この時点では、弟子だったわけでもない、たまたま通りすがった人、というだけであるのに、理不尽にも巻き込まれたということである。代わりに十字架を運ぶなど、屈辱以外の何ものでもない、まさに災難であるのだが、彼は後に、そういう事態に至ったことを喜んだことだろうと推測されている。
 
ルカ　23:27-31
10/08/2017 01:01:00
　訳文というのは難しい。淡々とイエスが語られているように読めてしまうのだが、十字架を運ぶこともできない状態なのだから、息も絶え絶えの中で語られた言葉のはずだ。ともかく、回りの人々はイエスの苦難を取りざたしているのだが、イエスご自身は、エルサレムの町、そして人々自身にこそ、大きな苦難が襲いかかることを語られている。何も気づかずにいる人々を批判的に、ではなくて、何も知らずにいる人々のことを深く思い、案じ、そして悲しんでいるがゆえの言葉である。人々のために嘆いている、のだ。
 
ルカ　23:33-38
10/09/2017 01:01:00
　酸いぶどう酒は鎮痛の効果があったようで、十字架での苦しみを長引かせるためのものだったらしい。せっかく十字架につけたのだから、徹底的に痛めつけ、嘲りを投げつけてやろう、ということだ。人々の嘲笑は増大しているが、直前までイエスに対する評判が高かったこととの関連は明らかである。でも、その光景はピリピ2章に出てくる、神としての栄光を捨てられたイエスのこととも結びつき、この事態が御子にとってどれほどの激しさであったのかを、ひしひしと思わせられるものである。
 
ルカ　23:35-38
10/10/2017 01:01:00
　祭司長たちのあざけりはもともとからのものである。民衆の罵声こそ、イエスにとってはつらいものであったはずだ。つい先日まで歓迎の歓声を挙げていた民衆が、一転してのこの光景である。しかも、イエス自身の側には何も落ち度はない。むろん、すべてを承知の上でのことだが、わかっていることと、事態の厳しさとは別の話である。そこには祭司長たちの計略が功を奏したというのもある。十字架に磔になるような者に神の権威があるはずはない、という認識は、一般論としては正しいのだ。でも、そこまでして人を救うことを求めておられる神の心の深さは、人には推し量ることのできないものだ。主ご自身の御声に耳を傾けなければ、人は決して、主のご計画を、御業の意味を悟ることはできない。
 
ルカ　23:39-43
10/11/2017 01:01:00
　十字架での出来事において最も印象深いものの一つ。一方の強盗は、当初は一緒になって罵倒を浴びせていたのだ。苦しみを受けている強盗としては、誰かを悪者にして、自分も民衆の仲間に立つことが、せめてもの緩和剤になっていた。だがこの人は、イエスの姿を見続けて、そして気づいたようである。それが決して極悪人のそれではなく、また、祭司長たちに負けて殺されていく姿でもなく、毅然として、神の権威のままにご自分の道を進んでいる方の様子であることに。磔という悲惨な姿にもかかわらず、彼はむしろそこに神としての偉大な栄光を見た。だからこそ、共に死んでいくに過ぎないように見えるその相手に、彼は助けを求め、救いを願っていこうとしている。人は、どれほど極悪でも、それでも、神ご自身の姿を見ていこうとするなら、その人の生き様は変わり得る。たとえぎりぎりの状態だったとしても、である。
 
ルカ　23:43
10/12/2017 01:01:00
　イエスが語られた意味合いを限定的に捕らえようとする人もある。極悪人が受け止められて良いのか、という憤りもあるだろう。だが、神ご自身の特別な恩恵がなければ、人は誰でも同じことだというのが、聖書の語るところである。だからこそ、この人、ぎりぎりのところで神に受け止めてもらえたこの人の姿は、すべての人にとっての希望である。これで良いわけではない。彼は徹底的に間違った日々を過ごしてきた。それは全く認められないものだ。でも、神の恩恵は人の限界を大きく越えていく。それこそが、私たちすべての者にとっての希望である。
 
ルカ　23:43
10/13/2017 01:01:00
　パラダイスの意味は何だろう。という疑問が出てくるのは、いわゆる新天新地、神の御国は、「今日」ではなく、定められた日が来たら、であるからだ。とすれば、すぐさま「天国」に行けるわけではあるまいし、それともイエスは特別な抜け道を用意されたのか、というふうに。だが、聖書の言葉を信じ、主の言葉を信じるということは、言われた言葉の表面的な意味合いだけ、そのまま適用してしまうことではあるまい。主は彼に全面的な受け止めを約束された。彼に絶対の安心と確信を与えようとされた。だとすれば、以降の手順がどうこうという話ではなくて、一足飛びに結論を語るというのは、全く不思議なことではない。ここにあるのは、彼を愛おしんでおられる主の言葉であるのだ。
 
ルカ　23:44-45
10/14/2017 01:01:00
　この暗闇は、父なる神が御子から顔をそむけられたことの現れである。御心のとおりに歩んでおられる方から目をそらすのは奇妙だが、それこそ、御子が人類の罪を背負っておられることの何よりの印だ。神を捨て、神の助けを拒む人類は、神から遠ざけられ、神の助けを失うべきものである。その結末は壊滅である。だが、その痛みを、苦しみを御子ご自身が引き受けてくださったことによって、神が自ら受け止めてくださったことによって、事態は一変した。文字通り、主は命の道を開いてくださったのである。だから、この暗闇は重要だ。それは神のご計画そのものを指し示すものである。
 
ルカ　23:47
10/15/2017 01:01:00
　ルカは明らかに、この百人隊長の言葉を、彼がイエスを高く評価したという趣旨で書き留めている。百人隊長はユダヤ側でも、イエスの弟子でもないので、客観的な観察者と言える。それも、この十字架の場面しか知らない。そのような人が、こういう感想を述べたということは、十字架でのイエスの姿は、回りにいる人々に対して強い印象をもたらしたのだということがよくわかる。外面的に言えば、ぼろ雑巾のように投げ捨てられている姿でしかないのだが、群衆も罵倒したくなるようなものなのだが、それでもなお、この方の特別さは隠しきれなかったということだこの百人隊長は、このことだけでイエスを信仰するようになったわけではないだろう。でも、後に、このイエスについて語られていくことを聞いた彼が、真剣な思いでそのことを考えるようになったことは想像に難くない。イエスは確かに、ただの人として死に至られた。でも、そこになお、ただの人、ではないその姿が、表されていたということである。
 
ルカ　23:48
10/16/2017 01:01:00
　この群衆は、49節からすると、もともとの弟子たちではない、一般の人々のことだと見るのが妥当だ。とすれば、彼らは積極的かどうかはともかく、イエスを罵倒する側にいたということである。でも、そんな人々がイエスの一連の姿を見ていて、百人隊長同様に、この扱いは間違っていたのではないか、という戸惑いを覚えるようになったということになる。これもまた、すぐさま信仰に至ったわけではないだろう。でも、こういった人々が50日後に、弟子たちによって語られたイエスの真実に、強い関心を抱くようになったのは、十分にありえることである。社会に対して、イエスのあるいは神の確かさを示していくことは大切だ。そうすれば人々は、そこにある何かに関心を持ち、ちゃんと見極めようとするだろう。もし、何の関心も抱かず、通り過ぎてしまったら、それでは福音そのものの意義を考えてみる機会すら持ち得ないことになってしまう。それではあまりにも悲しい。
 
ルカ　23:49
10/17/2017 01:01:00
　これは、イエスの弟子であった人々のことである。「しかし」というのは、人々は立ち去ったけれども、この人たちは残り続けた、という趣旨だろう。安息日の始まりが近づいていたから、人々が立ち去るのはごく自然な行動だが、彼らはちゃんと葬るところまでは留まり続けたのだ。イエスは十字架で死んだが、でも、弟子たちはそれでイエスに失望したり、これまでの思いは間違いだったと考えてはいないようである。むろん、理解はできていない。彼らは救い主がなぜ死ぬのか、全く理解していない。でも、理解はできなくても、彼らが抱いてきたイエスへの確信、この方は間違いがない、頼れる相手であるという確信は、彼らをなお留まらせている。神のことについて理解できないことは多々ある。そこで問われるのは、信頼できる方なのかどうか、だろう。「神を理解する」ことが求められているのではなく、「神を分析する」のでもなく、「神を信じる」ことが問われているのだから。
 
ルカ　23:50-53
10/18/2017 01:01:00
　この時点で、ヨセフはむろん、イエスの復活などはわかっていないし、十字架の意味も悟ってはいない。だから、この行動はイエスを慕いつつもこれまで行動できなかった自分を悔いて、せめてもとの思いから出たものと言える。立場が悪くなるのは必定で、しかも、助けてくれる救い主もいなくなって、という、とても厳しい状況だったが、この人は強い心の持ち主だったのだろう。それなら、以前からちゃんと表明していれば、とも言えるのだが・・・。幸いなことに、この先が見えない行動が、でもすぐに、光り輝く日々へと進むことができた。彼自身はそれを期待していたわけではないだろうが、神は確かに、こういう行動をちゃんと見ていてくださる、ということだ。
 
ルカ　23:51
10/19/2017 01:01:00
　同意しなかった、というのは、だとすれば彼は、イエスの裁判を欠席した、ということだろう。満場一致であったと記されているのだから。ルカには、ヨセフが弟子であることを隠していた話は出てこないが、それを考えると、出席して反対票を投じる覚悟はなく、でも、まさか賛成もできず、という苦悩が見え隠れするようである。人は、そう易々と信念通りの行動ができるわけではない。やろうとして失敗したペテロの例もある。だとすれば、せめても愚かな行動に加担しないで済むように身を避けることも、大事な知恵の一つだ。そうすれば、後でまた、行動できる時もあるのだから。
 
ルカ　23:53
10/20/2017 01:01:00
　ヨセフが持っていた墓は、まだ未使用だったようだ。その場所が刑場の近くにあったので、そこに葬っている。十字架は嘲りであったが、復活への備えとしても、きちんと埋葬することは必要で、ヨセフの申し出はイエスの御業にとっても、とても大事なものとなったのである。このことはまた、イザヤ53:9にもつながる。聖書では本来、富む者とは神に祝福された者、という趣旨が強いので、処刑されたにもかかわらず立派な人々の一員として葬られているという不思議な光景が、イザヤには語られている。その通りになっている様子は、後にこのことを思い返した人々にとって、イエスの存在と、その十字架の意味をしっかり見定めるのに大いに有意義なものとなったはずだ。
 
ルカ　23:55-56
10/21/2017 01:01:00
　十字架と埋葬には、女性たちの存在が重要な意味を持つ。男性陣は隠れてしまったけれど、女性たちは最後まで残り続け、見守っている。不安はあっただろうが、さすがに当局も、彼女たちを脅すようなことはせず、それもあって、近くで見守り続けることができたのだろう。彼女たちにも、事の次第はわかっていない。神の計画もわかっていない。そして、何も対抗できない自分たちであることも痛感している。ただ見守るだけ、それ以上の何者でもないのだが、どうやら彼女たちは、自分に何ができるか、という考えではなくて、ひたすら、主のそばに居続けたい、見ていたいという、それだけの思いに動かされていたようだ。人はしばしば、物事の意味を考え、意義があるかどうかと考えるのだが、より必要なことは、ただひたすら共にいる、ということである場合も、決して少なくないのだ。
 
ルカ　23:54-56
10/22/2017 01:01:00
　安息日である。その日は、何があっても、墓には行けない。遺体の世話もできない。人々は、イエスの葬られた場所から否が応でも引き離されていた。これまで、人々の生き返りは、目の前で遺体が動き出すというふうだったけれども、イエスについては、その瞬間を見た者は誰もなく、後に生きておられる主に出会って、確かめて、それで、復活を信じることになる。激しい衝撃を受けた人々のためには、この一日の空白が必要だったのだとも言える。それは後に、弟子たちが福音を公然と語り始めるまでに50日の時を置いたのとも通ずるところがありそうだ。神は、ただ人々を驚かせるのではなく、人々がちゃんと受け止められるように導くこともまた、主の慈愛なのだ。
 
ルカ　24:1-10
10/23/2017 01:01:00
　安息日は動けない。真っ暗なうちも女性には無理だ。だから、彼女たちは可能な最も早い時間に、墓へと急いだのである。イエスの遺体を手当てして、本格的な埋葬をするためである。彼女たちの思いは尊い。ただし、そんな彼女たちもまた、復活のことは微塵も考えていない。他の弟子も含めて、誰一人、最も敬虔で、犠牲を払う覚悟をしている者ですら、復活のことは考えていない。イエスは何度も語られていたのだが、それでも、彼らにとっては十字架で死んだ方ゆえの絶望が心を支配してしまったのだ。彼女たちは直後に幸いを手にした。でも、熱心さよりも何よりも、神への期待を失わないことを、第一に考えていきたいものと、そう思わせられる。
 
ルカ　24:2-3
10/24/2017 01:01:00
　ルカは番兵の話を記していない。どの福音書記者も、全てのことを書き留めることはできないので、それぞれの判断で必要と思うことを拾い上げているわけだが、番兵たちという第三者の証言など気にしなくても、弟子たち自身の体験と証言で十分、と考えたということか。それはルカ個人の判断というよりも、当時の教会自体の認識だったとも言えそうだ。ともかく、女性らはイエスの遺体がない、という現実を目の当たりにしている。「ない」というのはとても大切な点で、ではどうなったのか、が問われることになる。続けてルカは、最も明確な説明があったことを書き留めている。
 
ルカ　24:4-7
10/25/2017 01:01:00
　この二人は「天使」とか「御使い」とは告げられていないが、その描写は明らかに、ただの人間ではないことを物語っている。だからこそ彼女たちはひれ伏したのでもあるが、天使の言葉はさらに驚きで、イエスの復活を明確に宣言している。それにしても、以前から話していたことなのに、ということが告げられて、それを聞いている弟子たちとしては、穴があったら入りたい、思いだったに違いない。イエスは何も突然に、意表を突くようなことをしているわけではない。予告済みのこと、何度も語られていたこと、それをそのまま実行しているのだから、まともに耳を傾けていなかった弟子たちのほうが、その姿勢が大きく問われるものとなっている。信頼できる相手（神様）からの呼びかけは、ちゃんと信頼して受け止めていくことは、必須の話なのだ。
 
ルカ　24:8-12
10/26/2017 01:01:00
　思い出した、と書かれていることに、深い安堵を覚える。確かに忘れていたのだが、でも、告げられて、思い出した。このパターンは何度も繰り返されている。人は忘れ、でも神は改めて呼びかけてくださり、そして思い出す。忘れていたことについては申し訳ないけれど、でも、そのように関わり続けてくださることに、感謝せずにはいられない。そして、こうやって思い出させてもらったからこそ、彼女たちは他の弟子たちにもそのことを告げようと、道を急ぐことになる。男の弟子たちは「たわごと」だと思ったと、悲しい言葉が記されているが、彼女たちはそれにひるんだりはしなかっただろう。自分もまた忘れていたのであり、思い出させてもらったのだから。この自覚があればこそ、福音を語り続けることもできる。
 
ルカ　24:11-12
10/27/2017 01:01:00
　男性陣の反応は、何ともはや、である。第三版までで、12節を括弧に入れたのは、ヨハネ福音書に基づいて後で加えられたものだろうと推察されたためだが、新しい翻訳では括弧を外してあるので、やはり、もともと書き留められていたのだと判断されたようだ。ルカはあっさり書いていたことを、後に当事者であるヨハネは詳細に書き記したということになる。この点では、たとえその時点では信じられなくても、神ご自身のなさることならば、せめて、確認に行くくらいはしておきたいものだと思わせられる。そう言えばペテロも、湖で網を下ろせと指示されたとき、信じられなかったけれども応じた、ということがあった。こういう期待感、率直さは、必要なのである。
 
ルカ　24:13-24
10/28/2017 01:01:00
　聖書の中でも印象深い出来事として有名な場面だ。この二人の行動はやはり奇妙だ。どんな理由があったにしても、この時点でエルサレムを離れることは考えられない。実際、33節ではすぐに戻っている。十字架からまだ3日目である。それに、女性らからの知らせも届いている。復活が信じられなくても、イエスの遺体がなくなったのは明らかで、騒動が起こりつつあることは明らかだった。それでも離れていくというのは、やはり、彼らが圧倒的な絶望に陥っていたからこそ、だ。彼らは、イエスのことはもう終わってしまったのだ、と受け止めていたとしか言いようのない語り方をしている。希望が閉ざされると、常識的にもあり得ない行動すら、人は取る。何が何でも、神の約束から目を離してはならない、のだ。
 
ルカ　24:15-17
10/29/2017 01:01:00
　つまり、立ち去ろうとしていた彼らに、イエスが追いかけてきて、近寄ってこられた、ということである。それが聖書の繰り返し語っている神のなさること、である。迷子の羊を捜す羊飼いの話に限らず、旧約でも、すべての場面において、と言っても良いだろう。人は大概、自分たちが神を探し求めているつもりでいる。だからこそ、自分たちの都合によって神をイメージし、あるいは神を生み出したつもりですらいる。だが現実は、捜そうとも、求めようともしない人間たちを、神のほうで願い求め、尋ね求め、そして、見出してくださっている。人が神を愛することを教える前に、聖書は、神が人を愛されたことを告げている。
 
ルカ　24:16
10/30/2017 01:01:00
　なぜわからなかったのか、は、あるいは永遠の謎であるのかもしれない。イエスの姿が変わっていたはずはない。それこそ、すぐ近くで共に歩んでいた弟子たちが、そしてまた、復活を期待していなかった弟子たちが、全く別人の姿形をしている誰かが「私はイエスだ」と言ってみたとしても、それで納得するはずがない。魂だけ乗り移る、みたいな感覚も、彼らの文化にはない。人は、自分の見たくないものについては見えないもの、だとも言われている。そういう心理的な作用が働いたのかもしれない。いずれにしても、当初はわからずにいた弟子たちが、でも、最終的にはちゃんと認識しているということが大事なところだ。彼らは目撃者としての自分たちの存在意義を強く語っているから、「見た」のか「そんな気がした」のかの違いには、とても強い思いがあったはずだ。
 
ルカ　24:18-24
10/31/2017 01:01:00
　この部分は、論理的には表現が混乱しているようにも見える。論理的に言えばこうなるはずだ。イエスのことをずっと期待してついていったのだが、残念なことに人々はそれに反対して、イエスを殺してしまった。期待を掛けてきたのに、それが潰えてしまい残念だ。そう思っていたのだが、またまた奇妙なことが伝えられていて、イエスの復活したという話が出てきている。でも、自分たちとしてはまだ納得していなくて、ガセネタだと考えているのだが、と。それなら25節のイエスの言葉にもつながる。もうちょっとすっきりと語れば良いのにと思うが、動転している彼らの様子が、言葉遣いにも現れていたことをルカはそのまま記録しようとした、のだろう。
 
ルカ　24:25-27
11/01/2017 01:01:00
　イエスのなさり方に注目しよう。ご自分が復活したことを弟子たちに示すために、イエスは奇跡をしたわけではないし、彼らの心を神の力で揺さぶったわけでもない。イエスがしたのは、旧約に記されている神の言葉を指し示し、その意味を解説することによって、なるほど確かに復活は神の御心であり、当然にそうなるべきものなのだ、と彼らが理解するようになること、であった。これは神の御子でなくても、人にも同類のことはできる。でもそれこそが、最も意義のある業であり、教えであることを、そして確かな信仰につながるものであることを、イエスは明らかにしておられるのだ。これはルカ16:29-31とも合致する。
 
ルカ　24:28-29
11/02/2017 01:01:00
　先へ行きそうな、というのは、他の弟子たちにも会う必要があるから、ということのはずだ。この二人とは数時間、一緒に過ごし、語るべきことは伝えた。後は本人たちがどう受け止め、どう応ずるか、であるのだから、いつまでも一緒にいる必要性はない。そばに行って語りかけるべき相手はたくさんいるのだ。幸いにも、この時、彼らの心はすでに動かされていて、だからこそイエスを引き留めた。ご自分のほうから「私だ」とは言わないことにしていた様子のイエスとしては、ほころんでくる顔を押し殺していただろう。無理に願う、そのくらいの強い思いで求めることを、神は心から喜ばれるのだ。（マタイ7:7）
 
ルカ　24:30-32
11/03/2017 01:01:00
　これを聖餐式の意義として語る必要性はないが、弟子たちが、何度も繰り返されてきたイエスとの食事を思い出したのは間違いない。教えに納得することだけでなく、共に歩み、共に語り合い、共に喜び、共に泣くことは、真実を見出すために必要なことだ。信仰は理念ではなく、教説でもなく、生活として扱われているのも、とても大切な観点である。彼らの目が開かれたので、それ以上はそこに留まる必要性がない。イエスは神としての特別な力を発揮して、他の場所へと急いだのだ。そして彼らも、この食事という以前に、すでに御言葉によって心が開かれていたことを、思わせられている。神の恵みは、すでに彼らに届いていたのである。
 
ルカ　24:33-35
11/04/2017 01:01:00
　すぐさま戻ったということは、もともとやむを得ない事情での旅ではなかったということだ。幸い、距離にして11kmくらいだから、走ればそれほどの時間はかからない。おかげで、この二人も、イエスが弟子たちみんなの前に姿を現してくださった時に、一緒にそれを体験することができた。やはり、一緒にいなければ、である。離れてしまっていては、どうにもならない。それに、互いの間で共有されていく情報もまた、貴重なものである。ちなみに、イエスがペテロのところに現れたのは、やはりあの否認に関係するし、彼をきちんと立たせて弟子たちをリードさせる必要があったから、であろう。ペテロはその期待に十分に応えていくことになる。
 
ルカ　24:36-43
11/05/2017 01:01:00
　これほどの歓喜はなかなかあるものではない。絶望にいた弟子たちが、いくもの知らせによって希望を抱き始め、そしてついに、である。それにしても、朝に女性たちからの知らせを受けたとき、あんなにも邪険に扱ったことについて、彼らの反省はなかったのだろうか。あったと信じたいのだが。戸惑いすぎた弟子たちは幽霊だと思ったそうだ。それで、ちゃんと真実を見せ切れていなかったと、イエスはなおいっそう踏み込んで、事の真実を彼らに示している。それに、神の思いに中では、真の存在はやはり、肉体を伴うのだ。それがなくても済むのは、神ご自身だけであり、さもなければ派生的な存在たちだけだ。人は魂を持ち、肉体を持つ。だからこそ、よみがえられた主も、ちゃんとした肉体を持たれるのだ。夢でも幻でもない、生きた働いておられる主である。
 
ルカ　24:44-49
11/06/2017 01:01:00
　イエスは、ご自分の経緯について語る際に、明確に、それを旧約の言葉と重ね合わせておられる。福音書の中で、何度もイエスは、一切は前から予告されていたこと、神のご計画、それも、秘められた計画ではなくて、指し示され続けてきたことなのだと、そう告げられている。だとすれば、今も私たちは、この弟子たちと同様に、聖書を通して、キリストを知り、その御業の意味を、また、意義を知ることができる。実に幸いなことである。2000年の時を経て、とく言うけれど、イエスご自身、地上での歩みに先立つ多くの時を経て、神が事を進めてこられていることを、強く意識され、そのことを明示されているのだ。
 
ルカ　24:47-48
11/07/2017 01:01:00
　弟子たちに求められているのは、彼らの見聞きしたイエスのことを、彼らが指し示された福音を、他の人々にも届けることである。最初の弟子はごくわずかである。それで終わりで良いはずがない。これは全人類のために用意された神の道筋なのだ。だから、証人であれと言う。しょうにん、とパソコンで打つと、大概、商人が先に来る。商人たちは、もうけのためならば世界のどこまででも行くと言う。出掛けるだけがすべてではないけれど、各自それぞれに、自分のいる場所で、証人であり続けたいものだ。
 
ルカ　24:49
11/08/2017 01:01:00
　ルカ福音書は、使徒の働きへと続いていく。この言葉は、その伏線とも言える。ここには詳しいことは書かれていないが、証人だと言っても、すぐさま飛び出していけという話ではないと、念を押されている。幸いにも弟子たちは、突進性のペテロも、イエスの言葉をちゃんと守って、聖霊の働きかけを受けるまでは動かなかった。直前の失敗で、自分自身の力に自信を失っていたということもあるだろう。人々の熱意は大事だし、価値あることだが、最も必要なことは、神ご自身の導きがあることであって、そこを軽視してしまったら、何も始まりはしないのだ。
 
ルカ　24:50-53
11/09/2017 01:01:00
　使徒の働きに詳しく述べられている部分を、簡単に記している。この部分がイエスの昇天に関することであるのは、新改訳2017の訳し方のほうがわかりやすい。ともかく、「まだまだ続くよ、次回をお楽しみに」というような意味合いを感じる。なお、昇天の場所はオリーブ山であるから、ベタニヤまで送り届けてくれたわけではなくて、そっちの方向性、ということであろう。これも、2017の訳では分かりやすい。
 
ルカの福音書　終わり
CATEGORY
ご説明
11/09/2017 14:49:00
　ルカの福音書を読み終えました。1年と一ヶ月。マタイは10ヶ月でしたので、長さもあるのですが、ちょっとあれこれ考えながらという感じでしょうか。とても楽しいものでした。さて、次回は旧約に戻ろうと思っていますが、どこにするか。もうちょっと考えてみます。11/20からの再開、のつもりです。なお、新改訳2017が発行されたので、次からは、そちらを基準にして読んでいこうと思います。第三版と意味合いとしても違いが出ている場合には、そのことも触れておくようにしますね。ではまた。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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